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京都市は，794年の平安京建都以来，永い歴史の中で生み育てられてきた華

麗かつ繊細な文化を今に伝える，世界でも有数の文化都市であります。

市内には数多くの文化財が存在し，その一つである埋蔵文化財の包蔵地も広く

分布しています。古代から近世まで時代ごとに積み重なった遺跡は，我が国の歴

史や文化を正しく教えてくれる国民共有の財産であり，将来にわたって日本文化

を国内外に発信していくうえで，その基礎を成すものであると申せましょう。

本市では，先人が残した貴重な埋蔵文化財を適切に後世に伝える責務を果たす

べく，「保存」と「開発」の調和を図りながら，埋蔵文化財の保存と保護，更に

はその活用に取り組んでおります。

この度平成21年度に本市が文化庁の国庫補助を得て実施した埋蔵文化財調

査成果をまとめた報告書を作成致しました。この報告書が，京都の歴史と文化財

への理解を深めるために，広く御活用いただければ幸いに存じます。

結びに，各調査の実施に当たって，御理解，御協力を賜りました市民の皆様と，

御指導を賜りました関係機関の皆様に深く御礼を申し上げます。

平成22年3月

京都市文化市民局長山岸
土
口 和
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本書は、京都市文化市民局が財団法人京都市埋蔵文化財研究所に委託して実施した文化庁国

庫補助事業による平成21年度の京都市内遺跡詳細分布調査報告である。

本書の編集は吉本健吾が調整・作成・実務を担当した。

各報告については文末に執筆者を記した。

本書に使用した写真の撮影は、図版の遺物と一部の遺構は村井伸也・幸明綾子が担当し、挿

図と図版の一部の遺構は現場担当者が行った。

本書で使用した土壌名は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修の『新版標準士色帖』に

準じた。

個々の調査地での計測値は、宅地の場合は仮の「水準点」をBMOmとするものと、世界測

地系平面直角座標系Ⅵによる方位及び座標の数値と、T､P．(東京湾平均海面高度）による標

高を使用したものがある。道路の場合には現行道路面を地表面(iOm)としている。

調査一覧表では各時代の「時代」は省略しており、調査日については簡略に記しているもの

もある。遺跡名は平安宮・平安京跡については重複する遺跡は省略し、官衙・条坊を優先し

て明記し、官衙・条坊が複数にまたがるものは代表するものを掲載した。長岡京跡について

は、官衙・条坊を優先し、複数にまたがるものは代表するものを掲載した。

本書で使用した地図は京都市発行の都市計画基本図（縮尺1／2,500）を調整し、作成したも

のである。

なお、図版に使用した地図の縮尺は以下のとおりである。
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I調査概要

本書は京都市文化市民局が（財）京都市埋蔵文化財研究所へ委託して実施した、文化庁国庫補

助事業に伴う平成21年度の京都市内遺跡詳細分布調査報告書である。本報告書では平成21年1月

4日から3月31日までの平成20年度分と、平成21年4月1日から12月26日までの平成21年度分

を合わせて報告する。調査件数は453件であり、平成20年度分が113件、平成21年度分が340件で

ある。京都市内を便宜的に地区分けした調査件数は、下表のとおりである（表1）。

表1

地区 20年度1～3月 21年度4～12月 小計 地区 20年度1～3月 21年度4～12月 小計

平安宮(HQ) 17 50 67 洛東地区(RT) 8 24 32

平安京左京(HL) 29 75 104 鳥羽地区(TB) 1 12 13

平安京右京(HR) 9 41 50 伏見・醍醐地区(FD) 13 22 35

洛北地区(RH) 11 29 40 長岡京地区(NG) 4 15 19

太秦地区(UZ) 10 17 27 南桂川地区(MK) 4 42 46

北白川地区(KS) 7 12 19 京北地区(UK) 0 1 1

合計 113 340 453

昨年に続き今年も調査の総件数（453件）に占める平安京域(HQ･HL・HR)の件数(221件）

が半数を割った。平安京域は京都市の中心部にあたり、また、全域が遺跡範囲であることから、

常に平安京域の3地区で他の9地区の合計件数を上回っていたが、去年から逆転現象を起してい

る。更に、下鴨半木町遺跡(08RH392)では遺跡範囲外で遺構を、革嶋館跡(09MK178)では

中・近世の遺構の下層から古墳時代の遺構を、伏見城跡(09FD133)では指月城の可能性のある

石垣を検出するなど、平安京域外で新発見の遺構を検出した。以下各地区の概要を述べる。

平安宮(HQ)宮域では、朝堂院跡(08HQ242)の概要を報告する。

平安京左京(HL)左京域では、三条一坊八町(09HL27)と八条二坊三町(09HL87)の2

件の概要を報告する。また、主要な出土遺物として六条四坊四町(09HL140)と七条四坊三町

(09HL197)で出土した遺物を報告する。他に平安時代の遺構は二条二坊七町(09HL172)、五条

二坊六町(09HL54)、七条二坊十二町(09HL292)、八条二坊九町(09HL164)で検出した。四

条四坊十六町(09HL214)では、東京極大路の路面を検出している。

平安京右京(HR)右京域では、今回は概要の報告を行うような成果は得られなかったが、四

条二坊十一町(08HR298)と九条一坊十町(09HR71)で平安時代の遺構を検出している。

洛北地区(RH)本山古墳群、八幡古墳群、大宮北山ノ前瓦窯跡、栗栖野瓦窯跡、植物園北遺

跡、今宮神社、大徳寺旧境内、御土居跡、下鴨半木町遺跡、史跡賀茂別雷神社境内、特別史跡・

特別名勝鹿苑寺（金閣寺）庭園、北野遺跡、北野廃寺、香隆寺跡、上京遺跡、寺町旧域、相国寺

旧境内、新町校地遺跡、室町殿跡（花の御所)、公家町遺跡、聚楽第跡の21箇所の遺跡で調査を行
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った。この内、大徳寺旧境内(09RH222)、下鴨半木町遺跡(08RH392)、植物園北遺跡(09RH

210）の概要を報告する。また、史跡賀茂別雷神社境内(08RH186、08RH368)では平安時代中

期の包含層を検出している。

太秦地区(UZ)史跡・名勝嵐山、嵯峨遺跡、宝瞳寺境内、嵯峨北堀町遺跡、臨川寺境内、烏

居本古墳群、大覚寺古墳群、御堂ヶ池古墳群、史跡仁和寺御所跡、仁和寺院家跡、太秦馬塚町遺

跡、常盤東ノ町古墳群、村ノ内町遺跡、常盤中之町遺跡、和泉式部町遺跡、森ヶ東瓦窯跡、広隆

寺旧境内、上ノ段町遺跡、多藪町遺跡、井戸ケ尻遺跡、御所ノ内町遺跡、清水山古墳の22箇所の

遺跡で調査を行った。この内、嵯峨北堀町遺跡・嵯峨遺跡・宝瞳寺境内(09UZ74)で飛烏時代

の包含層を検出した。

北白川地区(KS)岡崎遺跡、延勝寺跡、法勝寺跡、白河街区跡、白河南殿跡、北白川廃寺、

一乗寺西浦畑町遺跡、修学院月輪寺町遺跡、月林寺跡、小倉町別当町遺跡、北白川追分町遺跡、

金戒光明寺境内、法成寺跡、御土居跡、寺町旧域の15箇所の遺跡で調査を行った。この内、小倉

町別当町遺跡(08KS415)の概要を報告する。

洛東地区(RT)御土居跡、寺町旧域、四条道場跡、清水寺境内、六波羅政庁跡、法住寺殿跡、

方広寺跡、中臣遺跡、中臣十三塚、法興院跡、旭山古墳群、元慶寺跡、山科本願寺跡、山科本願

寺南殿跡の14箇所の遺跡で調査を行った。この内、四条道場跡・寺町旧域(09RT44)、法住寺殿

跡・六波羅政庁跡・方広寺跡(09RT100)、法住寺殿跡・六波羅政庁跡・方広寺跡(09RT89)の

3件の概要を報告する。清水寺境内(09RT15)では時期不明の石垣を検出している。

鳥羽地区(TB)烏羽離宮跡、烏羽遺跡、唐橋遺跡、深草遺跡の4箇所の遺跡で調査を行った

が、概要報告を行うような成果は得られなかった。

伏見・醍醐地区(FD)太閤堤、伏見城跡、桃山古墳群（永井久太郎古墳)、金森出雲遺跡、

御香宮廃寺、伏見稲荷大社境内、極楽寺跡、正覚寺跡、醍醐古墳群、寺本城跡、深草寺跡、深草

坊町遺跡、貞観寺跡、法界寺旧境内の14箇所の遺跡で調査を行った。この内、伏見城跡(09FD

149,09FD101,09FD157,09FD133)の4件の概要を報告する。また、主要な出土遺物として

伏見城跡(08FD175)で出土した遺物を報告する。

長岡京地区(NG)長岡京跡、戌亥遺跡、東土川遺跡、東土川城跡、鶏冠井清水遺跡の5箇所

の遺跡と、南桂川地区であるが同一工事主体で長岡京地区として扱った大藪遺跡、大藪城跡、の

2箇所の遺跡の合計7箇所の遺跡で調査を行った。左京四条四坊三町(08NG389)で平安時代の

包含層を検出した。左京二条四坊六町(09NG105)では東四坊坊間小路の側溝を検出している。

南桂川地区(MK)大藪遺跡、中久世遺跡、下久世構跡、上久世遺跡、史跡・名勝嵐山、嵐山

谷ケ辻子町遺跡、大江山古墳群、下津林遺跡、革嶋館跡、桂城跡、福西古墳群、勝持寺旧境内、

小塩窯跡群の13箇所の遺跡で調査を行った。この内、革嶋館跡(09MK178)の概要を報告する。

京北地区(UK)中江古墳群の1箇所の遺跡で調査を行ったが、概要報告を行うような成果は

得られなかった。

（吉本健吾）
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Ⅱ平安京跡

1平安京宮・朝堂院跡・聚落遺跡(O8HQ242)

調査経過（図1）

千本通の丸太町通との交差点から御池通との

交差点までの間（上京区聚楽町～中京区西ノ京

小堀町）の上水道配水管入替工事に伴う調査で

ある。調査地は平安宮朝堂院の大極殿南側部分

と応天門から朱雀門の推定地に位置する部分で

ある。特に大極殿南側部分は今回の調査ライン

の東隣接地において1994年の試掘調査で大極殿

南縁の階段部分と考えられる基壇を検出してい
註1

る。今回の調査でその延長部分の検出が期待さ

れた。

調査は2008年10月6日から2009年2月9日

まで行った。ここでは大極殿、応天門、朱雀門

推定地の部分の調査を報告する。

遺構・遺物（図2～6）

朱雀門推定地では、配水管入替工事が千本通

の東西の歩道部分で行われ、朱雀門を2箇所南

北に縦断する、7地点で調査を行った。結果、

西側のNQ1地点と東側のNQ2地点で朱雀門基壇

の整地層と考えられる層を検出した。

NO1地点の基本層序は、-0.35mまでが現代盛
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図1調査位置図（1：5,000）
土層、-0.35mから-0.5mが整地層、以下が明黄

褐色砂泥の地山となる。整地層は炭、小礫を含むにぶい黄褐色砂泥で、南北方向に7.1mに渡って

検出した。層の厚さは最小で0.07m、最大で0.3mを測る。遺物は出土していない。

NO2地点の基本層序は、-0.43mまでが現代盛土層、-0.43mから一

塁
含-菩・

0.57mが近世以降の包含層、-0.47nlから-0.83mが整地層、以下が黄褐

色粘土の地山となる｡整地層は3層に分層でき､上層は-0.57mで最大厚檸 5cm

t弓－－FFH

さ0.16mを測るオリーブ褐色砂泥(2.5Y4/3)、下層は-0.7nlでオリーブ

褐色砂泥(2.5Y4/4)と黒褐色砂泥に分層できる｡南北方向に0.66mに渡図≦狽漕囑輻雷苧び
って検出した。2層共に平安時代の瓦を包含し、下層のオリーブ褐色砂
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図4No.1．2地点位置図(1:500)

泥からは軒丸瓦（1）が出土している。

整地層を検出したNo.1．2地点以外の朱雀門内の調査

では、旧埋設管による撹乱層か、南北方向の近世以降の

溝ではないかと考えられる湿地状堆積を検出したにとど

まった。

応天門推定地も朱雀門と同じく配水管入替工事が千本

通の東西の歩道部分で行われ、2箇所を南北に縦断する

形となり、2地点で調査を行った。

千本通東側のNo.3地点では、-0.85mまで現代盛土

層、-0.85mから-1.18mで近世以降の溝と考えられる湿

地状堆積層、-1.18mから-1.34mでは江戸時代の包含

層、-1.34m以下はにぶい黄榿色粘土となる。千本通西側

のNo.4地点では、掘削深-1.2mまで旧埋設管による撹乱

層であった。応天門に関連する遺構は検出できなかった。

大極殿南側推定地は、配水管入替工事が千本丸太町交

差点の北西角の歩道部分を北東から南西に約20mに渡っ

て行われ、4地点で調査を行った。No.5地点では、-

0.5mまで現代盛土層、以下は暗褐色粗砂の地山となる。

他の箇所も1m以上の撹乱層を検出したにとどまり、い

ずれも大極殿に関連する遺構は検出できなかった。
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10YR4/3にぶい黄褐色砂泥（礫混、桟瓦確認のみ）

2.5Y4/3オリーブ褐色砂泥

(礫混、炭混、平安時代の瓦含む。整地層）

2.5Y4/4オリーブ褐色砂泥

(礫混、炭混、平安時代の瓦含む。整地層）

10YR3/2黒褐色砂泥（礫混）

2.5Y5/6黄褐色粘土（地山）

10YR5/4にぶい黄褐色砂礫（地山）

図5No.2地点遺構断面図(1:50)

１
２

3

４
５
６

図6No.2地点整地層（東から）

まとめ

今回の調査ではNo.1･2地点の朱雀門推定地内で整地層を検出した。しかしながら確認できた

範囲が狭いため、この層が朱雀門のみの整地層なのか、宮全体を整地するための層なのかは検討

を要する。

なお、朱雀門推定地外の北東隣接地で行われた1985年の調査では、地表下-0.9mで平安時代の

瓦を含んだ褐灰色砂泥層、-1.2mで路面と考えられる堅く締まった黄灰色砂礫層、-1.37m以下は
註2

茶褐色砂礫の地山となる堆積層を検出している。

また、整地層を検出したNo.1･2地点は、配水管入替工事が歩道と車道の境界か車道部分で行

われた地点であった。それ以外の歩道部分での調査では、そのほとんどが旧埋設管による撹乱層

か、南北方向の近世以降の溝ではないかと考えられる湿地状堆積を検出した。このことは千本通

の歩道部分の地表下には近世以降の溝や埋設管が設置され中世以前の遺構は存在しないと考えら

れる。逆に車道部分はNo.1･2地点のように遺構が残存している可能性を示している。

（吉本健吾）

辻純一「第3章I朝堂院跡調査31」『平安宮I京都市埋蔵文化財研究所調査報告第31冊』（財）

京都市埋蔵文化財研究所1995年

「調査一覧表」『京都市内遺跡試掘立会調査概報昭和60年度」京都市文化観光局1986年、辻裕

司「第3章Ⅳ－5中央官衙群跡調査14」『平安宮I京都市埋蔵文化財研究所調査報告第31冊』

(財）京都市埋蔵文化財研究所1995年

許］

裁冒ワ
、l_~
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2平安京左京三条一坊八町跡(O9HL27)

調査経過（図7）

中京区西ノ京式部町51－1，51－2，51－5の

共同住宅建築工事に伴う調査である。調査地は

平安京左京三条一坊八町の北西付近に推定され、

調査地の北側を三条大路の南築地推定ラインが

通る。

調査地北隣接地の朱雀高校構内では、1978年
註1

から1979年に発掘調査を行い、近世の柵列、石

敷遺構、中世の井戸などを検出している。

調査は、2009年4月20日から27日まで行い、

近世と考えられる石敷遺構、土坑、ピットなど

を検出した。

遺構（図8～14）

態
一
子
Ｌ
一
卸

図7調査位置図（1：5,000）

調査地の基本層序はA-A!

間で、BM-0.44mまでは現

代盛土層、－0.44mから－

0.54mまでは現代耕作士

層、-0.54mから-0.6mまで

は近世以降のにぶい黄褐色砂

泥層、-0.6mから-0.8mま

では平安時代の瓦を含む石敷

遺構、-0.8mから-0.98mま

では平安の瓦を含むオリーブ

褐色砂泥層、-0.98m以下が

黄褐色砂礫の地山となる。

石敷遺構はA－A間、B-B1

間とC-C!間で検出した。

A－A間では最大厚0.12m

を測り、南北方向6.15mに渡

って検出した。北側は近世の

瓦溜、南側は現代撹乱によっ

朱雀高校

1978～1979年京都府発掘調査地

－

SA40A
SX33

SA40B

－

－

「~~一一---.----1 『－．－－－．－－

1

11
上rT一一

土坑1
64

:》ピット2

、
石敷遺棡

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

A

調査地

□1，戸
~～･ｰ．,,．‘ハヲ'一一“,竜J～Hｰ，ー､ハーBMは道路上マンホール

0 10m

て破壊されており、延長は確一一一一一

図8
認できなかった。石敷遺構の

×BM

遺構位置図（1：500）
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調査地南端より調査地南端より
北へ22.0m 東壁北へ24Om

C

、／

_ _一一、/－一一一皇一一一

調査地南端より

北へ26.0m

C

ヨMom

現代鰈-|‐

2

9－

BM－1．0m

一一一一一一一一一一＝一一一一一一一一一

一 ---------------‐／
一一一一------------／一軍一一一一一一｜

一一一一

一BM-2.0m

7.5Y4/1灰色砂泥（礫混、耕作土)0 3m１
２
３
10YR5/3にぶい黄褐色砂泥（礫混）

10YR4/3にぶい黄褐色砂泥10YR4/3にぶい黄褐色砂泥72．5Y4/4オリーブ褐色砂泥（礫混、平安時代の瓦多量含、土坑6）

(礫混、平安時代～近世の瓦含、土坑3）82．5Y4/4オリーブ褐色砂泥（礫混、平安時代の瓦含、落込）

2.5Y4/3オリーブ褐色砂泥（礫混)910YR4/3にぶい黄褐色砂泥

2.5Y4/3オリーブ褐色砂泥（小礫混、平安時代の瓦含、堅く締まる、石敷遺構）

(礫混平安時代の瓦多量、凝灰岩、壁土含、土坑4)102.5Y5/3黄褐色小礫（砂泥混）

2.5Y5/3黄褐色砂泥112.5Y5/4黄褐色砂泥（堅く締まる）

（礫混、平安時代～近世の瓦含、土坑5)122.5Y5/3黄褐色砂礫

図10C-C間遺構断面図(1:50)

４
ｌ
ｂ

6

上面のレベルは高い地点でBM-0.6m、低い地点で-0.72mを測る。南側道路より23mの地点を中

心に北南に穏やかに下っていく。石は約1Cmから20cm以上の大小様々なものを使用しているが、

大半は5Cmから10cm大のものを密に敷き詰めている。他に石の代用品として瓦片も含まれていた。

一部石敷層の上層を取り除くと、石で奇麗な平坦面が形成されており、路面と見間違えるほどで

あった。

B-B間では最大厚0.12mを測り、南北方向4．35mに渡って検出した。北側は南側道路より

25.43mの地点でなくなっており、以北は削平された可能性がある。南側は工事掘削中で南側道路

より20.33mの地点より南は確認できなかった｡石敷遺構の上面のレベルは高い地点でBM-0.73m、

低い地点で-0.79mを測る。南側道路より21.2mの地点を中心に北南に穏やかに下っていく。石は

A-A間とほぼ同様の大きさのものを使用しているが、圧倒的にその量は少ない。

C-C間では最大厚0.25mを測るが、南側道路より20.93mの地点から北へ1.33mに渡ってしか検

出できなかった。北側は土坑4に切られており、検出部分の中央も土坑6で破壊されているため

で、石敷遺構はほとんど残存していない。石もB-B間と同様に圧倒的に量が少ない。

石敷遺構以外の遺構は、A-A'間で土坑1基ピット2基瓦溜1基、B-B間で土坑1基ピッ

ト1基C-C間で土坑4基落込1基を検出している。明確に近世の瓦を含むものはC-C'間の士

坑3．5で、他に平安の瓦、凝灰岩、壁土を含む土坑4は上記の土坑を切って成立しており、近

世の土坑である。それ以外の遺構（ピット1～3，土坑1．2．6、落込）に含まれるものはす

べて平安時代の瓦であり、一部に凝灰岩や壁土を含んでいる（凝灰岩を含むもの土坑2、壁土を

含むものピット1）。これらの遺構の中でピット2．3、土坑1．2は、すべて石敷遺構の下層で

検出した。

－8－



まとめ

今回検出した石敷遺構は、出土する遺物が平安時代のものであり、検出した地点が二条大路付
註l

近にあたり、当初は二条大路の路面ではないかと考えられたが、北隣接地の発掘調査で検出した

17世紀の石敷遺構SX33と、その下層で検出した17世紀前半の柵SA40A･Bの関係が今回検出し

た石敷遺構と、その下層で検出した土坑、ピットとの関係に類似しており、石敷遺構はSX33の南

延長部ではないかと考えられる。

また、調査地に大量の平安時代の瓦や凝灰岩などが出土するのは、平安宮で使用されていたも

のが、聚楽第などの近世初頭の大規模土木工事でこの付近まで拡散されたことを想定させる。

註1

嘩一

(吉本健吾）

「平安京跡（二条大路）昭和54年度発掘調査概要」『埋蔵文化財発掘調査概報（1980-3)』京都府

教育庁文化財保護課1980年

図11A-A!H(東から）

＝

図13B-B,W(西から）

蕊鞠

－－－甥寺…

－Q－
J

蟻….識：黙熱w‘為｡蔦､零'鷺鐸

図12A-A間石敷遺構（東から）

図14C-C'"(東から）



S平安京左京八条二坊三町跡(O9HL87)

調査経過（図15）

下京区猪熊通塩小路下る二丁目南夷町176－

1，178－1のマンシヨン建築工事に伴う調査で

ある。調査地は平安京左京八条二坊三町の南東

隅に推定される。
註1

調査地北側では、1982年(82HL219)、1992
註2 註3

年(92HL179)と2001年(01HL209)にそれ

ぞれ調査を行い、平安時代前期の包含層、平安

時代から江戸時代の士坑を多数と猪熊小路の路

面などを検出している。

調査は、2009年6月8日と9日の2日間行い、

平安時代後期の井戸を検出した。

遺構（図16．17．19）

井戸を検出した地点は調査地のほぼ中央部に

あたり、基準とした南側道路より約1rn高くな

っている。基本層序は、BM+1.0mから+0.74m

までは現代盛土層、＋0.74mから+0.48mまでは

江戸時代後期の遺物包含層、＋0.48mから+0.34

mまでは平安時代後期の遺構（この層は南西で

は-0.32mまで下がっている｡）、+0.34mから

+0.18mまでは灰黄褐色粘質士層、+0.18m以下

が灰白色細砂の地山となる。平安時代後期の井

戸はこの灰白色細砂の地山を切って検出した。

井戸は方形木組のもので北東から南東方向に

断ち割った断面で観察した。南西側は平安時代

後期の遺構の削平を受け、北東側と底部のみが

確認できた。北東側では木組の立板と横桟木を

確認した。南西側でも平安時代後期の遺構の下

で横桟木を確認したが、北東側とは高さが違い

原位置をとどめていないと考えられる。立板の

裏には堀形が確認できる。底部には最大径約34

cmと約24cmの曲物が二重に据え、間に粘質土を

入れ補強していた。曲物の高さは40伽を測る。

騨園畷

卿

三
三
Ｆ
１

。
■

図15調杳付置図（1 5,000）

卿

BMは道路上マンホール

010m

一一

図16遺構位置図（1：500）

北西壁
A A，

BM＋1.0,

1 2.5Y4/2暗灰黄色砂泥

(炭混、粘質）

2.5Y3/2黒褐色砂泥

(炭混、粘質）

10YR5/2灰黄褐色粘

質土

2.5Y3/3暗オリーブ褐

色粘質士（井戸埋土）

2.5Y3/2黒褐色粘質土

(井戸埋土）

2.5Y3/2黒褐色粘質土

(井戸埋土）

2.5Y3/1黒褐色砂泥

(井戸堀形）

5Y7/4浅黄色細砂

(礫混、井戸堀形）

5Y7/2灰白色細砂

現代盛土

2

3

BMOm

4

罰 5

6

⑫"一 7

獣
8

9

0 2m
伝F

図17遺構断面及び平面図（1：40）

－10－



この井戸の埋土からは平安時代後期の土師器皿、須恵器甕が出土
2

している。上層の平安時代後期の遺構と時期差は見られない。
3

遺 物（図18）合一一葦＝4

遺物は、平安時代後期の包含層と井戸から出土したものである。

井戸から出土した遣物は小片で実測不可であった。掲載した遺物

はいずれも平安時代後期の包含層からのものである。

（2～5）は土師器皿、（6）灰釉陶器椀である。

一
」 ユｌ匡

Z
マー－

、
010cm

まとめ

今回は平安時代後期の遺物を含む井戸を，基検出することがで 図18h十一k器実測図

（1：4）

きた。この井戸は、底部の曲物が二重になっているものであった。

上層の包含層と遺物が同時期なのは、遺構の落込が井戸を削平した部分にあたり井戸の遺物が混

入した可能性が考えられる。この付近も遺構の検出例が多く今後の調査に期待したい。

（吉本健吾）

｢調査概要一覧表」『京都市内遺跡試掘立会調査概報昭和57年度」京都市文化観光局1983年

｢調査一覧表」『京都市内遺跡立会調査概報平成4年度」京都市文化観光局1993年

｢調査一覧表」『京都市内遺跡立会調査概報平成13年度』京都市文化市民局2002年

１
２
３

註
註
註

図19井戸（南東から）
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Ⅲその他の遺跡

1大徳寺旧境内(O9RH222)

塾

鍔澤

蕊蟻爵J'〈硫鐸 =巳-ﾀー

槌 需
図20調査位置図（1：5,000）

罰
◇

BMは土塀基礎部分

1（

ロ

==吟膳

図21調査区配置図（1：500）

MIE

調査経過（図20）

平安京造営時の基準点になったとも言われる

船岡山の北側に、大燈国師宗峰妙超の開いた臨

済宗の本山、大徳寺がある。この大徳寺の塔頭

であり、北区紫野大徳寺町83－1に所在する黄

梅院において書院の保存修理工事が計画された

ため、平成21年5月15日付けで文化財保護法第

93条第1項に基づく届出がなされた。届出され

た工事内容に、書院床下の排水処理を目的とし

た掘削工事が計画されていたことから、江戸時

代前期建立と伝わる書院及びその下層遺構の状

況を確認するための調査を、同年9月9日から

9月24日まで行った。その結果、建物地業に関

する遺構並びに、現在の書院に先行する建物に

伴う石列を検出することができた。

なお、今回発見された遺構については、記録

作成後、保存修理を担当する工務店による保護

措置が図られ、地中保存されることになった。

遺構（図21～25）

調査区書院の床下南半部分に、南東から北

西に向けて段々に北上する東西方向の調査区を

設定した。調査面積は約5㎡、最大掘削深度は喜

地業状遺構現在の書院の床面を構成する灰j

端において、厚さ2cmの粘土の上面に瓦を2段

設定した。調査面積は約5㎡、最大掘削深度は書院床面から0.4mであった。

地業状遺構現在の書院の床面を構成する灰黄褐色砂泥（厚さ10cm前後）の下層、調査区の東

端において、厚さ2cmの粘土の上面に瓦を2段積みにし、隙間に漆喰を施した幅0.8m、厚さ0.1

m以上の層が認められた。調査区東端の南北方向の礎石列部分に並行して存在していることから、

柱筋を布基礎状に補強する目的でなされた地業の一種と考えられる。この遺構は、25clllから50clll

の厚さをもつ整地土に切られている。

石列書院の南側中央部分の床下で発見された、北東地点に角をもつ東西方向と南北方向の石

列を検出した。にぶい黄褐色砂泥層（土師器の小片を含む下層と、含まない上層に分かれる）に

よって覆われており、極暗褐色砂泥層上で成立している。東西方向の石列は、10cmから16cm大の

－12－
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図22黄梅院書院【自体軒】と調査区（1：100）

石を6石分、長さにして0.79m確認した。南北方向の石列は、16cmから26m大の石5石分、長さ

1.24mにわたって確認した。両石列の想定交点部分については、抜き取られたのか確認すること

はできなかった。石は東及び北を面にしており、周囲よりも石で囲まれた範囲は約10cm高い。こ

れらの石は、建物基壇の縁に並べられた差石の一部と考えられる。

－13－



まとめ

黄梅院は、千利休の師で茶人の武野紹鴎が参禅したと伝えられる春林宗叔により永禄5年
註1

(1562）に創建され、春林の弟子の玉仲和尚に帰依した小早川隆景、毛利輝元により天正年中に
註2

堂宇の整備された塔頭である。また、黄梅院は、明治22年（1889）7月20日に蒲生氏郷の菩提寺
註3

である昌林院を合併したほか、玉雲軒、眞常軒、臨流軒、威徳院等を合併している。今回の確認

調査の対象となった書院（自体軒）は、天正14年（1586）落成の本堂（客殿）及び翌天正17年

(1589）築の庫裡（いずれも国指定重要文化財）の西方に建つ建築物である。過去帳から、毛利

藩家老の益田玄蕃頭元祥の孫にあたる元堯が承応元年（1652）に建立したとされ、桁行11.1nl、

梁行11.1m、入母屋造、桟瓦葺の木造平屋の建物である。書院中央北側には昨夢軒という四畳半
註2

の茶室がある。今回の保存修理並びに確認調査の結果、書院及び書院の下層について新たな知見

を得ることができた。書院南西八帖間の畳下荒床と南縁板に使われた檜材の年輪年代測定により、

過去帳の建立年代に近い1630年代に伐採された部材が残ること、柱材に墨書された年号から寛政

年間（1789～1801）とそれに続く享和年間（1801～1804）に大規模な修理が行われたことが判

明した。屋根についても、改造時期は不明であるものの、寄棟造りから入母屋造りに変更されて
註4

いることが明らかになった。

確認調査としては、二つの成果を得ることができた。成果の第一は、東と北に面をもつ石列の

発見がある。この石列は、書院が現在位置に建つ以前に存在した建物の基壇縁辺に並べられた差

石の一部と考えられる遺構であり、西縁及び南縁は不明であるものの、現在の書院の南辺を越え

て庭園まで広がる可能性が高く、書院自体の移築の他、桃山期以前の大徳寺に関連する施設など

が考えられる。第二に、調査区東端で見つかった瓦と漆喰を黄色粘土の上層に貼り付けた層は、

書院東端から5番目の柱筋（南北方向）と一致することから、書院が現在位置に建てられるにあ

たり、柱筋を固定するために施された一種の地業であると考えられる。

黄梅院は、近世再興時の本堂、庫裏、書院、鐘楼、表門などの現存する希少な塔頭であること

から、近世大徳寺の興隆を考えるうえで貴重な成果である。

なお、今回の確認調査は、所有者である宗教法人黄梅院代表役員の小林太玄和尚、保存修理を

担当する山本工業株式会社伊藤茂樹氏の協力を得て実施することができた。書院礎石の実測図は

山本興業伊藤氏により作成されたものである。

（馬瀬智光）

１
２
註
註
竹村俊則『昭和京都名所圖會』（洛中編）隈々堂出版1984年

京都府教育委員会『京都府の近世社寺建築一近世社寺建築緊急調査報告書一』京都府教育庁文化財

保護課1983年

佐藤虎雄『大徳寺系譜』河原書店1919年

『｢黄梅院書院保存修理工事」工事状況説明書』山本興業株式会社2009

３
４
註
註
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2下鴨半木町遺跡(OSRH392)

調査経過（図26）

左京区下鴨本町～下鴨膳部町他における水道配管工事に伴う調査である。工事箇所は、下鴨半

木町遺跡と半木町塚跡に隣接する1区と、北大路通と下鴨本通の交差点の南東付近の遺跡にかか

らない2区の2箇所に分れる。
註l

下鴨半木町遺跡は、京都府立大学構内で平安時代を中心とした集落跡を検出しており、半木町
註1

塚跡は古墳が僅かに残存する遺跡である。今回の調査ではこれらの遺跡に隣接する1区では遺構、

遺物は検出できず、遺跡として認識されていなかった2区から時期は不明であるが、竪穴住居と

考えられる遺構を検出した。

調査は、1区が2009年3月16日から25日まで、2区が3月2日から17日までと27日から4月

23日まで行った。

遺構・遺物（図27～29）

1区では、前述のように遺構、遺物は検出できなかった。基本層序は地表下-0.91mで近・現代

の耕作土、-0.98m以下、黄褐色砂泥の地山となる。遺構は、耕作土形成時に削平を受けたものと

考えられる。

2区は、A地点において竪穴住居趾と考えられる落込を検出した。落込は、最初仮設管埋設の掘
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図26調査位置図（1 5,000）
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図27A地点遺構位置図(1:250)

削工事の調査(A-A|R)で検出した。更に0.7m南側の本管埋設の掘削工事の調査(B-B!H)で

もその一部を検出した。落込の規模は、地表下-0.27mでにぶい黄褐色砂泥の地山を切って東西幅

6.88m以上、深さ0.19mを測る。西壁は直落ちであるが、東側は別の落込に切られていて不明で

ある。埋土からは小片であるが平安時代以前と考えられる土師器が出土している。

遺跡に隣接しない2区であるが､A地点以外でも極少量であるが遺物が出土している地点がある。

まずB地点の地表下-0.44mの黒褐色砂泥層で平安時代と考えられる土師器皿が出土した｡C地点

では地表下-0.15mの褐灰色砂泥層で時期不明の土師器小片が出土した。D地点でも地表下-0.21

mの暗灰黄色砂泥層から時期不明の土師器小片、須恵器小片、近世以降の施釉陶器小片が出土し

ている。この堆積層は近世以降の耕作土の一部と考えられる。

下鴨本通北東角より下鴨本通北東角より
東へ17.0m 東へ19.0m

A|

下鴨本通北東角より
東へ21.0m

北壁

下鴨本通北東角より

東へ23.0m

A

、／、／、〃､〃、"
シ、ノ 、／、／、ノ

0m

訂二三二二二二
－0．5m

0 3m下稽本通北東角より
東へ17.0m

下鴨本通北東角より
東へ19.0m

卜F1

2.5Y4/3オリーブ褐色砂泥

2.5Y5/3黄褐色砂泥

10YR5/3にぷい黄褐色砂泥
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まとめ

今回の調査では、遺跡の隣接地である1区からは遺構遺物が検出できなかった。しかし、遺

跡として認識されていなかった2区から、時期は不明であるが竪穴住居と考えられる落込と数箇

所の遺物包含層を検出したことは、非常に大きな成果である。

この付近は、賀茂川と高野川の中間の扇状地に位置し、上賀茂神社と下鴨神社の中間地にあた
註］

り、北には植物園北遺跡という弥生時代後期から室町時代にかけての集落跡が控えているところ

である。この地に遺跡が存在することは充分に想定できることである。

今まで遺跡として周知されなかったのは、この付近が早くに市街地化され、遺構遺物の発見

がみられなかったことによる。今回の遺構、遺物の検出により、遺跡の存在が明らかになったの

で、早急に新しい遺跡の設定が望まれる。

（吉本健吾）

註1『京都市遺跡地図台帳【第8版】』京都市文化市民局文化芸術都市推進室文化財保護課2007年
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図29B-B間落込（南から）
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3植物園北遺跡(09RH210)

調査経過（図30）

北区上賀茂高縄手町12の共同住宅建築工事に

伴う調査である。調査地は植物園北遺跡の西部

に位置する。

調査地は、北及び南側道路で1978年から

1981年の上賀茂付近一帯の下水道工事に伴う調
Ii､lil

査で弥生時代から古墳時代の竪穴住居跡を数基

検出しており、遺構の残存状態が良い地点であ

り、遺構の検出が期待された。

調査は2009年9月1日から7日まで行い、縄

文時代晩期前半の土坑5基と包含層を検出した。

遺構（図31～36）

縄文時代の遺構を検出したのは調査地の西側

のみで、東側では確認できなかった。

調査地西側の基本層序はA-A間の中央部で

BM-0.44mから-0.62mまでが現代盛土層、-

0.62mから-0.77mまでが縄文時代後期末から晩

期初頭の包含層（包含層1）、－0.77mから-

0.97mまでも同じく縄文時代後期末から晩期初

頭の包含層（包含層2）、-0.97m以下が褐色砂

泥の地山となる。晩期初頭の士坑群は上層の包
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図34士坑2（東から） 図35土坑5（南から）

含層1を切って成立している。

なお、調査地東側では、BM-0.46mから-0.6mまでが現代礁十層、-0.6mから-1.0mまでが褐

色砂泥層、-1.0m以下がにぶい黄褐色砂礫層となる。この驍十層以下の2層は地山であり、黄褐

色砂礫層は西から東へ高くなっており、地山全体が東へ高くなり、縄文時代の包含層が削平を受

けていると考えられる。

縄文時代晩期初頭の土坑は調査地の北西付近で5基検出した。いずれもA－A間とB－C－D間の

断面で検出したもので性格は不明であるが、いずれも石を多く含んでいるのが特徴である。

土坑1は幅0.67m、深さ0.46mで断面形状は底が平坦で逆台形状を呈する。径0.1mから0.2m

大の石を多量に含み、多量の遺物を含んでいる。土坑2は幅0.5m、深さ0.55mで断面形状が逆円

錐状を呈する。土坑3はCの角部分で検出した。幅は南北0.49m､東西0.69m，深さ0.41mを呈

する。土坑4は幅1.2m以上、深さ0.2mで断面形状は底が平坦な横長を呈する。径0.1mから0．2

m大の石を多量に含んでいる。土坑5は幅0.52m、深さ0.45mで断面形状は底が丸い。遺物はす

べての士坑から出土しているが、土坑l以外は少量のみである。

藷~＝ご 泉"管頚惹:＝も驚く7亮巽鳶“、…｡舞手､亀,,

､妾‘F:..－－琴、､を:．、ア、．_".－，.#.‐ゞ ．～ー.ぐ宅～

図36土坑1（東から）
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舅蕊 他にはNo2地点のBM-0.74mの

縄文時代後期末から晩期初頭の包含

層(A-A間の包含層1に相当）か

ら多量の土器が出土している。

遺物（図版29．30、図37．38）

遺物には、縄文土器とサヌカイト

剥片、粘板岩片がある。遺物の多く

は包含層1から出土し、深鉢の体部

とみられる破片が大半を占める。出

土遺物の時期は、縄文時代後期末か

ら晩期初頭の滋賀里I式土器から滋

賀里Ⅱ式土器を主体とする。宮滝式

土器の特徴である扇状圧痕を持つ土



器（8）や滋賀里Ⅲa式土器の特徴を示す頸部に強いナデを持つ土器（18．19）も一部存在して

いるが、おおむね、当該期の範晴に納まると考えられる。また、角閃石を含み、チョコレート色

を呈するいわゆる生駒西麓産とみられる土器も数点ある。

有文深鉢（7）は口縁部片である。器形は口縁直下が逆「く」の字に内屈し、口縁が内傾しな

がら立ち上がる。口縁端部は平らに面取りを施しているが、断面は肥厚している。内外面の調整

は摩滅が著しく不明瞭である。外面屈曲上に棒状工具とみられる施文具で、3本の浅く細めの平

行沈線が引かれている。胎土は径1～2mmの石英・チャート・雲母を多量に含む。色調は

10YR2/1～3/3黒色から暗褐色を呈し、焼成はあまい。No.2地点包含層から出土した。

有文深鉢（8）は胴部片である。内外面の調整は摩滅が著しく不明瞭であるが、外面に平行凹

線を2本引いた上に、巻貝による扇状圧痕を施す。粘土を貼り付けない直押で、押し引いて施文

しているとみられる。胎土は径1rnrnのチャート・角閃石・雲母を多量に含み、色調は外面が

10YR2/1黒色、内面が10YR4/2灰黄褐色を呈する。焼成はあまい。士坑5から出土した。

有文深鉢（9）は口縁直下の肩部で一度屈曲したのが窄まって腰部に至る部分の破片である。

内外面の調整は摩滅が著しいため不明であるが、3本の平行沈線が胴部片下部に施されている。

棒状工具によるとみられる。胎土は径2～3mmの石英を少量、径1rnnlの石英・長石・チャー

ト・角閃石・雲母を多量に含む。外面の色調は10YR3/2黒褐色、内面は10YR4/3にぶい黄褐色で、

焼成はあまい。No.2地点の包含層から出土した。

有文深鉢（10）は波状口縁部片である。山形の口縁が3ないし4単位つき、肩部が内湾しなが

ら腰部で窄まる器形を呈する。口縁端部を丁寧になでて面取りを行う。外面は右斜め下から左斜

め上にかけての巻貝条痕、内面は巻貝を使用したナデである。口縁直下に3本の浅い平行沈線を

施し、上から1～2本目間に米粒形の文様を押圧する。胎土は径2rnrnの石英・チャートを少量、

径1mm以下の石英・長石・チャートを多量に含む。色調は外面が5Y2/1黒色と10YR4/3にぶい

黄褐色、内面が5Y2/1黒色である。焼成は良好、内面下部には煮炊き痕跡の焦げが付着している。

No.2地点の包含層から出土。

有文深鉢（11）は口縁部片で、逆「く」の字に屈曲した肩部に緩やかに外反する口縁が立ち上

がる。口縁端部をナデによって面取りし、内外面を巻貝によってナデ調整を施す。屈曲部内面に

は指頭圧痕が認められる。肩部直上に2本の平行沈線を引く。胎士は径2mnl以下の石英・チャ

ート・角閃石を多量に含む。内外面の色調は10YR3/2黒褐色、焼成は良好。包含層1から出土し

た。

有文深鉢（12）は口縁部片である。内屈した肩部から口縁が立ち上がる。口縁端部を平らに面

取りする。内外面の調整は摩滅のため不明瞭である。口縁と肩部の境に沈線を施す。胎土は径2

~3mmの花崗岩を少量、径1mm以下のチャート・石英・角閃石・雲母を多量に含む。外面は

10YR2/2黒褐色、内面は10YR3/3暗褐色を呈する。焼成はあまい。土坑3から出土した。

有文深鉢（13）は口縁部片であるが、端部が摩滅してほとんど残存していない。器形は内湾す

る口縁が頸部で窄まるとみられる。内外面の調整は不明瞭であるが、外面に平行沈線が棒状工具

－23－
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図38出土遺物拓影及び実測図（1：2）

によって2本引かれている。径2mm以下の石英・チャート・角閃石を多量に含む胎土で、

2.5Y6/2灰黄色の色調を呈する。焼成はあまい。包含層1から出土した。

無文深鉢（14）は口縁部片である。肩部で逆「く」の字に内屈し、ほぼ真っ直ぐな口縁が立ち

上がる。内面から外面肩上部にかけて、ミガキに近いナデ調整で、口縁端部を丁寧に面取りする。

外面下部は条痕またはケズリである。胎土は径1rnm以下の石英・チャート・雲母・角閃石を多

量に含み、外面は10YR3/2黒褐色、内面は10YR4/3にぶい黄褐色を呈する。焼成は良好。No.2

地点の包含層から出土した。

無文深鉢（15）は口縁部片で、内屈した肩部に、緩やかに外反する口縁が立ち上がる。摩滅が

著しいため調整は不明瞭であるが、口縁端部は丁寧に面取りしている。径2～3nlmの石英・チ

ャートを少量、径1rnrn以下の石英・チャート・角閃石・雲母を多量に含む。外面色調は

10YR5/3にぶい黄褐色、内面は10YR4/2灰黄褐色を呈し、焼成は良い。包含層1から出土した。

無文深鉢（16）は肩部から（15）よりも強く外反する口縁部片である。内外面は巻貝による横

方向の条痕が確認できる。口縁端部をなでて面取りする。胎土は径3mmのチャートを数個、径

－25－



1mm以下の石英・長石・チャート・雲母を多量に含む。外面の色調は10YR5/3にぶい黄褐色、

内面は10YR6/3にぶい黄榿色と2.5Y2/1黒色である。焼成は良好、土坑1から出土した。

無文深鉢（17）は外反する口縁部片である。内面はナデ、外面は巻貝によるとみられるナデで

あり、特に口縁部直下を強くなでるため端部側が薄くなっている。端部は丁寧に面取りする。径

1rnrn以下の石英・チャート・角閃石・雲母を多量に含み、色調は10YR4/2灰黄褐色、焼成は良

い。土坑1から出土した。

無文深鉢（18）は口縁部片である。頸部に強いナデを施し、外反する器形である。口縁端部内

面にナデによる沈線状の窪みがあり、口縁端部外面は丸く面取りする。調整は内面がナデ、外面

は巻貝とみられる条痕が確認できる。胎土は径1mm以下の石英・チャート・角閃石を多量に含

む。外面は10YR4/2灰黄褐色と7.5YR4/3褐色、内面は2.5Y5/2暗灰黄色で、焼成は良好である。

士坑1から出土した。

無文深鉢（19）は（18）と同様の器形を呈する口縁部片である。頸部に強いナデ、内面口縁端

部直下に浅い沈線状の窪みがある。内面はミガキに近い丁寧なナデ、外面は巻貝条痕で、端部を

平らに面取りする。胎土は径2～3rnmの石英・チャートを少量、径1rnm以下の石英・チャー

ト・角閃石を多量に含む。外面は10YR3/2黒褐色、内面は2.5Y4/4オリーブ褐色と2.5Y2/1黒色

を呈し、焼成は良好である。外面には朱が塗られていたとみられる。包含層1から出土した。

有文浅鉢（20）は口縁部片である。椀状の体部から大きく外反して口縁で上方に立ち上がる器

形となる。内外面にミガキ調整を行い、口縁部外面に断面「V」字状の沈線を施す。胎土は径2

rnrn以下の石英・長石・チャート・雲母を多量に含む。色調は10YR5/2灰黄褐色、焼成は良好で

ある。包含層1から出土した。

無文浅鉢（21）は椀状の体部に付く短い波状口縁部片である。内面頸部に強いナデによる段差

があり、口縁部は肥厚している。内外面はミガキ調整で、口縁端部を丁寧に面取りする。径1

rnnl以下のチャート・石英を多量に含む。色調は10YR4/2灰黄褐色であり、焼成は良好。内外面

の所々に朱が塗布されていた痕跡が残る。包含層2から出土した。

無文浅鉢（22）は（21）と同様の器形を呈する波状口縁部片である。内外面を磨いており、口

縁端部内面に工具を使用して沈線を施す。径1nlrnの石英・チャート・長石・角閃石・雲母を多

量に含み、色調は2.5Y3/2黒褐色、焼成は良好である。内外面に朱が残存している。包含層1か

ら出土した。

有文浅鉢（23）はボール状の器形を呈する口縁部片である。内面はナデとみられ、外面には口

縁から順に、右上から左下への斜めの刻み、角のある工具によって引かれた沈線が9本確認でき

る。中央に位置する上から5本目の沈線は、他のものより太く深いことから、上下を区画する線

とみられる。類似した文様構成をもつ土器との比較から、橿原式文様と考えられる。胎士は径1

~2mmの長石・チャートを多量に含む。色調は10YR7/3にぶい黄榿色を呈し、焼成はあまい。

No.2地点の包含層から出土した。

無文浅鉢（24）は胴部片である。壺形になるとみられる。内面をミガキ、外面頸部を強いナデ、
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胴部をナデ調整する。胎土は径2rnmのチャート・石英を少量、径1nlrn以下のチャート・石

英・雲母を多量に含む。外面は10YR5/2灰黄褐色、内面は7.5Y2/1黒色で、焼成は良好である。

外面頸部に朱が残存する。包含層1から出土。

無文浅鉢（25）は胴部片で、壺形である。内外面をミガキ調整、胎土は径1mm以下の石英・

チャートを多量に含む。色調は10YR4/1褐灰色、焼成は良好である。第7層から出土した。

底部（26）は凹底である。調整は不明瞭であるが、外面底近くに工具痕と強いナデとみられる

痕跡が確認できる。胎士は径2rnrnのチャート・角閃石を少量、径1mrn以下の石英・チャー

ト・角閃石・雲母を多量に含む。外面色調は10YR4/3にぶい黄褐色と5YR4/6赤褐色、内面は

10YR3/1黒褐色である。焼成は良い。あげ土から採集した。

底部（27）は凹底で、摩滅が著しいため調整が不明である。胎土は径2～5mmの花崗岩を多

量、径lrnrn以下の石英・チャート・長石・雲母を多量に含む。外面は10YR6/4にぶい黄榿色、

内面は2,5Y5/2暗灰黄色、焼成は良い。包含層1から出土した。

底部（28）は凹底で、大きく広がりながら立ち上がる器形を呈する。内面調整は摩滅が著しい

ため不明であるが、外面はナデとみられ、粘土紐接合痕が確認できる。径1～3mmの石英と、

径1rnnl以下のチャート・長石・石英を多量、径1mm以下の角閃石・雲母を少量含む。外面色

調は10YR4/3にぶい黄褐色、内面は5Y3/1オリーブ黒色である。焼成は良い。包含層2出土であ

る。

土製円盤（29）は内外面をナデ調整した胴部片を利用する。下部は新しい欠損であるが、その

他は古いもので、削るなどの調整は加えられていない。両面のほぼ同じ箇所に直径0.8cmの穿孔

途中の孔がある。胎土は径2～3mmのチャートを少量、径1rnrn以下の石英・長石・チャー

ト・角閃石・雲母を多量に含む。表の色調は10YR4/3にぶい黄褐色、裏は2.5Y4/2暗灰黄色、焼

成は良好である。包含層1から出土した。

サヌカイト剥片（30）は二上山産とみられる。背面には数回にわたる剥離痕と自然面がある。

長さ4.78cm、幅3.24cm、厚さ0.51cm，重さ13.197gである。包含層1から出土した。

粘板岩片（31）は側縁に押圧剥離を施す。一箇所が折損していることから、石器製作途中で廃

棄されたとみられる。縦2.58cm、横5.87cnl、厚さ0.68cm、重さ9.026gである。包含層1から

出土した。

まとめ（図39、表2）

今まで植物園北遺跡において検出した縄文時代の遺構、遺物は表2が示すように極めて少ない。

遺構は4例（1．3．5．6）で、遺物のみ出土したものも4例（2．4．7．8）である。

遺構は中期の土坑（6）を遺跡の南東部で1基検出している。後の3例はすべて晩期で、土器

棺墓2基（3．5）を遺跡南部、凹地状遺構2基（1）を北西部で検出している。今回検出した

晩期の土坑群はそのほぼ中間に位置する。

今回この地点で土坑5基と遺物包含層を検出したことは、この付近に後期末から晩期初頭の集

落が存在する可能性を示したといえる。また凹地状遺構（1）、土器棺墓（3．5）と今回の調査
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表2植物園北遺跡における縄文時代の遺構・遺物検出調査地点一覧

地を繋ぐと、植物園北遺跡の範囲南西部に集中していることがわかり、鴨川左岸に縄文時代晩期

の生活空間が想定できる。今後のこの付近の調査に期待がかかる。

(近藤奈央・吉本健吾）

１
２
註
註

（財）京都市埋蔵文化財研究所未報告

辻裕司『植物園北遺跡発掘調査概報昭和59年度』京都市文化観光局1985年

辻裕司「植物園北遺跡」『昭和59年度京都市内埋蔵文化財調査概要』（財）京都市埋蔵文化財研究

所1987年

小森俊寛･原山充志･長戸満男「植物園北遺跡」『昭和61年度京都市埋蔵文化財調査概要』（財）京

都市埋蔵文化財研究所1989年

高橋潔「植物園北遺跡」『平成2年度京都市内埋蔵文化財調査概要』（財）京都市埋蔵文化財研究

所1994年

久世康博「植物園北遺跡」『平成3年度京都市内埋蔵文化財調査概要』（財）京都市埋蔵文化財研

究所1995年

高橋潔「植物園北遺跡」『京都市内遺跡立会調査概報平成8年度』京都市文化市民局1997年

近藤章子・菅田薫「植物園北遺跡」『平成12年度京都市内埋蔵文化財調査概要』（財）京都市埋蔵

文化財研究所2003年

柏田有香「植物園北遺跡2」『京都市内遺跡発掘調査報告平成19年度』京都市文化市民局

2008年

註3

註4

註5

６
７
註
註

註8
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NQ 調査期間 所在地 遺構 遺物 時期 文献

1
78/11/25～

81/11/4

北区上賀茂一帯、左京区下鴨の

北山通以北の各道路
凹地状堆積2基 深鉢・注口土器 晩期 未報告

2
84/4/9～

84/5/22
北区上賀茂蝉ヶ垣内町47 縄文式土器 晩期 註2

3
86/5/13～

86/8/9

北区上賀茂桜井町～岩ヶ垣内町

(北山通）
土器棺墓 深鉢 晩期 註3

4
90/5/7～

90/7/30
北区上賀茂松本町98 石匙、石斧 註4

5
91/6/4～

92/6/8

左京区下鴨半木町

京都府立大学農場の一部
土器棺墓 縄文式土器 晩期 註5

6
96/8/30～

96/9/5
左京区下鴨前萩町5-11 士坑 深鉢 中期 註6

7
00/7/31～

00/9/29
北区上賀茂土門町39 深鉢 晩期 註7

8
07/11／19～

07/12/15
北区上賀茂豊田町26番、39番 石鑑 註8

9
09/9/1～

09/9/7
北区上賀茂高縄手町12 士坑5基

深鉢・浅鉢・土製品．

石器剥片

後期

晩期

～

本報告
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4小倉町別当町遺跡(OSKS415)

調査経過（図40）

左京区北白川東小倉町35番地の住宅建築工事

に伴う調査である。調査地は小倉町別当町遺跡

の南東部に位置する。

調査地は、小倉町別当町遺跡の前身である北

白川小倉町石器時代遺跡が発見された1934年の
註l

試掘・発掘調査地に隣接する。小倉町別当町遺
註2

跡における発掘調査は、北白川小学校内で4件

が行われているのみで、1934年の試掘・発掘調

査以来、北白川通より西側での発掘調査は行わ

れてはいない。また、試掘・詳細分布調査も数

件が行われたのみで現在に至っている。

今回の調査でこの付近の遺跡の状態が明らか

にできるとともに、遺構の検出が期待された。

調査は2009年3月17日と18日に行い、縄文

時代前期の包含層を検出した。

遺構（図41．42）

調査地の地表は南側道路より約0.7nlから0．8

m程高くなっている。基本層序はNOl地点でB

M+0.83mから+0.41mまでが現代盛士層、＋

0.41mから+0.16mまでがにぶい黄褐色砂泥層、

+0.16mから+0.03mまでが明黄褐色細砂層、＋

0.03mから掘削深-0.03mまでが縄文時代前期の

遺物を包含する締まりのない黒色砂泥層となる。

縄文時代前期の包含層は、NQ2地点では当初、

黄褐色細砂層直上に堆積した落込の埋土と考え

られたが、その部分を掘り下げてみると、黄褐

色細砂層がフラスコ状に包含層を切り込んでお

り、包含層が下層に続いていることを確認した。

他の数地点においてもこの包含層を確認してお

り、調査地ほぼ全域に拡がっていると考えられ

る。しかし、遺物は殆ど出土せず、集中して出

土したのはN01．2地点のみである。

灘
図40調査位置図（1：5,000）

秘、

×BM

図41調査地点位置図（1：500）

NO1地点 NO2地点

一東壁一 南壁
BM＋1.0m

ヱ ーュA A，
、／、／、／、／

現代盛土

現代盛土
1

2

－－や-－

4

10YR4/3にぶい黄

BMOm

１
２
３
４

10YR7/6明黄褐色細砂

2.5Y5/4黄褐色細砂（粗砂混）

7.5Y2/1黒色砂泥（縄文土器を含む）

0 2m

図42遺構断面図（1：40）
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遺物（図版30,図43）

黛"蕊庁・蟻
包含層から出土した遺物には、縄文土器片と

サヌカイトの剥片がある。時期は縄文時代前期

後葉で、北白川下層Ⅲ式土器に相当する。

〃奮婿雛""“皮“。
ー－－－－1

Z状の刻みを施す。突帯幅より狭い半裁竹管を

図43出土土器拓影及び実測図（1：2）
使用しているため、突帯側縁には粘土のはみ出

しによる線状の隆帯ができている。内面の調整は不明である。胎土は径1～2Imの石英・長石・

チャートを多量に含む。色調は5Y8/2灰白色、焼成は良好である。

縄文土器深鉢（33）は口縁部付近から胴部上半の破片である。縄文地に突帯を貼り付け、突帯

上を半裁竹管で押し引いて、Z状刻みを施文する。突帯側縁に粘土のはみ出しが確認できる。内

面はナデ調整である。胎土は径0.5～3mmの石英・長石・チャート・金雲母を多量に含む。色調は

5Y6/4オリーブ黄色、焼成は良好である。

縄文土器深鉢（34）は胴部片である。内面を丁寧にナデ調整し、外面を羽状縄文で施文する。

胎土は径1nmの石英・チャートを少量含む。色調は7.5YR6/4にぶい榿色、焼成は良好である。

縄文土器深鉢（35）は胴部片である。内面を丁寧になでる。外面には羽状縄文を施す。胎土は

径1nn以下の石英・チャート・金雲母を少量含む。色調は5Y8/2灰白色、焼成は良好である。

まとめ
註1

1934年の試掘・発掘調査の報告には、今回の調査地に隣接する地点とみられる部分に「…南方

では黒色土層の上に黄褐色の砂土…の被覆してゐることが断面の上に現はれ…同時に右の砂の上
註1

にもとの耕土…」とあり、今回検出した断面の土層と同一であることが分かった。文中の「黒色

土層」中に前期の遺物が包含されていることから、今回の黒色砂泥層につながるものと考えられ

る。これらのことから周辺一帯に良好な包含層が残存していることが明らかになった。今後の調

査に期待したい。 （近藤奈央・吉本健吾）

註1

註2

梅原末治「京都市北白川小倉町石器時代遺跡調査報告」『京都府史蹟名勝天然記念物調査報告』第

16冊京都府1935年

平方幸雄・吉崎伸「小倉町別当町遺跡」『昭和56年度京都市埋蔵文化財調査概要（発掘調査編)』

(財）京都市埋蔵文化財研究所1983年、梅川光隆・磯部勝「小倉町・別当町遺跡」『昭和59年度

京都市埋蔵文化財調査概要』（財）京都市埋蔵文化財研究所1987年、長戸満男「小倉町別当町遺

跡」『平成6年度京都市埋蔵文化財調査概要』（財）京都市埋蔵文化財研究所1996年、南出俊彦

『小倉町別当町遺跡』京都市埋蔵文化財研究所調査報告2008-5（財）京都市埋蔵文化財研究所

2008年
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5四条道場跡・寺町旧域(O9RT44)

認ニー

露

鑿

錨

調査経過（図44）

中京区新京極通四条上る中之町569番地3他

蕊
での店舗建築工事に伴う調査である。調査地は

平安京の東京極大路に隣接する。遺跡は中世の

四条道場跡、また豊臣秀吉による都市改革の一

つであった御土居の内側（現在の寺町通の東側）

に沿って寺院を移転させることによって発生し

た寺院街（寺町旧域）に該当する。

調査は2009年5月7日から6月2日まで行い、

顕著な遺構としては、中世の埋甕を4基、平安 騨
i劇練（い‘茶

た寺院街（寺町旧域）に該当する。

調査は2009年5月7日から6月2日まで行い、

顕著な遺構としては、中世の埋甕を4基、平安

時代後期の包含層などを検出した。 図44調査位置図（1：5,000）

遣構（図45～48）

敷地東半部はすでに掘削されており、遺構の有無は確認できなかったが、敷地西半では9箇所

で断面観察を行った結果、平安時代から室町時代の包含層を検出した。また、敷地西端で中世の

埋甕を4基検出した。基本層序は現代盛土以下、暗褐色砂泥・黒褐色砂泥混礫層、暗オリーブ褐

色砂泥層（鎌倉時代包含層)、灰黄褐色砂泥混礫層（平安時代後期包含層）となる。

埋甕1上部は削平されており、検出面はBM-0.85mである。残存径0.5rn、残存高0.5mの常

滑産焼締陶器甕（埋甕1）を検出した×BM

が、明確な掘形は確認できなかった。

甕を据えてから暗オリーブ褐色砂泥層

で周囲を埋めた可能性もある。甕の底

部は下層の灰オリーブ色細砂層に約

0.1m埋まった状態であった。甕内の

埋土からは室町時代前期の土師器皿、

須恵器甕、瓦器小片が出土したが、甕

本体は隣地との境界付近にあるため体

部の一部のみが採取できた。下層から

は-1.35mで平安時代後期の包含層、-

1.53mで時期不明の包含層（土師器小

片）を検出した。平安時代後期の包含

層からは、土師器皿、須恵器甕・壷、

輸入白磁椀が出土した。

埋甕2上部は大半が削平を受けて

］埋甕4〔:）〔二)埋甕3
埋甕2
ぴつ‐、

：｝

〔:)､~一変A地点
埋甕1
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図45遺構位置図（1：300）
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図46遺構断面図（1：4()）

おり、検出面から0.1mで掘底となる。甕は常滑産焼締陶器の底部のみで、残存径0.69m，残存高

0.2mである。甕内の埋土から鎌倉時代から室町時代前半の土師器皿、須恵器甕焼締陶器甕の口

縁部などが出土した。甕の口縁部は埋甕2の底部と同一個体と考えられ、口縁部の形状から室町

時代前半のものであることが推察される。埋甕が作られてから破棄されるまで時期差はほとんど

ない。この地点のみ明確に埋甕の掘形が確認で

きた。埋甕1．3．4が南北方向の直線上に並

ぶのに対してこの埋甕2はそれよりも約1.2m

東に寄る。

埋甕3．4埋甕1から北に約4m、検出面

BM-0.87mの位置で、焼締陶器甕（埋甕3･4)

を2基検出した。埋甕3は残存径0.4m、残存

高0.35m、埋甕4は残存径0.7m，残存高

0.36mである。甕の上部は削平されていたが、

埋甕3．4は体部がほぼ接する状態であった。

埋甕1と同様に明確な掘形は確認できず、甕本

体もごく一部のみ採取したにとどまる。また、

埋甕1の底部が据わっていた灰オリーブ色細砂

層は、ここでは検出されなかった。

A地点地表下-1.5mで、幅約0.8m、深さ

約0.2mの範囲で多量の陶器甕片を検出した。

甕は焼締陶器と須恵器があり、10個体ほど確認

できる。この付近にも埋甕があった可能性もあ

図47埋甕2（西から）

図48埋甕3．4（東から）
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るが、甕の個体数が多いこ

とから廃棄した場所とみら

れる。

遠物（図49～51）

遺物は整理箱に5箱出土

した。大半は焼締陶器と須

恵器である。その他に平安

時代後期から室町時代の土

師器皿、須恵器鉢、輸入白

磁椀、丸瓦が少量出土して

いる。埋甕l、埋甕3．4

については、現地から少量

しか採取できなかった。実

測可能な土器を以下に掲載

した。（36～44）はA地点

から、（45～48）は埋甕2

とその埋士から出土したも

のである。

A地点（36）は須恵

器甕の口縁部である。推定

口径は56cmとなるが、不

確定なため断面形のみを図

示した。体部外面は綾杉文

を刻んだ叩きを右上がりに

施し、内面は叩きをハケで

消している。この個体の体
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図49A地点出土土器拓影及び実測図1(1:4)

消している。この個体の体部は（37）と考えられ、外面には同様の綾杉文叩きを施すが、内面は

ハケ目が観察できる。また、この（37）に類似した須恵器の破片が他に2個体以上出土している

(38．39)。2点とも外面は綾杉文を刻んだ叩きを横方向に施す。内面の調整は、（39）が横方向

のナデ調整で、下方には同心円叩きの痕跡が認められる。（38）は横方向のハケで調整し、同心円

叩きは観察できない。以上は鎌倉時代初期頃の製品とみられる。

備前焼のうち（40）は口縁部の破片で端部を折り曲げただけのものである。小片のため口径は

復元できない。（41）は底部径36cmに復元できる平底の個体で、体部外面には縦方向のハケメを

施す。底部外面にもハケメがみられる。自重の大きい個体であるため、どのようにして底部をハ

ケ調整したのか、注目される資料である。

常滑甕のうち（44）は底部より約12cm上の体部外面に、横方向に一定間隔で叩き文様を配置し

－34－
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図50A地点出土土器拓影及び実測図2(1:4)

たものである。叩き文様は、長方形の区画内に正格子と二重の十字が組み合う。底部径約20cmで

復元した。（42．43）は（44）と同じく叩きを文様として配置したものである。（43）の叩き文様

は短冊形格子と斜線が組み合い、（42）は格子と斜め十字が組み合う。これらに対応する口縁部は

採集していない。

埋甕2常滑甕（45）は同一個体であるが接合点がない。口径約52clll、底部径24cmあり、器高

－35－
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図51埋甕2出土土器拓影及び実測図（1：4，1：6）

は86cmで復元した。口縁端部は上方・下方とも拡張し、端部幅は4.lcmある。底部内面に指オサ

エの痕跡が残る。（46）はA地点出土の（42～44）と同じく、体部下半に叩きを施した個体である。

土師器Ⅲ（47）白色系を呈する器高のやや深いタイプのⅢである。器壁はかなり薄い。

須恵器鉢（48）口縁端部が三角形を呈する鉢の口縁部である。小片のため、口径は復元でき

ない。口縁部外面のみ焼成良好であるが、これは重ね焼きの痕跡とみられる。
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まとめ

今回の調査地である四条道場跡は、浄阿上人が鎌倉時代末期に後伏見天皇によって錦綾山金蓮

寺の開山を許され、建立した時宗寺院である。その後、室町幕府の庇護を受け時宗四条派の本山

として発展していく。寺内では曲舞などの芸能も盛んに興業され、参詣と共に賑わった。また、

四条通の北側に位置し、祇園会を見物するのに適した場所であったことから、13代将軍足利義輝

がここで祇園会を見物したという記述が『畿内兵乱記』などにみられる。戦国期になると織田信

長などがここを陣所として利用した。その後、豊臣秀吉の政策により周辺に多数の寺が移転され、

寺院街となるが、金蓮寺はそれ以前からこの地にあった寺のひとつである。江戸時代の安永九年

(1780）に刊行された秋里離島の『都名所図会』には、四条通に面して寺の鎮守である熊野社が

あり、開山堂、本堂などが描かれており、運慶の作とされる「親恋地蔵」や方丈の東にある杜鵤

松（杜鵲が京都にきてまずこの木にとまり、啼く）などが紹介されている。しかし、天明八年

(1788）の大火で焼失し、その後、再興されるが、寺域は次第に売却され、大正時代末期に北区

麿峯藤林町に移転する。

なお、四条通新京極上る西側にある染殿院は、四条道場の子院として現在もその地にとどまつ

ている。

今回の調査地が「四条道場跡」として埋蔵文化財包蔵地に指定されたのは平成8年以降のこと

である。ただし、四条通や新京極通に面した範囲は、それ以前のビル建設で遺跡の多くが削平さ
註l

れたものと考えられる。ここでの調査例としては、2007年の調査1件のみである。結果は、既存

の建物基礎が深く、敷地の西端で地表下約3mで地山層を確認したのみであった。当該地の中之

町は、四条通北・河原町通西という繁華街にありながらも幹線道路からは奥まった場所にあるた

め、木造家屋などが残る場所である。今回の調査では、伽藍配置や建物に関する遺構は検出でき

なかったが、埋甕を検出したことから、このあたりに庫裡や食堂のあった可能性があり、四条道

場跡内での初の調査成果として評価できる。京都での商業地区の中にあって、急速に開発が進む

地域であるため、今後とも周辺の開発行為には留意する必要がある。

（近藤章子・丸川義広・吉本健吾）

註1「調査一覧表」『京都市内遺跡立会調査報告平成19年度』京都市文化市民局2008年

参考文献『京都市の地名』日本歴史地名大系第27巻平凡社1979年

『史料京都の歴史』9巻中京区平凡社1985年

足利健亮編『京都歴史アトラス』中央公論社1994年
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6法住寺殿跡・六波羅政庁跡・方広寺跡(09RT100)

調査経過（図52）

東山区馬町通妙法院北門前妙法院前側町424-

9の住宅建築工事に伴う調査である。調査対象

地は、豊臣秀吉が創建した方広寺大仏殿の基壇

東端部に相当する。現在でも大仏殿基壇が高ま

りとして遣存しており、平成12年に行った公園
1世1

整備に伴う試掘調査では、大仏殿基壇南辺の地

覆石・羽目石・階段耳石を良好に検出しており、

基壇上面では大仏台座や甑敷き・礎石据え付け

痕跡を確認した。

今回の調査は、大仏殿基壇の東辺における遣

構の遣存状況の確認を目的とし、その重要性を

考え、建築工事の前に確認調査を行うこととし

た。

調査は2009年6月15日から17日まで3日間

で行い、方広寺の遺構は整地層を検出した。し

かし、他の遣構は遣存しないことが判明した。

遺構（図53．54．56．57）

調査地周辺は東から西へ緩やかに下がる傾斜

地であるが、調査地の西側は大仏殿基壇の高ま

りが遣存しており、比高差約lmの段差となっ

図52調査位置図(1:5,000)
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図53調査区配置図(1:250)
ている。

調査は敷地内に南北2箇所の調査区を設定して行った。北トレンチは敷地中央北よりの東西3.5

m、南北1mの東西方向の調査区である。基本層序は0.3～0.4mまでが近現代の盛土で、その下

層でわずかに方広寺の整地層を検出した。焼土粒をやや含むオリーブ褐色砂泥で、東端部で薄く

0.05mほど、西でやや厚く0.15mほど堆積していた。整地層下は礫を多量に含む黄褐色泥砂の基

盤層となる。

南トレンチは敷地南に設定した、東西3.5m、南北2mの東西方向の調査区である。近代以降の

撹乱が激しく遺構面はほとんど残っていなかったが、調査区中央部でわずかに方広寺の整地層を

確認した。整地層は北トレンチよりも厚く、0.25～0.3mほど遣存しており、オリーブ褐色砂泥・

炭を多量に含む黒色砂泥・黄褐色砂泥と黒褐色砂泥の泥層が互層に堆積していた。

なお、整地層内に食い込むように花崗岩片が分布しており、これらの石片は大仏殿基壇外装を

構築する際に現地で掻き落とされ、整地土内に散らばった石屑と考えられる。
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52.5Y2/1黒色砂泥

（炭多量混、焼土やや多く含む、方広寺整地層）

62.5Y5/3黄褐色砂泥（基盤土ブロック）

+2.5YR3/2黒褐色砂泥（方広寺整地層）

72.5Y5/2暗灰黄色～2.5Y5/3黄褐色泥砂

（自然礫多く含む、基盤層）

10YR3/3暗褐色砂泥（現代層）

10YR3/1黒褐色砂泥

10YR2/1黒色砂泥（炭多量に含む）

2.5Y4/3オリーブ褐色砂泥

(炭、焼土、某輯-tブロック多量混、方広寺整地層）

１
２
３
４

図54遺構平面及び断面図(1:40)
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遺物（図55）

房獄饗轟謝懸
0 10cm

大仏瓦の出土量は、大仏殿東辺に近接してい

図55出土瓦拓影及び実測図(1:4)
るにも関わらず非常に少ない。南トレンチ南端

撹乱坑から出土した大仏瓦の丸瓦の凸面に印刻（49）を施したものがある。他に軒平瓦（50）が

出土している。また、近現代の盛土内からサヤなどの窯道具が多く出土しており、付近に清水焼

きの窯場があったことを暗示している。

まとめ

今回の調査成果として、大仏殿東辺部において整地が行われていたことを確認したが、大仏殿

基壇に関わる遺構はまったく検出できず、大仏殿東辺の実態を明らかにすることができなかった。

しかし、整地土内からは基壇外装の構築に関わる花崗岩石屑が出土しており、調査地が基壇東辺

に近接していることを示唆している。大仏殿東辺の調査は今回の試掘調査が初めてであり、今後

も調査を継続して行っていくことによって、いままで不明であった大仏殿基壇東辺の位置を解明

していく必要がある。

（網伸也）

註1近藤知子・田中利津子「2-Ⅲ方広寺大仏殿跡」『平成12年度京都市埋蔵文化財調査概要』（財）京

都市埋蔵文化財研究所2003年

』昨

図56南トレンチ（東から） 図57北トレンチ（東から）
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7法住寺殿跡・六波羅政庁跡・方広寺跡(O9RT89)

調査経過（図58）

東山区茶屋町527の京都国立博物館の新館建

替工事ための防護フェンスのゲートの基礎工事

と埋設管撤去のための試掘調査に伴う調査であ

る。当地は平安時代の法住寺殿跡、鎌倉時代の

六波羅政庁跡に位置し、また桃山時代の方広寺

跡に隣接する。京都国立博物館内の発掘調査で
註l

は1994年から11次の調査が行われ、方広寺の南

門跡、回廊、石垣などを検出している。

調査は2009年6月8日から7月6日まで4日

間行った。NQ1地点からNO6地点はゲートの基

礎工事に、NO7地点とNQ8地点は埋設管撤去の

ための試掘調査に伴う調査であった。各地点は

最小約0.6mから最大約2rnの方形の坪掘りであ

る。

調査の結果、方広寺の整地層や平安時代後期

の溝、土坑などを検出した。

蕊霧卿

鶏 謡
漣
菫－

ｉ記
一
一

“
’
’

一
①
一
．

図58調査位置図（1：5,000）

～－一

卿

ル
○

NQ1地点

．

NQ2地点
同叫三且vノ祁口木、ノJﾉｭ為司丁vノ歪乳且ﾉ百Wー可一基F可1、'1父淘J

□ ｜|||’
0 10m

溝 、土坑などを検出した。引

図59NO1．2地点位置図(1:500)
遺構・遺物（図版30、図59～70）

NQ1地点とNO2地点は西門と噴水のある池の

中間に位置する。

NO1地点では、地表下-0.2mまでが現代盛土

⑪

層、-0.2mから掘削深-0.34mで灰色泥砂層を検芝生

出する。この灰色泥砂層の-0.3mで南東方向に－
－
－

0.6m~~面をもつ石列を検出する。石は2石で長さ0.6m－ － NQ8地点

園～－
以上、幅0.12m、高さ0.06m以上を測る。石列NQ7地点～ 圏，～

～ ／
、

の時期は、特定できる遺物が出土していないの～～／
～

、

歩道 、
／

で、不明であるが、地表から0.3mと浅いので帝花壇､､ 園園
010mNO3地点NQ4地点

国博物館時代の芝生などの境の石列ではないか

図60NO3．4．7．8地点位置図(1:500)
と考えられる。

NO2地点では、地表下-0.3mまでが現代盛土層、-0.3mから-0.6mで黄褐色粘土層、-0.6mか

ら掘削深-0.7mで焼土、炭を含んだ明黄褐色粘土層を検出する。瓦は黄褐色粘土層、明黄褐色粘

土層の共に含まれているが、下層には多量に含まれおり、方広寺に関連する包含層ではないかと

考えられる。黄褐色粘土層に関しては、NQ4地点で明治時代の包含層の上層で同一堆積を検出し

－41－



hている。
．、一一～

□NO3地点とNo.4地点は新館と噴水のある池と
閥 旧館の3箇所の中間に位置する。
門

□No.3地点では、地表下-0.45mまでが現代盛土

,/一、‐層、-0.45mから-0.6mで黄褐色粘土層、-0.6m
「

L誕縦蝋蒙瀧雨懸鯉
、一一/｜言を検出する｡黄褐色粘土層と明黄褐色粘土層
0 10m

－IはNo.2地点で検出した層と同一堆積と考えられ

6地点位置図（1：500）
る。

□
No6地点

歩
道

□
No.5地点

／

図61No.5

No.4地点では、地表下-0.16mまでが現代盛土

層、-0.16mから－0.41mで黄褐色粘土層(No.

2．3地点と同一堆積)、-0.41mから-0.53m

で炭と瓦を含む榿色粘質士層、－0.53mから-

0.73mで染付、瓦を含む明治時代の包含層、-

0.73mから掘削深-0.93mでオリーブ褐色粘質

土層を検出する。

明治時代の包含層の-0.62mで上面が平坦な石

I

0 1m

を検出する。石は東西幅0.34m以上、南北幅

図62No.l地点平面図(1:20)
0.12m以上、高さ0.11mを測り、検出部分だけ

をみれば方形である。恭明宮か帝国博物館に関
南壁

’現代盛土|-5TTT連するものではないかと考えられる。

EF1臘癬僅総」、0.5地点と…点は両門の派延長部分で博
屋ニゴゞ":鮮鱒･仙闇±”鰭両側画道鶏と"境州逓に徽置す畠
一一」37.5YR5/8明褐色粘質土No.5地点では、地表下-0.25mまでが現代盛土L一

（礫混、染付、瓦含、明治屋、‘-〕E一､霞み,、,－n，,ワーープ憲乖j－ﾅぞﾛ土u1ヶ乞廿ロ/,_,と_,全一
《咲庇､未'ｿ、以己、明石層、-0.25mから-0.47mで平安時代後期の包含
時代の包含層）

42.5Y4/6オリーブ褐色粘層、-0.47mから-0.85mでオリーブ褐色粘土
質土

層、-0.85mから掘削深-1.05mで榿色粘土の地

孔!Ⅱ』”山腫を縦出する。
-0.47mのオリーブ褐色粘土層を切って幅0.2

声
１
１
１
Ⅲ
例
Ｉ
ｌ
‐
１
１
１
１

ユ
当I一

図63No.4地点平面及び断面図(1:40)
m以上、深さ0.23mの平安時代後期の落込の西

肩と、幅1.0m以上、深さ0.22mの時期不明の落込の北肩を検出した。いずれも断面で確認し落込

の底部は平坦である。平安時代後期の包含層と落込の遺物は土師器であるが極く少量である。

No.6地点では、標高38.46mから38.06mまでが現代盛土層38.06mから37.66mで暗オリーブ

色砂泥層37.66mから37.61mで灰オリーブ色砂泥層、37.61mから掘削深37.42mで灰オリーブ
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色粘土層を検出する。

38.06mの暗オリーブ色砂泥層を切

って幅0.86m以上、深さ0.43mの平

安時代後期の落込の北肩を検出した。

埋土は粘質を呈し、3層に分層でき、

上層には細かく粉砕された土師器が多

量に出土した。東西方向の溝と考えら

れる。他に平安時代後期と時期不明の

土坑を検出した。

NO7地点とNo.8地点は新館と噴水の

ある池と旧館の3箇所の中間でNo.3地

点とNo.4地点の外側に位置する。

NO7地点では、標高41.00mから

40.43mまでが現代需十層、40.43m

から40.08mで瓦を含むオリーブ褐色

砂泥に浅黄色砂泥がブロック状に混じ

る層とオリーブ色砂泥層、40.08mか

ら39.96mで瓦を多量に含む明黄褐色

砂泥層、39.96mから39.89mでにぶ

い褐色砂泥層、39.89mから39.75m

で榿色砂泥に灰白色粘土と榿色粘土が

ブロック状に混じる層、39.75mから

39.7mで榿色粘土に明褐灰色粘土がブ

ロック状に混じる層、39.7mから掘削

深39.34mでにぶい褐色砂泥層を検出

する。

39.96mの明黄褐色砂泥層が方広寺

の整地層と考えられる。この層にはベ

ンガラによる赤色塊が多量にみられ

た。また、この地点のあげ土から軒平

瓦（51）に金箔を施したもの採集し

た。

東壁

現代盛1

／
-I撹

～

H=38．0m
３

４
５6

12．5Y3/2黒褐色砂泥（粘質）に

2.5Y5/3黄褐色砂泥がブロック

状に混じる（土坑1）

22.5Y4/3オリーブ褐色砂泥

（粘質、土坑1）

32．5Y4/2暗灰黄色砂泥

（焼土、少礫、土師器多量混、溝）

42.5Y4/2階灰黄色砂泥

（粘質、炭混、溝）

52.5Y4/2暗灰黄色砂泥に

2.5Y7/3浅黄色砂泥がブロック

状に混じる（溝）

67.5Y4/3暗オリーブ色砂泥

77．5Y5/3灰オリーブ色砂泥

（粘質）

87．5Y4/2灰オリーブ色粘土

2m

ドｰｰｰ言

－
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図64No.6地点平面及び断面図(1:40)

NC7地点

東壁

2.5Y6/4オリーブ褐色砂泥（礫

混、瓦含）に2.5Y7/4浅黄色砂

泥がブロック状に混じる

5Y5/4オリーブ色砂泥（瓦含）

2.5Y6/6明黄褐色砂泥

（瓦、ベンガラによる赤色塊を

多量に含む、方広寺整地層）

7.5YR5/4にぶい褐色砂泥（炭混）

7.5YR6/6榿色砂泥に7.5YR8/2

灰白色粘土と7.5YR6/8榿色粘

土がブロック状に混じる

7.5Ⅵ《7/6榿色粘土に7.5YR7/1

明褐灰色粘土がブロック状に混じ

る

7.5ⅥR5/3にぶい褐色砂泥（粘質）

博物館建築時の整地層

2.5Y6/6明黄褐色砂泥

（砂を多く含む、方広寺整地層）

地山層

1
現代盛土

一一'一ﾌ了
２
３

一

ｰ

H=40.0m

１
５fシデ」’

No.8地点

西壁

、ノ 、／

6

現代盛」

8 ８
９

9
H=41．0m

l(）

10

2m0

図65No.7･8地点断面及び柱状断面図(1:40)

No.8地点では、標高41.9mから41.42mまでが現代盛土層、41.42mから40.2mで博物館建築時

の整地層、41.2mから41.0mで明黄褐色砂泥層、41.0mから掘削深39.4mで地山層を検出する。

明黄褐色砂泥層が方広寺の整地層と考えられる。
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まとめ

箭 識農凝51

0 5cm

叩含んだ層を検出した。

図66出土瓦拓影及び実測図
今回の調査で方広寺から初めて金箔瓦が出土したことは、

(1:4)
註l

特筆すべきことである。しかし、過去11次の調査で出土例が
註2

ないことと、類似した瓦が伏見城跡から出土しており、また瓦の金箔が微量あることから、方広

寺に転用されたものではないかと考えられる。

註1

註2

識

霞

(吉本健吾）

l～9次調査網伸也・田中利津子・山本雅和『京都国立博物館構内発掘調査報告書』（財）京都

市埋蔵文化財研究所2009年、10･11次調査網伸也・加納敬二・田中利津子『法住寺殿跡・六

波羅政庁跡・方広寺跡』京都市埋蔵文化財研究所調査報告2009-8（財）京都市埋蔵文化財研究所

2010年

吉本健吾「Ⅲ－3伏見城跡」『京都市内遺跡立会調査概報平成l1年度』京都市文化市民局2000年

図68No.6地点平面及び断面（西から）

篭

蝉

図67No.4地点断面（北から）

蚕

図69No.7地点断面（西から） 図70NQ8地点断面（北東から）
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8伏見城跡(09FD149)

調査経過（図71）

伏見区桃山毛利長門西町53においてマンショ

ン建設が計画されたため、工事に先立ち調査を

実施することとなった。

敷地は桃山高校の西側崖下に形成された平坦

地の一画で、西は大和街道の旧道に面している。

当地周辺は伏見城城下町の毛利下屋敷の推定地

であり、南側隣地で行った調査では道路に面し

て築造された石垣の基底部を検出している。当

地は敷地が道路面から約0.8m高まっており、屋

敷地西側を限る石垣が良好に遣存していると予

測できた。

これら調査前の所見から、調査は石垣の遣存

状況や構造の把握を目的とし、敷地南西部に東

西3.5m×南北7.5mの調査区（南調査区）を設

定して行った。また、南調査区から4nl北側に

東西3.5m×南北1mの調査区（北調査区）を新

たに設定し、北側への石垣の延長を確認した。

調査は2009年7月22日から24日まで行い、上

下二時期にわたる石垣の変遷を確認することが

できた。ただ、上層石垣に関しては全面調査を

実施したが、下層石垣については調査期間の関

係から北調査区と、南調査区で東西方向のサブ

トレンチを三本設定した調査にとどまっている。

遺構・遺物（図版27,図72～77）

調査地の基本層序は、調査区東半部では現代

盛土が0.6～0.8mで堆積しており、その直下が

伏見城造成時の整地層となる。整地層上面は、

標高43.0～43.1mである。これに対し、西半部

では地表下0.9mほどで整地層が崩落した赤褐色

～明褐色砂泥となり、これらの堆積土を除去すそ

上層石垣に関連する遺構は、石垣本体の他に

層石垣をそのまま使用したもので、調査区全体

¥阯掘

”
＝11
空』i

~'i
＝］｜

図71計

息,樫,漸理息劉禰一欣
隈
川
晒
脚
ぽ
い
ｌ
Ⅷ
洲

馴旦

L－l

〒爵ｱー酷

調査位置図（1：5,000）

道
路

’
010m

''’11

図72調査区配置図（1：500）

図73「三」刻印の石垣（北西から）

これらの堆積土を除去すると上層の石垣遺構となる。

遺構は、石垣本体の他に犬行延石と道路東側溝がある。石垣は後述する下

したもので、調査区全体で南北約12mにわたって確認した。部分的に二段
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Y=－21，180

⑪’上層石垣

X=－117，916

’
7.5YR5/6明褐色砂泥

(混礫、近現代の耕作土）

7.5YR5/6明褐色砂泥

(混小礫、1層より多い）

7.5YR4/6褐色砂泥

(10YR7/6明黄褐色粘土ブロック多）

7.5YR5/6明褐色砂泥（赤色粒多く含む）

7.5YR5/8明褐色砂泥

4cm大の丸石層（裏込め）

7.5YR6/6榿色粘土（裏込め間層）

5～10cm大の礫層（裏込め）

7.5YR4/6褐色砂泥(炭多く含む)}上層石垣犬行盛土7.5YR4/4褐色砂泥

１
２
３

’

下層石垣

X=－117，916
－

４
５
６
７
８
９
ｍ

’

W E
10YR6/6明黄褐色砂泥

7.5YR5/8明褐色砂泥十砂礫

7.5YR5/6明褐色砂泥（固く

7.5YR5/4にぶい褐色砂泥

7.5YR4/3褐色泥砂

7.5YR5/3にぶい褐色泥砂

7.5YR6/4にぶい榿色砂泥

7.5YR5/4にぶい褐色砂泥

ll

l2

13

14

15

16

17

18

締羨る'|下層石垣南北ゞ
(上層石垣犬行裏込）
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図74北調査区平面及び北壁断面図（1：50）

目の石材が残る場所もあるが、北調査区や南調査区南半の一部では抜き取り痕跡だけを検出して

いる。石材はチャートや花崗岩で、表面に「三」の刻印を施した石材も確認した。石垣の方位は

ほぼ真北で、Y=-21,181mラインにのっている。

そして、この石垣基底部から西へ約0.7mに石面を揃えて、犬行が構築されている。犬行上面は

赤褐色～褐色砂泥によって平坦に固く叩きしめられており、標高は42.65～42.7mであった。また、

犬行延石の西側も0.05mほどの段差をもって固く整地しているが、西側に緩やかに傾斜させて道

路側溝へ集水する。さらに、側溝西側の高まりは何層も築き固めた大和街道の旧道路面で、やは

り雨水などを側溝部分へ流す構造となっていた。

道路側溝は幅0.4～0.7mで0.1～0.2rnと浅く、北側に向かって非常に緩やかに傾斜する。護岸

施設はなくやや歪みをもつことから、人工的に掘削された側溝ではなく自然排水の結果、素掘り

溝状になった可能性がある。

なお、南調査区南端では溝の東肩に石が並べられているが、この石列は調査区の南へ延長して

いるようで、南側に何らかの施設の存在を示唆している。

次ぎに、下層石垣について概要を述べる。前述したように、下層石垣の調査は北調査区と南調

－46－
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図75南調査区上層石垣平面及び見通し図（1：50）

査区の北・中・南トレンチで確認調査を行った。その結果、上層石垣の犬行延石の下層に石垣が

あり、この石垣が幅0.5～0.7m、深さ約0.4nlの南北溝の東護岸として構築されたものであること

が明らかとなった。石垣護岸をもつ側溝東肩から石垣本体までの距離は、上層石垣の犬行幅とほ

ぼ同じく0.65～0.7mで、標高42.4～42.45mである。また、石垣本体を断ち割ったところ、最下

層の石垣の下に同規模の石材が基底石として並べられており、構造的に石垣の基礎を強固に構築

－47－
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図76南調査区下層石垣北・中・南トレンチ平面及び見通し図（1：50）

していたことが判明した。さらに、南北溝の西側では、上層石垣への改修時に水切り溝として穿

たれたと考えられる、幅約0.2mほどの南北溝も検出している。

これらの調査成果から、当地における石垣の造営過程として、以下の変遷が想定できるように

なった。先ず、lig2mをこえる南北方向の基礎掘削を行い、石垣本体部分に基底石を並べ、裏込

めを行いながら石垣を積み上げて屋敷地の地上げを行っていく。そして、石垣基底石の外側も固

－48－
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図77北トレンチ北壁断面図(1:50)

く築き固めながら整地を行い、側溝東護岸の位置に石垣を設けて幅約0.7mの断面台形の側溝を整

える。その後、側溝の埋没とともに上層石垣への改修が必要となったため、側溝石垣の上に約0.2

mの盛り土を行い、延石を並べて犬行とし、西側も整地を施し路面を高めることによって、道路

脇での自然排水構造に変えたのであろう。

なお、下層石垣から上層石垣への改修時期については、出土遺物が少量の瓦片しかなく明らか

にできないが、家康による伏見城城下の改変に伴う可能性を指摘しておく。

まとめ

今回の調査での大きな成果は、毛利下屋敷の西辺に構築された石垣の変遷を具体的に把握でき

たことである。大和街道の旧道は伏見城城下町を南北に貫く主要道路であり、平成19年度の発掘
註1

調査では当地の北約300mの地点で、旧道に面した屋敷地の西辺石組み側溝や門・石垣基礎をもつ

建物などを検出した。佐竹氏の家紋である「五本骨扇に月丸」の文様をもつ軒瓦が出土しており、

佐竹修理大夫の屋敷地との推定を裏付けている。毛利下屋敷推定地である当地周辺でも、調査
識2

(09FD101,09FD157)で石垣の存在が確認されていたが、本格的な調査は今回が初めてであり、

石垣の大規模な改修を明らかにしたことは大きな成果といえる。改修時期は出土遺物からは確定

できなかったが、路面改修や排水構造の改変を伴うことから、城下町全体の再整備に関連する修

造であった可能性が高い。今回の調査は詳細分布調査という制限があったため、石垣の基礎構造

や改修時期など問題も多く残している。今後の調査によって、これらの問題を解決していく必要

がある。

（網伸也）

平田泰・布川豊治『伏見城跡』京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告2007-10(財）京都市埋蔵

文化財研究所2008年

本報告Ⅲ－9．10

註1

註2
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9伏見城跡(09FD101)

調査経過（図78）

京都府立桃山高校の西側は比高差12m以上の

段差を形成しており、伏見城下の毛利下屋敷と

推定されている。平成2年には屋敷地東半にあ

たる京都府総合教育センター講堂棟建設予定地
註l

において発掘調査が行われており、毛利下屋敷

に関連する台所関係の遣構や石敷きを良好に検

出した。

今回、大和街道の|日道に面した屋敷地西半部

において分讓宅地造成が行われ、造成工事に先

立って文化財保護課が試掘調査を実施したとこ

ろ、大和街道に面する石垣の基底部と伏見城整

地層を確認した。そして、新たに造成敷地の東

半部で切土による削平工事が計画されたため、

詳細分布調査を実施することとなった。この試

掘調査と詳細分布調査の報告を行う。

調査期間は、試掘調査が2009年3月5日、詳

細分布調査は2009年6月21日から29日である。

試掘調査（図79～83）

道路に面した西半には、一部未解体の建物が

図78調査位置図(1:5,000)
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7.5YR5/6明褐色泥砂（細礫・風化花崗岩粒含。築城期盛土の可能性大）
7.5YR5/8明褐色砂泥（小礫含。地山？）

7.5YR4/4褐色砂泥（僅かに炭片等を含むが，概ね精良）

7.5YR4/3褐色泥砂（幅5～10cm単位の西下がりの斜め盛土。各単位の土は互いによく似ており
1トレンチのような明瞭な縞模様はなさない。築城期盛土）

図802トレンチ平面及び東壁断面・3トレンチ柱状断面図（1：80）
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2～16：築城期盛土（雛壇造成土）

17．18：築城期盛土（道路境界設定の土手状盛土）

図811トレンチ北壁断面図（1：80）

あり、東半は駐車場として使用中という制限が

あったが、宅地内道路予定部分に1．3トレン

チを、切土予定部分に2トレンチを設定した。

基本層序を3トレンチで説明すると、現代盛

土の直下BM+0.67mで整地層(1層)、その下

に薄い整地層（2層）を挟んで、BM+0.4m以

下は西下がりで縞状に幾重にも積まれた盛土層

(3層）となる。3層は斜面を雛壇造成をするた

めに積まれたものと考えられ、豊臣期、徳川期

の2時期の可能性が考えられるが、不明である。

1．2層も時期を特定できる遺物が出土せず、

明治から大東亜戦争直後まで存在した菊花女学

校期の整地層まで幅の広い時期が考えられる。

これに対して、1トレンチの現代盛土層と雛

壇造成盛土（2～16層）の間にある1層は、脆

弱で3トレンチ2層や2トレンチ3層とは印象

が異なり、近代の層と考えられる。雛壇造成盛

④

、

－BM±0m一

－BM－1．0m

が異なり、近代の層と考えられる。雛壇造成盛図821トレンチ石垣平面・立面図（1：50）
土の上面には生活面がなく、既に削平されたものと考えられる。

1トレンチの西端では、西側に面をもつ南北方向石垣と、三和土で舗装された路面を検出した。

石垣の裏込には桟瓦が含まれており、舗装は石垣の後になされていることから、共に徳川期の遺
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図831トレンチ石垣（北西から）

構と考えられる。石垣の背後には斜め盛土に先行して土手状の盛土（17．18層）が形成されてい

るのを検出した。

2トレンチでは、4層上面でピット3基を検出した。埋土からは染付が出土しており、徳川期

以降の遺構と考えられる。

詳細分布調査（図79．84．85）

切土施工範囲の盛土は工事作業中に予め除去しておき、東西5m、南北10mの調査区を新たに

設定し調査を行った。基本層序は盛土下に、近代の耕作土層である黒褐色泥砂とにぶい黄褐色泥

砂が厚さ約0.4mで堆積しており、これらの土壌化層を除去すると伏見城期の整地層となる。

検出した伏見城期の遺構は、東西方向の柱列2間分と東西溝だけである。この柱列は小溝を伴う

ことや、北側に対応する柱が確認できないことから、屋敷内を分割する柵列だったと考えられる。

他の遺構は、すべて削られて遣存していない可能性が高い。整地層上面の標高は44.15m前後で、

東隣の調査区で検出した台所遺構に比べて0.6m～0.8m低く、東から西へ緩やかに下がる地形を

考慮しても、整地層上面が削平を受けていることは明らかである。実際に敷地北端部のA地点で行

った断面観察では、豐臣期と徳川期を分ける炭層の水平堆積を標高44.2mで確認しており、徳川

期の遺構面だけでなく豊臣期の遺構面も削られていることがわかる。今回検出した東西柵列は掘

立柱構造であったため、削り残されたのであろう。

また、伏見城整地層は0.2m～0.3mの厚さで固く叩き締められており、その下層は暗赤褐色シ
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A地点柱状断面(1:40)

北壁

平面及び断面（1：80）

Y=－21，140m

税
｜
ｌ
Ｔ 刑

慨
－現代盛土一H=45.0m

Ｊ
１

IH ④

1

×
Ⅱ
’
一
一
Ｎ
・
の
ら
○
『
ゴ

２

X=-117,940m

ｎ
ｌ
ａ
ｎ
ｏ
『
１
１

４４Ｈ

哩
昭
一

一
一
一
一
一
三
３
６
１
１
０|卜

｝

'ﾄ「
110YR3/2黒褐色泥砂

（近代耕作土層）

210YR4/3にぶい黄褐色泥砂

× （近代耕作土層）11

－コ37.5YR4/4褐色砂泥
①

倉（瓦、炭多量に含む）
ヨ

47.5YR5/6明褐色泥砂

55YR4/4にぶい赤褐色砂泥一

（礫を多く含む、堅く締まる）

610Ⅵ25/4にぶい黄褐色泥砂

（砂礫粒を多く含む）

710YR4/6褐色泥砂

（砂礫粒を多く含む）

82.5Y5/3黄褐色シルトブロック

+7.5YR4/3褐色細砂の混層

7910YR6/6明黄褐色泥砂
ニ

ーニー』 (2.5Y5/3黄褐色シルトブロック
豊
“ 混、堅く締まる、砂粒多く含む）
ヨ

105YR3/2暗赤褐色シルト

1110YR4/4褐色泥砂

（のl～5cm礫少量混）

127.5YR3/3暗褐色シルト
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（黄褐色シルトブロックを多く含む。

徳川期？）

145YR2/1黒褐色砂泥

（炭を多量に含む。火災層）

157.5YR3/3暗褐色砂泥（炭を少量含

む、締まり強い。豐臣期？）

165YR3/4暗赤褐色シルト（整地層）
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図84詳細分布調査区平面及び東壁断面(1:80)･A地点柱状断面図(1:40)

ルトと砂礫を多く含む褐色泥砂となる。全く遺物を包含しないため下層の堆積時期は確定できな

いが、いわゆる地山とは異なって土壌化が進行しており、伏見城期の盛土の可能性がある。整地

層内からは古代と考えられる土師器甕片が出土しており、あるいは周辺に古代の遺構の存在も想

定できるが、狭い調査区であり下層の状況は把握できなかった。

遺物に関しては、整地層内や柱穴などから、伏見城期の土師器片や瓦片がわずかに出土してい
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るのみである。

まとめ

今回の試掘調査では、大和街道の路面と毛利下屋敷の境の石垣を検出した。注目されるのは石

垣の背後で検出した土手状の盛土である。雛壇造成の前に道路境界線を規定していたものと考え
註2

られる。また、調査地北隣接地(09FD149)と南へ約80mの敷地(09FD157)の調査で南北方向

の石垣を検出しており、今回検出した石垣の延長部と考えられる。

詳細分布調査では、毛利下屋敷に付属する施設の検出を目的としたが、東西柵を検出したのみ

であった。ただ、この東西柵を境として屋敷内が分割されていたと考えられ、下屋敷の空間構造

を考えるうえで一つの定点を把握することができたといえる。

（試掘調査堀大輔・詳細分布調査網伸也）

柴暁彦「伏見城跡発掘調査概要」『京都府遺跡調査概報第44冊』（財）京都府埋蔵文化財研究セン

ター1991年

本報告Ⅲ－8．10
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10伏見城跡(09FD157)

調査経過（図86）

調査地は府立桃山高校西側の宅地である、南

北の道に面した東側で、道路から2.5mほど高く

なっている。道に面する石垣を検出した試掘調
誰I i注l

査(09FD101)と詳細分布調査(09FD149)

の南方に当たり、その続きが存在すると予想さ

れたため，規定以下の工事規模ではあったが、

調査を指導していたものである。

連絡の行き違いから、母屋の工事に先行して

掘り込みガレージの掘削が始まり、断面に石垣

の裏込めが露出したことから，急遼2009年6月

23日に調査を行うこととなった。

遺構（図87～89）

調査した断面は、当該敷地の北辺道路際であ

る。現場は既に型枠工が始まり、壁面の十分な

観察は難しい状況となっていたが、清掃の結果、

道路面から1.9ないし2.0mの高さまでは伏見城

期の盛土であることが判明した。盛土は大きく

6層ほどに分層でき、灰色粘土や赤褐色粘土の

基盤層ブロックを含むものがあることから、近

謁
心

等
一
口
一
嗣
塀
蜥

唾

図86調査位置図(1:5,000)

断面観察壁面

蝋I

1
道
路

一

、

道路
石垣ラインーーーレup

一一一一一J一一両雨
／

図87遺構位置図(1:400)

’

傍の山肌を切土して出た土を

ここに盛ったものと考えられ

る。確認できた一番下の層は

褐色泥砂（7層）であるが，

炭片を含んでおり、基盤層は

もっと深いところにあると思

われる。

石垣は，現在の道路境界線

と同じ位置で検出した。既に

ガレージの掘削で撤去された

ものを含め，当該敷地の南端

まで続いていたことを確認し

た。現在のU字側溝が石垣面
図88石垣出土状況（南東から）
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17．5YR5/6明褐色砂泥(10Y6/1灰色粘土の基盤層ブロック混じる）

25Y4/1灰色泥砂（の1～15cIII大のの円礫多く含む，石垣裏込め）
310YR4/6褐色泥砂(10Y6/1灰色粘土の基盤層ブロック多く混じる）

410YR5/4にぶい黄褐色泥砂（風化花崗岩含む

輿職鵜雛騨｡，"混じ｡／／
現代盛土

1

3

4

2

5

6

//~、
、

一 7

～－－－－－－■------__－_______二一一一一－一一一一一

U字側溝

－H=46.00m

－H=45.00m

－H=44.00m

－H=43.00m

0 2m
司

図89北壁断面図（1：40）

に押し付けるように造られており、石材が撤去された部分は、そのネガが側溝コンクリートに転

写されて残っている。人頭大より一回り大きいくらいの割石を積んでおり、観察した断面では2

段が確認できた。09FD101では道路面から約1rn下で最下段が見つかっているので、同じくらい

の深さだとするとさらに1～2段が下にあると予想される。

裏込め（2層）は09FD101のそれより大規模で、使われている栗石も大きい。裏込め層は一括

で2層としたが，伏見城期の盛土層との関係から2層以上に分層できるはずである。

まとめ
註1 註1

09FD149と09FD101では道路境界から約3rnから3.5m東で南北方向の石垣を検出したが、本

件では上記のとおり道路境界線上で確認している。このことについては、伏見城期の大和街道の

道路と現在の道路との傾きが違う可能性が考えられる。
註l

伏見城期の城下町の町割りは碁盤の目状になっており、09FD149や今回の調査地もその一部と
註1

考えられる。09FD149で検出した石垣と今回検出した石垣を結んだラインの傾きが、同じ南北位

置（下板橋通～毛利橋通間）で西側の（鉄道敷設等の影響をうけていないと考えられる）銀座通

や新町通とほぼ同じ傾きであることから、今回検出した石垣群は伏見城期の大和街道の道路の傾

きを表していると考えられる。

（堀大輔）

註1本報告Ⅲ－8．9
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11伏見城跡(09FD133)

調査経過（図90）

現在の国道24号線と立売通交差点南東角に位

置する伏見区鍋島町24番地の共同住宅建築工事

に伴う調査である。周辺の地形は北東から南西

に向けて傾斜しており、国道24号線西側は大き

な段差となっている。

調査地は伏見城城下町の南部にあたっており、
注l

山中山城守長俊の屋敷を推定する説がある。ま

た、調査地南東側には豐臣秀吉が文禄元年

(1592)から造営を開始した指月城があったと

推定されており、調査地西側の国道24号線を南

行すると観月橋（豊後橋）に繋がる。

調査は2009年7月3日から31日まで行い、桃

山時代の石垣などを検出した。

拙‘三"逃凰，鰐r｣ｨ1虫ばWip

I
L

耐下

11

．

．匹

E

図90調査位置図（1：5,000）

､_L一旦と一一一

卿 売通立
一

1一

／
国

道
道構（図版28、図91～95）

24

調査は3日間に分けて、順次3箇所の調査区
号

を設定して実施した。調査区は北東部を1区、
線

北西部を2区、南西部を3区とする。

調査地の基本層序は、地表面から約20～70cm

＝

、

図91調査区配置図(1:500)
の厚さの盛土が堆積しており、その下層は約5

~15cmの厚さの黄褐色砂泥、約10～20cmの厚さの黒褐色砂泥が拡がる。黄褐色砂泥は江戸時代の

整地層、黒褐色砂泥は桃山時代の整地層と推定している。黒褐色砂泥の下層はにぶい黄褐色泥

砂・灰色泥砂・灰色砂泥などが約70～120cmの厚さで堆積している。これらの層はほとんど遺物

を含んでおらず、締まりが悪いことから短期間に積み上げられた盛土である可能性が高い。各調

査区ではこの盛土の下層で石垣や濠の堆積層を検出した。

なお、最も深い箇所で地表面から約4.2mまで掘り下げたが、地山は確認していない。

l区では大型の石材を検出した。大きさ約30～80cmで、濠の堆積層上面に散乱する。石材はい

ずれもチャートである。濠の堆積層は褐灰色泥砂・黄灰色粘土・灰白色粘土で、南側に木製品を

多量に含む落ち込みがある。

2区では北面する石垣を検出した。検出長は約2.2mで、東側は撹乱を受け、西側は調査区外へ

延長する。残存高は約1.8mで、大きさ約50～110cmの石を3段積み上げる。石材はチャートが多

くを占め、他に白色の斑をもつ火成岩を用いる。掘形は不明であるが、石垣南側には大きさ10～
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盛土

lOYR5/6黄褐色砂泥のl～3cmの礫を中量含む（整地層江戸時代か？）

10YR3/2黒褐色砂泥の1～2cmの礫をわずかに含む（整地層桃|｣｣時代か？）

10YR4/2灰黄褐色砂泥〔bl～5cmの礫を少量含む

10YR4/3にぶい黄褐色砂泥

10YR5/3にぶい黄褐色泥砂のl～5cmの礫をわずかに含む、締まりが悪い

10YR4/1灰色泥砂10YR4/1灰色粘質土のの2～5cmのブロックを少量含む

(bl～3cmの礫をわずかに含む、締まりが悪い

7.5Y4/1灰色砂泥のl～5cmの礫をわずかに含む、締まりが悪い

木片をわずかに含む

7.5Y5/1灰色砂泥の1～5cmの礫を少量含む、木製品を少量含む（落込）

10YR2/2黒褐色泥土木製品を多量に含む，炭を少量含む（落込桃山時代）

10YR4/1褐灰色泥砂(bl～5cmの礫を少量含む、締まりが悪い

2.5Y4/1黄灰色粘土

5Y4/1灰白色粘土の1～5cmの礫を中量含む、少し締まる
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盛土

7.5YR4/3褐色砂泥の1～5cmの礫を少量含む、炭・瓦片を少量含む（江戸時代の撹乱）
10YR5/4にぶい黄褐色砂泥の1～3cmの礫を少量含む、瓦片をわすかに含む（江戸時代の撹乱）
10YR5/6黄褐色泥砂の1～3cmの礫を中量含む（整地層、江戸時代か？）
10YR3/2黒褐色砂泥の1～2cmの礫をわずかに含む（整地層、桃山時代か？）
10YR5/3にぶい黄褐色泥砂の1～5cmの礫をわずかに含む、締まりが悪い

10YR4/1灰色泥砂10YR4/1灰色粘質土のの2～5cmのブロックを少量含む

の1～3cmの礫をわずかに含む、締まりが悪い
7.5Y4/1灰色砂泥巾1～5cmの礫をわずかに含む、締まりが悪い、木片をわずかに含む
7.5Y5/1灰色砂泥の1～5cmの礫を少量含む、締まりが悪い、中砂を中量含む
5Y3/1オリーブ黒色シルト中砂をわずかに含む、炭をわずかに含む

10YR5/5黄褐色砂泥の1～5cmの礫を少量含む、締まりが悪い

10YR4/6褐色泥砂の1～5cmの礫を中量含む、やや締まる）
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図942区北壁断面図（1：40）

50cmの石材が散乱する。石垣の下層は地表面から約3.4mの深さで、大きさ2～5cmの礫を中量に

含む明褐色粘質土が拡がる。根太の痕跡はない。北東隅では濠の堆積層であるオリーブ黒色シル

トを認めた。

なお、図示できていないが、西壁を西側へ拡張したところ南北方向の石垣を確認できた。

3区では西面する石垣を検出した。調査区が国道際であることから石垣最下段までは掘削して

いない。検出長は約4.8mで、北側・南側とも調査区外へ延長する。確認できた残存高は0.6m以

上で、大きさ約50～130cmの石を2段以上積み上げる。2区の状況と比較すると検出した石材は

Y=-21,181

’
E W

盛土

10YR4/3にぶい黄褐色砂泥炭を少量含む（整地層、江戸時代か？）
10YR3/2黒褐色砂泥炭をわすかに含む（整地層、桃山時代か？）

10YR5/4にぶい黄褐色泥砂の1～3cmの礫を少量含む、炭を
少量含む、締まりが悪い

7.5YR4/4褐色粘質士の1～5cmの礫を中量含む中砂から極
細砂を中量含む、締まりが悪い

10YR4/3にぶい黄褐色砂泥の1～5cmの礫を少量含む
2.5Y5/3黄褐色粘質土の1～20cmの礫を多量に含む、礫には

亜角礫を含む、やや締まる（石垣裏込め）
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図953区南壁断面図（1：40）
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下から2段目・3段目に相当し、全体の残存高

は約1.7mと推測できる。石材はチャートが多く

を占め、他に白色の斑をもつ火成岩・砂岩を用

いる。石垣東側は調査区東壁まで掘形で、大き

さ1～20cmの礫を多量に含む明褐色粘質士であ

一
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一
誕
鑛

プ一一一一一に二二二二

52

一
劉
“ 56

る。

遺物（図版30,図96．97）

出土遺物は1区の濠の堆積層の落ち込みから

出土した木製品が多くを占め、ほかに土器類・

瓦・土製品・貝殻がある。土器類・木製品を図

57

図96出土土器実測図（1：4）

示した。

土器類には土師器（52～56）・焼締陶器（57）・施釉陶器（58）・磁器がある。53は中型皿

である。丸底で、調整は底部外面はオサエ、内面はナデ、口縁部内外面はヨコナデである。52．

54～56は大型皿である。平底で54～56は底部内面に明瞭な圏線がめぐる。調整は底部外面はオサ

エ、内面はナデ、口縁部内外面はヨコナデである。57は摺鉢である。体部が直線的に開き、口縁

端部を拡張して面をつくる。調整は内外面ともヨコナデで、内面に11条1組の鋭い擢目、口縁端

部外面に2条の沈線を施す。丹波あるいは備前産である。58は皿である。口縁部は屈曲して開く。

口縁部内面をケズリで花弁状に飾り、内外面に灰緑色の灰釉を施す。瀬戸美濃産である。52～

56．58は1区の濠の堆積層の落ち込み、57は2区の石垣の隙間から出土した。52は室町時代後期

の特徴を示すが、53～58は桃山時代に属する。

木製品には漆器・折敷・箸（63～67）・ヘラ（68）・付木・曲物（59．60）・桶・栓

(71）・下駄（72）・棒状木製品（61）・板状木製品・円盤形木製品（62）・方形木製品・加工

痕のある部材（69．70）・端材・焼材・竹片などがある。樹種の同定は実施していない。59．61

には墨書がある。59は文字が判読でき、下部が欠損するが、「山城」の墨書がある。

まとめ

今回の調査では2区で北面する石垣、3区で西面する石垣を検出した。2区西側でも南北方向

の石垣を確認できたことから、調査地が屈曲する石垣の北西角にあたっていることはほぼ確実で

ある。したがって、北面する石垣の北側は濠になると考えられる。石垣は上部が壊されているが、

最下段から3段が残存している。1区では石垣を確認できなかったが、これには北西角に櫓があ

ったため濠の幅が異なっていたか、あるいは最下段まで石垣が壊されたため濠の堆積層が拡がっ

ていたなどの原因が考えられる。

石垣の特徴を整理すると、大型の石材を用いて構築していること、石材に花崗岩の割石を用い

ていないこと、検出面が地表面から約1.6～3.4mの深さになること、残存する石垣最上部から桃

山時代の整地層まで1nl以上の盛土があること、立売通から石垣までの間隔が約5mしかないの

で町屋が建ち並んでいたとは考えられないことなどを指摘することができる。これらのことから

－60－
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図97木製品実測図（1：4）

今回検出した石垣は、指月城北西角の石垣である可能性が高いと判断できる。濠の堆積層や石垣

の隙間から出土した遺物の年代も合致している。この石垣が指月城の遺構であるとすれば、初め

ての発見であり、伏見城の構造や城下町の変遷を検討するに当たって重大な成果である。

（山本雅和）

註1山田邦和「伏見城とその城下町の復元」『豊臣秀吉と京都』文理閣2001年

－61－
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12革嶋館跡(09MK178)

調査経過（図98．99）
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3）の宅地造成工事に伴う調査である。調査地は

室町時代の土豪革嶋氏の居館である革嶋館跡の

南東部に位置する。
1世1

2008年に調査地の西側隣地で試掘調査①を行

い、革嶋館のものと考えられる中世の南北方向

の濠跡を検出している（この地は2009年に発掘
証2

調査②を行っている)。そして、当地が宅地造成
Ⅲ§3 註4

されるにあたり試掘調査③（発掘調査④内を調
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図98調査位置図（1：5，()00）

査）が行われ、南北方向と東西方

向の濠跡を検出し、革嶋館の遺構

が広がっているのが確認できた。
‘注.1

当地の中央部分は発掘調査④が行

われることとなった。しかし、発

掘調査対象地以外の部分でも宅地

造成の付帯工事として擁壁工事、

道路側溝工事、上下水道配管工事

などの掘削工事が行われるので、

それらの工事についても詳細分布

調査を行うこととなった。

調査は2009年8月6日から11

月16日まで行い、古墳時代初期

の竪穴住居跡、古墳時代中期の竪

穴住居跡、竪穴住居状遺構と革嶋

’

ｌ
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ｌ
ｌ
今
井
用
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濠跡

竪穴住居跡

Nql地点
Ａ
擁
壁
工
事
掘
削
部
分
ｌ
Ｉ
ｊ
Ｂ

｜~~~計

1－－－ノ

r罫弓
',－－－－－－｢」
|L,

－－耳［ｺﾉー可’

Nq2地点

竪穴住居跡
「

IB

館のものと考えられる東西方向の 図99遺構位置図(1:1,000)

濠跡を検出した。

遺構（図99～101．103．104）

古墳時代初期の竪穴住居跡1基と古墳時代中期の竪穴住居跡1基は、調査地東側の今井用水に

隣接する部分の擁壁工事で検出した。

古墳時代初期の竪穴住居跡はNo.1地点で検出した。この地点の基本層序は、BM+0.21mから-

0.42mまでが現代盛土層、-0.42mから-0.62mまでが古墳時代初期から中期の遺物を含む層、－

－62－
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110YR4/4褐色砂泥（礫混)82.5Y4/2暗灰黄色砂泥(7世紀の土器を含む、土坑）

22．5Y5/4黄褐色砂泥（小礫混)92.5Y5/3黄褐色砂泥(5世紀末～

32.5Y5/3黄褐色砂泥（粘質)6世紀の土器を含む、竪穴住居跡埋土）

410YR5/3にぶい黄褐色砂泥（小礫混)102．5Y5/4黄褐色砂泥（床）

510YR5/4にぶい黄褐色砂泥112．5Y4/3オリーブ褐色砂泥（庄内併行期の

67.5Y4/3暗オリーブ色砂泥土器を含む、竪穴住居跡埋土）

75YR5/3灰オリーブ色砂泥127.5YR5/4にぶい黄褐色砂泥（地山）

図100NQ1．2地点遺構断面図(1:40)

0.62m以下がにぶい黄褐色砂泥の地山となる。竪穴住居跡はこの地山層を掘込んだ状態で検出し

た。南北幅4.7m，深さ0.3mを測る。北壁は上部を飛烏時代の遺物と焼土を多く含む士坑で削ら

れているが、壁溝が確認できた。しかし、南壁では壁溝は確認できなかった。竪穴住居内の埋土

からは古墳時代初期の遺物が多量に出土した。特に南壁付近では集中している。また、この竪穴

住居跡の南側では、弥生時代後期の遺物と炭を多量に含む士坑群を検出している。

－63－



古墳時代中期の竪穴住居跡はNO2地点で検出した。

この地点の基本層序は、BM+0.1mから-1.05mまでが

現代盛土層、-1.05mから-1.12mまでが灰オリーブ色

砂泥層-1.12m以下がにぶい黄褐色砂泥の地山となる。

竪穴住居跡はこの地山居を掘込んで検出した。南北幅

3.48m以上、深さ0.31mを測る。下層に床面を形成す

ると考えられる黄褐色砂泥層を0.05mから0.1mの厚さ

で検出した。北壁は時期不明の士坑で削られ、南側は

現代盛土層で削平を受けている。竪穴住居内の埋土か

らは殆ど遺物は出土せず、僅かに土師器と須恵器杯身

が出土したのみである。

古墳時代中期の竪穴住居状遺構と革嶋館のものと考

えられる東西方向の濠跡は、調査地西側の南北道路の

上水道配管工事NQ4地点で検出した。北側に竪穴住居

状遺構、南側に濠跡を検出した。

この地点の基本層序は、地表下-0.12mまでが現代盛

土層、－0.12mから-0.42mまでがにぶい黄褐色泥土

層、-0.42m以下がにぶい黄褐色粘土の地山となる。竪

穴住居状遺構はこの地山居を切って検出した。幅4.3m

以上、深さ0.31mを測る。床面の平坦面を確認できず、

竪穴住居跡とは断定できなかった。竪穴住居内の埋土

からは土師器甕、須恵器甕、有蓋高杯などが出土して
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この竪穴住居状遺構の約lnl南で、地表下-0.15mの

現代盛土層直下で、幅5.17m、深さ0.8m以上の東西方

向の濠跡を検出した。この濠跡に関しては、この地点

より約2.7m西の南北道路西側側溝工事(No.3地点）で

も、地表下-0.17mの現代盛土層直下で、幅5.4m、深

さ0.83m以上を検出している。共に遺物は確認できな
！誰1．2．3．4

かつたが、試掘①③．発掘調査②④で検出した濠跡と

同一と考えられる。No.3地点とNo.4地点で検出した濠

跡を繋ぐ､と東へ行くほど北へ振っているのが分かり、
註4

その延長上に発掘調査④で検出した東西方向の濠跡に

繋がっていく。
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図101No.4地点遺構断面図(1:50)
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遺物（図版31,図102）

古墳時代初頭の壺・

甕・高杯、古墳時代中期

の須恵器杯・有蓋高杯・

甕などがある。

（73）は口縁部が二段

に屈曲する壷の口縁部で

ある。口縁部の段は不明

瞭で、粘土紐を突帯状に

貼り付け、段差を強調し

ている。器面調整は、外

面は縦方向のハケ調整の

のち頸部のみ雑なヘラミ

ガキを施し、それ以外は

颪

之てヨニニ０
１

三菱＝ 弓手二
、、

、
＜篭鯵

76

一
一
一
一

0 10cm

ｰF声一

図102出土土器拓影及び実測図（1：4）

ヨコナデ調整を施す。

（74．75．77）は同じく口縁部に段を有する壷の破片であるが、小片のため口径は復元できな

い。（77）は下端に粘土紐の剥離痕跡があることから、下端を垂下させていたとみられる。

（76）は甕の体部に施された右上がりの粗い叩きを拓影で示した。同様の叩きを施す破片が多

くみられる。畿内第V様式に属する甕と見分けがつかないが、壷の形状からは古墳時代初頭に属

すると考える。

（78）は須恵器杯で、受け部の先端を12.5cmとして復元した。底部にはへうケズリの痕跡があ

る。焼成は良好で割れ面は赤紫色を呈する。

（79）は有蓋高杯である。杯部の立ち上がりは長く、口縁端部は内側に段を有する。脚は短脚

で3方に透かしを穿つ。灰色を呈し、胎土には砂粒を多く含む。

（80）は須恵器甕の体部片を拓影で示した。外面は格子状叩き、内面は上方向のナデで、同心

円叩きを擦り消している。粘土紐単位で割れていると判断でき、底部付近として図化した。以上

の須恵器3点は、5世紀末葉から6世紀初頭に属するものといえる。

（73～77）はNQ1地点竪穴住居跡、(78)はNO2地点竪穴住居跡、(79)はNQ4地点竪穴住居状

遺構、（80）はNo1地点第2層の黄褐色砂泥層から出土した。

まとめ

今回の調査では、古墳時代の遺構群、近世の濠跡を検出した。当地での古墳時代の遺構の検出

は新発見である。特に、古墳時代初期と中期の竪穴住居跡を検出したことは、ここに古墳時代の

集落が形成されていたことを示すものとして重要である。桂川右岸のこの付近では弥生時代から

古墳時代の集落跡が松室遺跡、下津林遺跡、上久世遺跡、中久世遺跡と点在しているが、松室遺

跡と下津林遺跡の問には集落跡の存在が確認されていなかった。今回の発見は、その間の空白を
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埋めるだけでなく、北山城の古墳時代を考えるうえでも重要な資料となりうる。

また、従来から古墳時代中期から後期初めの古墳は、西京区山田の丘陵上に存在することが知

られてきたが、今回検出した集落はまさにそれら古墳の時期と合致している。近年、右京区西院
散5

月双町の発掘調査などでも、同時期の集落遺跡が確認されており、当該期の古墳と集落の関係が

明確になりつつある。これらは、嵯峨野に展開する後期古墳と集落の先駆をなすものであるため、

資料的価値の高い発見であったといえる。

（丸川義広・吉本健吾）

馬瀬智光「V-5革嶋館跡No.24」『京都市内遺跡試掘調査報告平成20年度』京都市文化市民局

2009年

加納敬二「V革嶋館跡」『京都市内遺跡発掘調査報告平成21年度』京都市文化市民局2010年

「Ⅵ試掘調査一覧表」『京都市内遺跡試掘調査報告平成21年度』京都市文化市民局2010年

加納敬二『革l鳴館跡』京都市埋蔵文化財研究所調査報告2009-6（財）京都市埋蔵文化財研究所

2009年

柏田有香『平安京右京六条四坊八町跡・西京極遺跡』京都市埋蔵文化財研究所調査報告2006-14

(財）京都市埋蔵文化財研究所2006年

註1

２
３
４

註
註
註

註5

図103No.1竪穴住居跡（東から）

図104No.1竪穴住居跡土器出土状況（東から）
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Ⅳ主要な出土遺物

1唐草文軒平瓦
(平安京左京六条四坊四町跡09HL140、図版31,図105～107)

下京区間之町通五条下る大津町8の下京税務

署における耐震改修工事に伴う調査で、鎌倉時

代の軒平瓦が出土したので報告する。

遺物は、調査地の北側、敷地東端から7.0mの

地点で出土した。基本層序は、-0.6mまで現代

盛土層、-0.6mから-1.1mまでが砂泥と砂礫の

互層、－1．1mから-1.3mが多量に瓦を含む層、－

1.3mから掘削深-2.1nlまでがまた砂泥と砂礫の

互層になる。

軒平瓦は多量に瓦を含む層から出土した。こ

の層は瓦を廃棄した瓦溜の一部と考えられる。

唐草文軒平瓦（81）は瓦当部の右端から中央

部にかけて残存する破片である。顎部に凹型台

の痕跡が残る。胎土は小石を含み、焼成は良好、

色調は褐灰色(7.5YR4/1)を呈する。2次焼

成を受けている。

唐草文軒平瓦（82）は瓦当部の左端の破片で

ある。顎部に凹型台の痕跡が残る。胎土は砂粒

を含み、焼成は良好、色調は褐灰色(7.5YR

4/1)を呈する。
註1

2006年に調査地の北側で行われた発掘調査で

も瓦を多量に含んだ層を検出しており、今回出

土した軒平瓦と同時期と考えられるものが出土

しており、関連する可能性が考えられる。

（吉本健吾）

図105調査位置図(1:5,000)
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(礫混）

10YR4/2灰黄褐色砂泥

(瓦溜）

2.5Y4/2暗灰黄色砂泥

(礫混）

2.5Y4/2暗灰黄色砂礫
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図106柱状断面図 (1:40)

一■

1

零
820
一一

菅田薫「平安京左京六条四坊三町跡』京都

市埋蔵文化財研究所調査報告2006-29

(財）京都市埋蔵文化財研究所2007年

註］

10cm
1
I

図107軒平瓦拓影及び実測図(1:4)
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2緑釉陶器Ⅲと偏向唐草文軒平瓦
(平安京左京七条四坊三町跡09HL197、図版31,図108～110)

下京区下数珠屋町通間之町西入西玉水町283-

4，283－5，294－3，312－1における住宅建築

工事に伴う調査で、平安時代前期の緑釉陶器と

平安時代中期の軒平瓦が出土したので報告する。

遺物は、調査地の東側、敷地南端から3.8mの

地点の地表下-1.16mで南に下がる灰オリーブ色

泥砂の落込から出土した。出土した遺物は、緑

釉陶器と軒平瓦以外には平安時代前期の須恵器

甕と平安時代中期の土師器皿が出土している。

緑釉陶器皿（83）は底部の破片である。底部

内外面共に焼成前にへう記号（内面「-｣、外面

｢×｣）を施している。小塩産と考えられる。

偏向唐草文軒平瓦（84）瓦当部から平瓦部に

かけて約20cm程残存する破片である。瓦当部は

両端部が剥離している。平瓦部は凹面に布目痕、

凸面に粗い格子タタキ目痕が残る。讃岐産と考

えられる。

（吉本健吾）
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3染付御猪口
(伏見城跡、08FD175、図版31,図111･112)

伏見区の国道24号線の鍋島町から豊後橋町に

至る電線共同溝埋設工事に伴う調査で、紀年銘

のある染付御猪口が出土したので報告する。

遺物を検出したA地点は、国道24号線がバイ

パスである新観月橋の高架線と観月橋へ傾斜し

ていく道路へ分離している部分の観月橋へ向う

道路の南行車線で、観月橋の北詰から北へ約

100mの地点にあたる。

A地点は、横を走る新観月橋の高架線の基礎

作成の影響か、掘削深-1.7mまで現代盛土層で

あった。御猪口はこの層から検出した。

染付御猪口（85）は4分の1程残る口縁から

底部にかけての破片である。外面に横方向に向

って左から「應二丙」の三文字が、その反対側

に縦方向で二行に分れて「□口造」と書かれて

いる。また、内面にはトラの絵が描かれている。

慶応二年(1866)は丙寅であるため、「應二丙」

は「慶應二丙寅」であったとみられ、内面のト

ラの絵とも合致する。「□口造」の方は、最後の

文字が「造」であるところから作者か発注者を

考えることができる。また二文字目が異体字の

数字の可能性もあり、作品数を記述していると

も考えられる。

現代盛土層からの出土であるが、絶対年代が

分かる資料であり、類似する資料と対比するこ

とで、年代観を知る貴重な資料となろう。

（丸川義広・吉本健吾）

図111調査位置図(1:5,000)
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調査一覧表
I2009年1～3月期（平成20年度）

平安宮(HQ)

平安京左京(HL)
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

大蔵省隣接地

大蔵省

大蔵省

内蔵寮

主殿寮

掃部寮

左近衛府

院
院

和
雅

中
東

西雅院

寮
寮
寮
院

馬
馬
薬
堂

右
左
典
朝

朝堂院

朝堂院隣接地

兵部省

上・西今出川町403-11,

三軒町60－13，60

上・西富仲町468-1

上・中立売通千本東入2丁目田丸町

379番7

上・千本通上長者町下る革堂前之町

100番、102番の一部

上・中立売通日暮東入新白水丸町462-7、

５
町
仔
生
０
１
２
禾
町
入
家
西
在
町
新
軒
今
六
る
通
下
町
条
者
一
長
通
下
門
・
裏
上

288番3，四番町151番41

上・下長者町通智恵光院東入西辰巳町

110－1，112－20

上．十四軒町398番、七番町330番6

上・下立売通大宮西入浮田町606

上・智恵光院通椹木町上る中務町

486-85

中・西ノ京右馬寮町1-14の一部

中・西ノ京左馬寮町11-35

中・西ノ京車坂町地先

上・聚楽町～中・西ノ京小堀町他

(千本通両側）地内

中・聚楽廻東町27番

上・千本通下立売下る小山町908番66

中・西ノ京内畑町29-58,29-59

1/16

1/7

2/18，4/9

1/14

3/11

1/6．8．9

3/16

1/16．19

2/6

2/9

2/4

2/26

2/20

08/10/6～

09/2/9

3/27，4/9

1/19

1/26

-0.38m，時期不明の包含層（丸・平瓦）

-0.33mまで現代癖士。

巡回時、工事終了。

-0.15m、近世以降の包含層。

-0.15mまで現代驍十。

-0.34m.-0.63m・-0.72m，近世以降の包含層3．

-1.2m以下、明黄褐色砂礫の地山。

-0.3m以下、明黄褐色砂礫の地山。

-1.3mまで現代礁十

-0.2mで暗オリーブ色砂泥を検出。遺構、遺物は

検出できず。

-0.2mまで現代癖十・

-0.23mまで現代盛十・

-0.2mまで現代盛土。

-0.9mまで現代盛土。

朱雀門内で整地層を検出。本報告3ページ。

BM-0.25mで近世以降や江戸の落込（土師器皿）

に切られる形で明黄褐色粘土を検出。この層は

推定の含嘉堂の整地層の可能性あり。

-0.35mまで現代礁十。

-0.5mまで現代礁十。

08K401

８
５
２
１
哩
哩
８
８
０
０

08K396

08K525

08K389

08K543

O8K337

08K369

08K492

６
９
４
４

０
２
０
７

哩
哩
唖
廻

８
８
８
８

０
０
０
０

08K513

２
７
５
３
哩
哩
８
８
０
０

HQ352

１
３
４
８
３
３
Ｑ
Ｑ
Ｈ
Ｈ

HQ350

HQ403

HQ340

HQ409

４
４
５
７
３
３
Ｑ
Ｑ
Ｈ
Ｈ

HQ376

３
８
５
２

７
８
８
４

３
３
３
２

Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

HQ425

５
１
５
６
３
３
Ｑ
Ｑ
Ｈ
Ｈ

１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

北辺二坊一町

一条二坊十五町

一条四坊九町

二条三坊六町

二条四坊十二町

上・大宮通今出川下る薬師町～黒門通

中立売上る飛騨殿町地先

上・西洞院通下長者町下る丁子風呂町

上・京都御苑（大宮仙洞御所ほか）

中．衣棚通竹屋町下る花立町257番地

中・鍛冶屋町368番地（富小路殿公園）

08/10/31～

09/4/9

2/4～6．

10．12

1/29．30、

2/2～6．

10．12．

13．16．

17

1／15．19

3/12

-1.35mまで現代鱒士。

NO1;-1.44m、室町の包含層（土師器皿、瓦

器）。-1.94m以下、明褐色砂泥の地山。

NO2;-0.7m.-1.53mで近世以降の包含層2．

Nu2;-0.1m、近世以降の包含層。

NO4;-0.14m～-0.7m、近世以降の路面及び整

地層4．NO6;-0.3m，時期不明の包含層。

NQ7;-0.5m、近世以降の落込。NO8;-0.28m~

-0.52m，近世以降の路面及び整地層3．

-0.9m、江戸初期の包含層（土師器皿、輸入白

磁皿）

BM+0.18m、近世以降の包含層。

-0.2m～-0.38m，近世の整地層5．

08K334

O8H387

O8H448

O8H274

O8H472

HL266

HL372

HL367

HL353

HL405

２
２
３
３
３
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

三条一坊二町

町
町
八
六
坊
坊
一
一
一
一

条
条

一
一
一
一
一
一

三条四坊十三町

四条一坊十三町

四条三坊八町

四条四坊十四町

四条四坊十四町

五条三坊十一町

五条四坊一町

町
町
町
町

一
十
十
十

坊
坊
坊
坊

一
一
一
一
一

条
条
条
条

六
七
七
七

七条二坊十五町

七条三坊五町

七条四坊十二町

町
町
三
十
坊
坊
一
一
条
条
九
九

九条一坊十五町

九条二坊十三町

九条二坊十六町

九条三坊五町

九条四坊九町

中・西ノ京北聖町26

中・西ノ京北聖町51番地他（中京中学校）

中・衣棚通御池下る長浜町154番2

中・寺町通三条上る天性寺前町530番

中・四条通大宮西入錦大宮町116番地先外

中．六角通室町西入玉蔵町133番、

室町通三条下る烏帽子屋町500番1

中・御幸町通錦小路上る船屋町382

中・寺町通蛸薬師下る円福寺前町

285，286，287

下・烏丸通仏光寺下る大政所町675、

仏光寺通室町東入釘隠町257

下・綾小路通東洞院東入神明町

238番地

下・中堂寺命婦町20番地光徳公園

下・二人司町3の一部

下・二人司町3の一部

下・堀川通花屋町下る本願寺門前町

60番地

下・油小路通花屋町下る仏具屋町

232番地

下・烏丸通七条上る常葉町

下・七条通間之町東入材木町452、

452-1.2,507-2、

西木屋町七条上る新日吉町135-2

南・八条内田町70

南・壬生通八条下る東寺町地先

南・大宮通八条西入東寺町554

南・西九条蔵王町～西九条春日町地先

南・西九条北ノ内町13-1他

南・九条通り南側、油小路通～烏丸通

地内

南・東九条岩本町23-1,22-5,22-6、

22－7，22－8，22－9

3/11．12．

16，4/9

3/16

2/13．16．

18．23

3/2

3/16．23

2/26

3/9

08/12/8．

16．19

09/1/9

2/23

3/16

1/13．15・

27

1/21．26

５
９
●
●
４
４
ノ
ノ
３
３

08/12/5．

22．24～26、

09/4/15

3/16．18．

23．25

1/27

3/2～5．9

3/5．9

3/27．30

3/10．16．

17

2/18～3/2

1/5．6、

2/24，3/2

08/8/19～

09/3/2

2/9

Nol;-0.82m、鎌倉～室町の包含層（輸入白磁

蓋）。-1.33m以下、オリーブ褐色細砂の地山。

NO2;-0.4m、近世以降の包含層。-1.18m以下、

オリーブ褐色砂礫の地山。恥3；-0.16m、近世

以降の包含層。-0.69m以下、暗オリーブ色細砂

の地山。

-0.25mまで現代盛土。

NO1;-0.6m～-2.18m、室町の包含層（土師器

皿、瓦器)4｡NQ2;-1.25m、鎌倉の包含層

(土師器皿、輸入青白磁、輸入白磁皿）

-1.7m，平安末期～鎌倉の落込（土師器皿、須

恵器）。-2.05m以下、黄褐色砂泥の地山。

-0.55m.-1.0m，近世以降の包含層2．

-1.7mまで現代盛土。

巡回時、工事終了。

NO1;-1.0mで黒褐色砂泥を検出。

Nq2;-1．0mでにぶい黄褐色砂礫を検出。遺構、

遺物は検出できず。

-6.0mまで現代盛土。

-0.8mまで現代盛土。

NO1;-0.6m、近世以降の包含層。

NO2;-0.6m、近世以降の瓦溜。

-2.2mまで現代盛土。

-0.7m，近世の包含層。

-0.15m，近世以降の包含層。

江戸後期以降の「御茶所」に関連する遺構（礎

石列、土間タタキ、竈、暗渠など）を検出。『

都市内遺跡試掘調査報告平成20年度』に掲載。

NO1;-0.35m，時期不明の整地層。

Nu2;-0.1m、東面する時期不明の石垣。

NQ3;-0.95m、時期不明の包含層（土師器）

-0.45mまで現代盛土。

NO3;-0.5m、近世以降の包含層。

京

NQ4;-1.27m以下、にぶい黄褐色砂礫の地山。

巡回時、工事終了。

-0.23m、近世以降の包含層。-0.55m、時期不

明の包含層（土師器、須恵器、平瓦）

NO1;-0.2m、時期不明の落込。-0.27m,近世

以降の落込（平瓦）。-0.33m、時期不明の落込。

NQ2;-0.35m，鎌倉の包含層（土師器皿）

-0.44m 鎌倉の落込（土師器皿）

-0.94mまで現代盛土。

-1.35m、近世以降の包含層。-1.85m以下、

暗オリーブ色砂礫の地山。試掘調査済地点。

-0.9m以下、灰白色微砂の地山。

-0.5m、暗オリーブ色砂礫の氾濫状堆積。

O8H421

O8H522

08H346

O8H408

08H302

08H458

O8HO80

O8H420

O8H491

O8H263

怨
坐
姫

Ｈ
Ｈ
Ｈ

８
８
８

０
０
０

20N043

O8H433

０
７
７
２
４
４
Ｈ
Ｈ
８
８
０
０

O8H436

08H558

O8H519

８
７
３
２
４
３
Ｈ
Ｈ
８
８
０
０

O7H544

O8H417

HL404

２
０
１
８
４
３
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ

０
０
１

１
９
０

４
３
４

Ｌ
Ｌ
Ｌ

Ｈ
Ｈ
Ｈ

HL320

HL387

HL411

HL347

９
６
７
６

５
９
９
１

３
３
３
３

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

HL407

４
３
６
９
３
３
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ

８
６
９
２
３
４
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ

HL402

４
８
８
３
３
３
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ

HLl70

HL377

7

２
２
３
３
４
５
５
５
５
５
４
６
６
６
６
７
７
６
６
６
６
６
６
７



平安京右京(HR)

洛北地区(RH)

太秦地区(UZ)

－72－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

三条二坊三町

四条二坊十一町

町
町
三
五
坊
坊
四
一
条
条
四
五

町
町
町
町
町

一
三
五
九
三

坊
坊
坊
坊
坊

三
二
一
三
四

条
条
条
条
条

五
六
七
八
八

中．西ノ京樋口町65番地lの一部、

66番地1

右・西大路通西側、三条通～四条通一

筋北地内

右・山ノ内瀬戸畑町32

下・中堂寺北町～中京区壬生松原町

地先

右・西院巽町15

下・西七条赤社町～西院南高田町地先

下・朱雀北ノロ町31

右・西京極下沢町～西京極佃田町地先

右・西京極中沢町1番地の17西中公園

3/9

08/11/18～

09/3/3

1/8

1/14～4/8

3/19～30

3/30～6/29

3/23

1/9～3/25

2/16

-0.25mまで現代盛土。

恥3;-1.05mで灰黄褐色粘土の地山を切って時

期不明の土坑。NO4;-0.8m，平安の包含層（平

瓦)｡NQ6;-0.7m、近世以降の包含層。

-0.3mまで現代南十。

NQ5;-0.58m以下、灰黄褐色砂泥の地山。

NQ6;-0.25m，近世以降の包含層。

NQ7;-0.65m以下、オリーブ褐色砂礫の地山。

-0.55m以下、にぶい黄褐色砂礫の地山。

-0.57m，時期不明の包含層。

-0.3m以下、にぶい黄褐角粘土の地山。

-0.63m以下、灰オリーブ色粘土の地山。

巡回時、工事終了。

O8H508

O8H231

O8H383

08H373

５
２
４
６
０

盤
副
鮨
叩
“

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

８
８
８
８
８

０
０
０
０
０

HR399

HR298

“
団
３
３
駅
駅

６
８
７
５
１

４
４
４
３
３

１
２
１
４
８

脈
睡
醒
駅
駅

9

11

10

11

10

11

13

12

12

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

下鴨半木町遺跡

上 京 遺跡．

新町校地遺跡・

相国寺旧境内。

室町殿跡

(花の御所）

御土居跡

史跡賀茂別雷

神社境内

植物園北遺跡

史跡賀茂別雷

神社境内

植物園北遺跡

植物園北遺跡

植物園北遺跡

上 京 遺跡

御土居跡

北野遺跡。

北野廃寺

栗栖野瓦窯跡

左・下鴨本町～下鴨膳部町他地内

上・上立売通新町通～烏丸通地内

上・御車道今出川下る二丁目栄町366番

北・上賀茂本山339番地1地先

北・上賀茂本山～上賀茂藤ノ木町

地先

北・上賀茂松本町81番地3

左・下鴨水口町19-1

上・新町通上御霊前上る下清蔵口町

133番28

北・紫野南花ノ坊町、紫野西土居町地内

北・北野紅梅町77-2

左京区岩倉幡枝町655番地他

3/2～31、

4/1～23

08/11/14~

12/9，

09/1/8～

3/11

1/9～27

08/8/27～

09/4/28

1/30、

2/2～23、

3/2．4

2/20．23

3/16

2/17

1/20．29

3/25

08/12/16～

09/7/27

時期不明の竪穴住居杜と考えられる土坑を検出。

本報告17ページ。

NO4;-0.6m、室町の溝状堆積（土師器皿、施釉

陶器）

-0.82mで近世以降の氾濫状堆積。

NQ3;-0.14m、近世以降の包含層。

NQ9;-0.9m、平安中期の包含層（土師器皿）

NQ19;-0.23m、近世以降の包含層。

-0.6m，平安中期～後期の包含層（土師器皿）

-1.33m以下、黄褐色砂泥の地山。

巡回時、工事終了。

NO1;BM-0.61m、時期不明の包含層（土師

器)｡NO2;BM-0.62m，時期不明の焼土と炭

を含んだ遺構。

-0.95m以下、黒褐色砂礫の氾濫状堆積。

-1.56mまで現代礁十．

-0.15m、時期不明の包含層（土師器、磁器）

-0.7m以下、黄榿色微砂の地山。盛土層から平

安の須恵器喪を採集。

O8S382

O7S218

O8S283

20NO20

O8S462

O8S488

08S517

O8S487

O7S475

08S359

O8S404

２
９
６
６
８
６
８
２
８
１
１

９
８
４
８
６
８
０
８
５
２
３

３
２
３
１
３
３
４
３
３
４
３

顕
四
囲
田
四
四
四
四
四
四
四

１

１

１
１

１
１
１
１
２
２
２

－
一
一
一
一
－

０
０
０
１
１
１
１
３
３
３
４

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

御堂ヶ池古墳群．

太秦馬塚町遺跡

上ノ段町遺跡

上ノ段町遺跡

右・梅ケ畑向ノ地町地内

右・太秦乾町2番地の5太秦乾公園

右・嵯峨野開町1番地の1

(京都市立蜂ヶ岡中学校）

3/2

1/28

1/23、

2/19

巡回時、工事終了。

NQ1;-0.5m、時期不明の落込。Nq2;-0.46m

で明黄褐色砂泥の地山を切って時期不明の土坑。

-0.38m、近世以降の包含層。-0.64mで黄褐色

砂泥の地山を切って時期不明の落込。

O8S514

08S441

O8S358

UZ394

UZ365

UZ360

16

16

16



北白川地区(KS)

洛東地区(RT)

烏羽地区(TB)

－73－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

史跡仁和寺御所跡

仁和寺院家跡

和泉式部町遺跡

嵯峨遺跡

嵯峨遺跡

嵯峨遺跡．

臨川寺境内

大覚寺古墳群

右・御室大内33

右・花園岡ノ本町4番13他

右・太秦森ヶ東町地先

右・嵯峨天竜寺若宮町16－1，20－21

右・嵯峨釈迦堂大門町他地内

右・嵯峨天龍寺造路町19

右・嵯峨大沢柳井手町28番8

3/17．23

3/2

08/7/15～

09/4/9

2/2．3．

5．6．10

08/12/8，

09/2/16

3/27．30

3/12～19

仁和寺の西側築地の改修工事に伴う石垣部分の

試掘調査後の立会調査。調査成果は全て試掘調

査に掲載。

-0.3mまで現代盛土。

-0.73mで黒色砂泥を検出。遺構、遺物は検出で

きず。

NO1;-0.5m、近世以降の包含層。

NQ3;BM-0.65mでにぶい黄褐色砂泥の地山を

切って室町の土坑（土師器皿）

BM+0.13mでオリーブ褐色砂泥の地山を切って

中世～近世の落込（平瓦）

BM-0.05m以下、明黄褐色砂泥の地山。

BM+0.69m以下、明黄褐色砂泥の地山。

20N062

O8S516

08S169

O8SO73

O8S398

O8S506

O8S521

UZ413

UZ391

UZ120

UZ369

UZ318

UZ427

UZ406

16

16

16

16

16

16

16

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

北白川追分町遺跡

小倉町別当町遺跡

金戒光明寺境内

岡崎遺跡

法勝寺跡

岡崎遺跡。

法勝寺跡

白河南殿跡

白河街区跡

左・北白川蔦町23－2

左・北白川東小倉町35番地

左・黒谷町121番

左・岡崎南御所町11番、30番1，

30番2

左・岡崎法勝寺町22番地

左・夷川通川東吉永町275

左・川端通より五筋東二条上る難波町

217番及び218番

08/12/19~

09/1/13

3/17．18

2/9

3/24

1/27．29、

2/18．19

3/30

3/9．11

-1.84m以下、明黄褐色細砂の地山。

縄文前期の包含層を検出。本報告30ページ。

-1.23m以下、明褐色細砂の地山。

-0.27m、近世以降の包含層（平安の平瓦が混

入）

-1.9m以下、にぶい黄榿色細砂の地山。

-0.6mまで現代盛土。

NQ1;-0.3m，にぶい黄褐色砂礫の氾濫状堆積。

NQ2;-0.2m 近世以降の包含層。

O8S236

O8S574

08S432

08R454

O8R228

O8R537

08S494

KS334

４
３
４

５
８
０

１
７
２

琿
琿
窪

KS363

９
０
２
０
４
４
癩
暉

17

17

17

17

17

17

17

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

法住寺殿跡．

六波羅政庁跡

中臣遺跡．

中臣十三塚

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

山科本願寺跡

東・茶屋町527番地

山・西野山中臣町71-6の一部、71－43

山・西野山中臣町75-22

山・勧修寺東栗栖野町地先

３
２
１

－
一
一

２
２
２

４
４
４

３
３
３

崎
崎
崎

ケ
ケ
ケ

金
金
金

西
西
西

寺
寺
寺

修
修
修

勧
勧
勧

山
山
山

山・西野山階町11-5の一部、

11-6の一部、29-16の一部及び85

1/7

3/26

3/17

1/26，2/2

3/23

3/23

1/13

08/10/20･

22，12/11、

09/1/19

-1.14mで近世以降の包含層（平瓦）を切って近

世以降の落込（平瓦）

-0.32mまで現代盛土。

-0.36mまで現代盛土。

-0.45m以下、明黄褐色砂泥の地山。

巡回時、工事終了。

-0.26mまで現代盛土。

-0.3mまで現代盛土。

Nol;BM-0.5m，室町後半の包含層（土師器）

山科本願寺の整地層。NO6;BM-1.47m以下、

褐色砂泥の地山。試掘調査済地点。

O8SO62

08N540

08N465

08N455

08N449

08N527

08N450

08S103

２
３
４
２
９
８
８
７

３
４
４
３
４
４
３
２

４
２
１
６
１
１
４
５

画
画
、
、
麺
画
画
面

３
３
３
３
３
３
１

一
一
一
一
一
一
一

18

23

23

23

23

23

23

25

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

鳥羽離宮跡 伏・中島宮ノ前町23番 3/25～30 -1.3m、暗オリーブ灰色粘土の湿地状堆積。 O8T380 TB422 22－1



伏見・醍醐地区(FD)

長岡京地区(NG)

－74－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

伏見城跡．

桃山古墳群

(永井久太郎古墳）

伏見城跡。

御香宮廃寺

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見稲荷

大社境内

伏・桃山町永井久太郎68番地

伏・桃山町松平筑前～鍋島町地先

(一般国道24号）

伏・深草泓ノ壺町～鑓屋町地先

(一般国道24号）

伏・京町北八丁目～桃山長岡越中北町

地内

伏・桃山井伊掃部東町～豊後橋町

伏・桃山長岡越中北町～桃山町松平筑

前地先（一般国道24号）

伏・桃山筒井伊賀東町

伏・京町六丁目49番1

伏・鍋島町～豊後橋町地先

(一般国道24号）

伏・桃山町三河他

伏・桃山町本多上野107番、108番

伏・桃山町本多上野18番3の一部

伏・深草藪之内町

(伏見稲荷大社境内）

1/20

08/7/22～

30，8/5～

27，9/3～

30,10/2~

31,11/5～

27,12/1～

16

09/1/13．

19，2/2～

23，3/2～

25

08/7/23～

09/7/16

08/12/1～

09/3/5

08/9/9～

09/4/3

08/9/24～

09/3/25

1/13～2/16

2/9

08/8/22～

09/4/24

1/7～2/23

2/3

1/28

2/2．9．

12．16．23

-0.27mまで現代感十・

NQ6;-0.4m、近世（平･鬼瓦）の土坑。NO8;

-0.77mで鎌倉の包含層（瓦器鍋）を切って近世以

降の落込（土師器、施釉陶器)｡NO10;-0.79m、

桃山～江戸前期の土坑（土師器、丸・平瓦）

-0.8m、桃山～江戸前期の落込（軒丸瓦．瓦）

-0.86m，桃山～江戸前期の包含層（土師器皿）

-0.87mで灰白色細砂の地山を切って桃山～江戸

前期の土坑（丸瓦)｡NQ12;-0.93m、時期不明

の包含層（瓦器）。-1.14m以下、赤褐色砂泥の

地山。NQ13;-0.95m，時期不明の落込（平瓦）

NQ25;-0.7m、古墳の包含層（須恵器喪、埴輪）

BM-0.17mで近代のインクラインに伴う石垣を

検出。

-2.65m以下、明黄褐色粘土の地山。

NO2;-1.2m以下、黄榿色粘土の地山。

NO3;-0.48m、近世以降の包含層（丸・平瓦）

NQ7;-1.3m、近世以降の包含層。

-2.3m以下、黄榿色砂泥の地山。

NO4;-1.4mで桃山～江戸前期の包含層（平瓦）

を切って時期不明の落込（丸瓦）

NQ5;-1.09m，近世以降の士坑（軒平瓦、丸・

平・道具瓦、桟瓦)｡NQ9;-0.46m、時期不

明の路面。-0.96m，江戸の包含層（土製品）

-1.62m以下、明褐色粘土の地山。

NO10;-1.35m，桃山～江戸前期の包含層（丸瓦）

-0.86m以下、明褐色砂泥の地山。

-0.45mまで現代癖十一

NO5;-1.7m以下、褐色砂泥の地山。NO9;

-1.07m、時期不明の路面。NO13;-1.02m以下、

明黄褐色砂礫の地山。NQ17;現代盛土層から紀

年銘の染付御猪口が出土。本報告69ページ。

-0.3mまで現代鱒十・

BM-0.43mまで現代感十．

BM+0.85m以下、明黄褐色細砂の地山。

-0.54m、中世の包含層（平瓦）

-0.64m以下、浅黄色細砂の地山。

07F501

07F088

07F086

07F502

08F117

O7FO87

08F360

08F乳64

07F089

O8F196

08F391

08F459

08S348

FD356

FD126

FD130

FD313

FD199

FD226

FD349

FD379

FD175

３
１
６
０

４
７
６
７

３
３
３
３

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ

14

14

14

14

14

14

14

14

14

14．15

15

15

23－4

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

左京三条四坊十二町

左京四条四坊三町

左京四条四坊四町

左京九条三坊十一・

十二・十三・十四・

十五町、四坊一・

二町

伏・久我西出町地内

伏・羽束師菱川町531,536

伏・羽束師菱川町741番地他

伏見区府道京都守口線、納所星柳～

淀本町地内

3/26

2/26、

3/2．3

5/22．25

3/3

08/11/4～

09/8/18

-0.71mで灰オリーブ色砂泥を検出。遺構、遺物

は検出できず。

Nul;BM-0.52m，時期不明の落込。-0.58m以

下、明黄褐色粘土の地山。NQ2;BM-0.6m、平

安～江戸の包含層（土師器皿=中世、須恵器喪＝

平安、施釉陶器唐津皿=江戸)｡NO3;-0.27m

平安の包含層（須恵器杯）。試掘調査済地点。

-0.3mまで現代盛土。

-1.3m，灰色泥土の湿地状堆積。

O8NG528

O8NG466

O8NG523

08NG194

NG424

NG389

５
４
９
７
３
２
Ｇ
Ｇ
Ｎ
Ｎ 8一

19

19

19

25



南桂川地区(MK)

－75－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

中久世遺跡．

下久世溝跡

上久世遺跡

近接地

福西古墳群

福西古墳群

南・久世殿城町468番地の一部

南・久世高田町久世高田第二公園

(仮称）建設予定地

西･大枝東長町地先

西・大枝東長町1-564,1-565

1/6．7

08/6/11、

09/4/9

2/6．10

1/20

-0.16m，近世以降の包含層。

巡回時、工事終了。

~0.39m以下、オリーブ色砂泥の地山6

-0.23mまで現代盛土。

O8S332

O8SO63

O8S483

08S442

MK339

MKO82

MK375

MK357

２
５
６
６

２
６
俳
匪

２
２
２
２



Ⅱ2009年4～12月期（平成21年度）

平安宮(HQ)

－76－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

大蔵省

大蔵省

大蔵省

大蔵省

大蔵省

大蔵省

主殿寮

主殿寮

大宿直

大蔵庁

正親司

右近衛府

宴松原

宴松原

内蔵寮

縫殿 寮

梨本

左近衛府

左近衛府

左近衛府

左近衛府

内裏

右兵衛府

右兵衛府

真言院隣接地

南 所

左兵衛府

東雅院

院
寮
寮
寮
院
院
院

雅
馬
薬
薬
楽
堂
堂

西
左
典
典
豊
朝
朝

院
院

堂
堂

朝
朝

上‘六軒町通中立売上る西中筋町19

上・福寺通中立売下る菱丸町170番地他

上・浄福寺通中立売下る菱丸町182

上・千本通中立売上る玉屋町41

上・浄福寺通中立売下る菱丸町169-13

上・浄福寺通一条下る東西俵屋町

166-2,167-15

上・中立売通日暮東入新白水丸町462-7

の一部、462-51の一部、462-13の一部、

裏門通一条下る今新在家町206-5の一部、

206-7,206-18,206-33

上・一条通智恵光院西入南新在家町

340-3

上・上長者町通智恵光院西入須浜町

570番地の一部

上・七本松通仁和寺街道上る一番町

107番地仁和公園

上・下長者町通七本松西入鳳瑞町

222番地6

上・御前通下立売上る三丁目東入三助

町280番22

中・聚楽廻西町173

上・七本松通下長者下る三番町268-5

上・千本通上長者町下る革堂前之町

115－2，117，119

下長者町通千本西入六番町370

上・下長者町通浄福寺西入新御幸町46

44-3

上・上長者町通裏門東入須浜町

565番地の1

１
１
３

－
一
一

８
８
４

６
６
２

５
５
６

町
町
町

浜
浜
堀

須
須
東

入
入
る

東
東
上

門
門
町

裏
裏
者

通
通
長

町
町
下

者
者
通

長
長
宮

上
上
大

●
●
●

上
上
上

上・大宮通上長者町東堀町615-7

上・出水通土屋町西入西神明町325-2、

327-1

上・下立売通七本松西入西東町335-5

上・下立売通七本松西入西東町336番地

中・聚楽廻中町30番4

上・智恵光院通出水下る分銅町575

上・日暮通下立売上る天秤町585-4、

585-7、日暮通下立売上る西入分銅町

574-1,574-2

上・下立売通大宮西入浮田町610-1、

612-3

上・中務町486-76

中・西ノ京南両町33-10

中・聚楽廻松下町4-12

中・聚楽廻松下町2－7

中・聚楽廻中町53-10

中・聚楽廻南町24-6

中・聚楽廻東町27番4(NO2)

中・聚楽廻東町27－7，27－17（5号地）

中・聚楽廻東町27-14（12号地）

12/16

6/22

6/24．25

8/21

10/5

12/16

6/29，7/2

8/11．17

11/13．16．

27,12/2

8/24～26

12/1

4/14

12/16

4/10

8/7．11

4/2

8/6

9/8

9/8

9/14

11/9．

10．12

11/2

6/29

9/28

10/20

4/27

4/17

8/5

8/21

11/18

8/19

10/27

5/18

5/20

7/3

7/31

7/31

-0.3mまで現代癖＋。

-0.26mまで現代需十。

-0.2mまで現代盛土。

-1.2mまで現代盛土。試掘調査済地点。

-0.3mまで現代盛土。

-0.2mまで現代盛土。

-0.66mで黒褐色砂泥を検出。遺構、遺物は検出

できず。試掘調査済地点。

-0.1mまで現代祷十、

BM+0.12m、近世の焼瓦土坑。

-1.75m以下、黄褐色微砂の地山。

-0.3mまで現代礁十。

-0.25mまで現代癖十”

-0.08m以下、オリーブ色粘土の地山。

巡回時、工事終了。

-1.13m、時期不明の落込。

-1.65m以下、にぶい黄褐色砂泥の地山。

-0.4mまで現代礁十。

-0.35mまで現代礁十．

-0.4mまで現代熊十・

-0.3mまで現代盛十・

-0.25m、近世以降の包含層。

-0.46mで灰オリーブ色砂泥の地山を切って時期

不明の落込。

巡回時、工事終了。

BM-0.12mまで現代癖-t。

-0.5mまで現代盛土。

-0.4mまで現代盛土。

-0.3mまで現代盛土。

BM-0.13mまで現代盛土。

-0.5mまで現代鱒十・

-0.22mまで現代盛土、

BM-0.49m，オリーブ黒色泥土の湿地状堆積。

BM＋0.5m～+0.05mまで現代礁十。

-0.3mまで現代櫓十一

BM+0.05m、近世以降の包含層。

-0.65mまで現代癖十、

BM-0.31mで褐色砂泥を検出。遺構、遺物は検

出できず。

-0.4mまで現代需十、

-0.4m，近世以降の包含層。

09K328

09K105

09KO81

09KO13

09K299

09K372

09K041

09K103

09K288

09K196

09K229

08K550

09K415

O8K549

08K278

08K565

09K195

O9KO94

09KO93

09K204

09K292

09K330

09K101

09K228

09K238

08K544

08K552

09K068

09K201

09K257

09K123

09K333

08K548

08K551

09K169

O9K205

09K206

７
４
１
５
９
８

４
０
１
９
５
４

３
１
１
１
２
３

Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

HQ119

HQ181

HQ313

HQ196

HQ332

HQ16

９
３
７

４
１
７

３
０
１

Ｑ
Ｑ
Ｑ

Ｈ
Ｈ
Ｈ

HQOO5

HQ174

１
０
０
６

２
２
３
０

２
２
２
３

Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

HQ295

６
５
９
６
６

１
４
７
３
２

１
２
２
０
Ｏ

Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

HQ173

３
７
０
７
７
０
３

９
１
８
８
５
６
２

１
３
１
２
０
０
１

Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

７
３
６
６
１
１
Ｑ
Ｑ
Ｈ
Ｈ

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１



平安京左京(HL)

－77－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図H
画
ｃ
ｐ
７
Ｌ
も

院
院
院
院
院
院
院
院
寮
寮
省
官
寮

堂
堂
堂
堂
堂
堂
堂
堂
炊
炊
内
祇
陽

朝
朝
朝
朝
朝
朝
朝
朝
大
大
宮
神
陰

中・聚楽廻東町

中・聚楽廻東町

中・聚楽廻東町

中・聚楽廻東町（11号地）

中・聚楽廻東町（3号地）

上・竹屋町通千本東入主税町1178番3

上・千本通二条下る聚楽町854,856

856-2,856-3,中・聚楽廻南町

29－2，29－4，29－6

上・千本通二条下る聚楽町854の一部

上・丸太町黒門東入藁屋町535-27

上・丸太町通黒門東入藁屋町535-116

上・竹屋町通千本東入主税町1115-2

中・二条通堀川西入二条城町541

上・智恵光院通丸太町下る主税町964

8/28

8/28

8/31

9/28

9/29

11/30

10/19．27

10/30

8/21

4/15

5/8

7/9．13～

15．22。

28，8/3．

4

9/9．10

-0.2mまで現代盛土。

-0.3mまで現代盛土。

-0.15mまで現代盛土。

-0.25mまで現代盛土。

-0.2mまで現代盛土。

-0.45mまで現代盛土。

-0.86m以下、黄褐色粘土の地山。

-1.15mまで現代盛土。

-0.25mまで現代盛土。

-0.1mまで現代盛土。

-0.4mまで現代盛土。

Nol;-0.37m、近世の包含層（丸・平瓦）

-0.5mで上面平坦な石を検出。NQ3;-0.16m，

中世の包含層（平瓦）。-0.22m，時期不明の

包含層（瓦)｡NO4;-0.25m、江戸後期の

包含層（染付椀）。-0.4m、近世の包含層（平

瓦)｡No5;-0.5m、時期不明の土坑（土師器、

平瓦)｡NO6;-0.25m，近世以降の包含層。

NO7;-0.35m，時期不明の包含層。

NO8;-0.16m、平安の包含層（平瓦）

NO9;-0.4m、時期不明の包含層（平瓦）

-3.0mまで現代盛土。

09K268

09K267

09K266

09K309

09K308

09K389

09K282

09K329

09K219

09KOO3

09KOO7

20NO83

09K286

４
３
６
６
９
８
６

０
０
０
４
４
２
７

２
２
２
２
２
３
２

Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

３
２
２
０
４

９
９
２
５
３

２
１
０
０
１

Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ
Ｑ

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

HQ225

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

北辺二坊六町

町
町
町
町
町

二
二
十
二
一
十

坊
坊
坊
坊
坊

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

条
条
条
条
条

一
一
一
一
一

一条三坊六町

一条三坊十一町

二条二坊七町

二条二坊十四町

二条二坊十四町

二条三坊一町

二条三坊三町

二条三坊十三町

二条四坊六町

二条四坊十三町

二条四坊十四町

上・油小路堀川の間中立売下る突抜町

45の一部

上・黒門通下長者町下る吉野町689-2

上・黒門通下長者町下る吉野町689-3

上・油小路通出水上る大黒屋町49番地

上．油小路通椹木町上る西裏辻町268

上・西洞院通上長者町下る頭町～

中長者町通新町西入仲之町地先

上・下立売涌室町西入東立売町260-3、

衣棚通出水下る常泉院町146-1

上・下立売通烏丸西入五町目町180-1、

180-2,182-1

上・猪熊通丸太町下る中之町507-6

中・下丸屋町450番地

中・油小路通竹屋町下る橋本町495番地

中・梅屋町174番地の1

梅屋広場公園

中・釜座通竹屋町下る亀屋町326番、

326番の1の一部

中・車屋町通二条上る真如堂町314-1、

315

中・高倉通夷川上る福屋町736番

中・御幸町通夷川下る達磨町613－1．2

中・御幸町通竹屋町下る松本町586

12/7

8/17

9/14

4/13

10/1

8/20．

25．31

6/10．

11．17

6/26．29、

7/3．7

8/5．

6．11

6/15．17

10/21

12/14．16

6/8

7/24．30、

8/4

10/13．15

11/4～26

11/2

-0.45mまで現代盛土。

-0.3mまで現代盛土。

-0.3mまで現代盛土。

-0.52mまで現代盛土。

BM-0.11mまで現代盛土。

-0.74m、時期不明の包含層（土師器）

-1.15m以下、明黄褐色泥砂の地山。

-1.12m、江戸後期の包含層（土師器皿、金属製

品煙管の管）

NO1;-0,77m、平安中期の包含層（土師器、黒

色土器壷）。-1.6m以下、褐色砂礫の地山。

NQ2;-0.8mで平安前期の包含層（土師器）を

切って平安中期の落込（土師器皿、須恵器鉢）

-1.4m以下、にぶい褐色砂泥の地山。

NQ3;-1.05m.-1.18m、平安中期の包含層

(土師器皿、輸入青白磁）2

BM-0.4m，江戸後期の包含層。

0m、近世以降の包含層。

-1.1m，近世の包含層。-1.67m、中世の集石遺

構（土師器皿、焼締陶器常滑喪）

-0.45mまで現代盛土。

-0.75m、江戸末期の包含層。

-0.2mまで現代盛土。

-1.1m、近世の包含層。

BM-0.14mで焼土を含む黒褐色砂泥を検出。

O9H296

09H174

09H224

08H509

09H253

09H138

O9HO55

O9HO80

O9HO71

O9HO15

O9H300

09H383

O8H497

O9HO82

４
０
８

８
７
４

２
２
３

Ｈ
Ｈ
Ｈ

９
９
９

０
０
０

HL334

HL187

HR231

HLO17

HL251

HL191

HLO92

HL115

HL172

７
１
１

９
８
４

０
２
３

Ｌ
Ｌ
Ｌ

Ｈ
Ｈ
Ｈ

HLO90

HL154

９
７
６

６
９
９

２
２
２

Ｌ
Ｌ
Ｌ

Ｈ
Ｈ
Ｈ

２
２
２
２
２
３
３
３
２
２
２
３
３
３
３
３
３
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

二条四坊十六町

三条一坊二町

三条一坊四町

三条一坊四町

町
町
八
二
坊
坊
一
一
一

条
条

一
一
一
一
一
一

三条二坊十町

三条二坊十六町

町
町
町
町
町

六
十
五
七
七

十

坊
坊
坊
坊
坊

三
三
三
四
四

条
条
条
条
条

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

三条四坊十三町

三条四坊十六町

四条二坊三町

四条二坊十三町

四条四坊三町

四条四坊十六町

五条一坊十一町

五条一坊十三町

五条一坊十四町

上・京都御苑3

中・西ノ京職司町58,59の各一部

中・西ノ京南聖町20（一部）

中・西ノ京南聖町～西ノ京勧学院町

地先

５
１
－
－
１
９
５
０２
２
町
一
屋
副
物
Ｌ
織
一
る
田
上
町
池
部
御
式
通
京
町
ノ
シ
西
新
中
中

中・油小路通押小路下る押油小路町

238-1

中・小川通二条下る古城町346

中・衣棚通御池下る長浜町158,161-2

中・龍池町他地内

中・押小路通烏丸東入西押小路町110-1

中・御所八幡町281

中・堺町通押小路下る扇屋町655番1，

658番2

中・御幸町通三条上る丸屋町331

中・二条麩屋町通西入る清明町674

中・四坊大宮町159

中・蟷螂山町481、下・傘鉾町60

中・錦小路通東洞院東入西魚屋町601番

中・寺町通三条下る永楽町241,242

243-1、六角通麩屋町東入八百屋町

113，115－1，115－2，115－3

御幸町通三条下る海老屋町333

中・壬生相合町～下・壬生川通仏光寺

下る坊門町地先

中・壬生相合町地先

下・高辻通大宮西入坊門町834番地

10/28

5/26

6/2．3

6/3～

7/3

4/20～27

8/26．27

4/16．

17．20

9/28、

10/8．9．

13

10/23

5/11，7/21

11/16．19

6/8．12

6/4．5．

15．17～

19．22

11/5～16

6/29，7/3

5/7．8．

11

11/6．

10．12

9/18．24．

28,10/7

9/4，

10/6．9．

14．19

5/25～27、

6/1

10/19～

11/10

6/11．

23～25

-0.75mまで現代礁十、

BM+0.43～＋0.07mまで現代盛土。

-1.0m以下、黄榿色砂礫の地山。

-0.68mで灰色粘質土の地山を切って平安の土坑

(土師器皿、瓦）

近世の石敷遺構を検出。本報告6ページ。

NO1;-0.25m，室町の包含層（土師器皿、平

瓦）。-0.4m，鎌倉後半～室町の土坑（土師器

皿)｡NO2;-0.9m，平安中～後期の包含層

(土師器皿、輸入白磁）

Nol;-1.42m，土取穴と考えられる室町～桃山

の土坑（土師器皿）。-1.8m以下、にぶい黄褐

色粘土の地山。NO2;-1.4m以下、にぶい黄褐

色細砂の地山。発掘調査済地点。

NQ2;BM-1.4m、中世以降の湿地状堆積（土師

器、輸入白磁、木製品漆器椀・加工木・曲物の

底・箸)｡NO3;BM-1.48m以下、褐色細砂の

地山

-0.441n，近世以降の包含層。

-1.1m、室町の包含層（土師器皿、須恵器）

-1.1mまで現代癖士。

-1.6m、江戸後期の包含層。

NQ3;BM-1.1m、近世の包含層。-1.6m、室町

の土坑（土師器、瓦器羽釜、焼締陶器喪）

-1.6m、鎌倉の落込（土師器皿、緑釉陶器、丸・

平瓦）。-1.75m以下、にぶい黄色砂泥の地山。

NQ4;BM-1.1m、近世の土坑。-1.6mでオリー

ブ黄色粘質土の地山を切って室町の土坑（土師

器皿・椀、須恵器壷、瓦器）

-0.72mまで現代需十。

-0.42m、江戸初期の包含層（輸入明染付皿、施

釉陶器唐津椀、施釉陶器美濃）

-0.3m、近世以降の包含層。-0.7m以下、黄褐

色砂礫の地山。

NO2;-0.4m、江戸の焼土層。-0.65mで褐色砂

礫の地山を切って室町の落込（土師器皿、瓦器

羽釜、輸入青磁皿、焼締陶器備前喪、丸瓦）

NO3;-0.74m，時期不明の落込。-0.84m以下、

灰黄褐色砂礫の地山。

-0.45m.-1.0m、近世以降の包含層。-1.4m以

下、にぶい黄褐色砂泥の地山。

-0.55m、時期不明の路面。東京極大路に位置す

る

-1.11mでオリーブ褐色細砂を検出。遺構、遺物

は検出できず。

-0.3mで黒褐色砂泥を検出。遺構、遺物は検出

できず。

NO1;-0.37m、室町の包含層（土師器皿）

-0.52m、室町の土坑（土師器皿、須恵器甕）

-0.72m，時期不明のピット

NO2;-0.5m、近世以降の包含層。-1.12m以下、

オリーブ褐色砂泥の地山。

O9H186

09HO17

08H575

09HO96

O8H490

09H146

O6H105

O9H136

09H294

09HO25

09H181

08H510

08H447

O9H331

07H436

O8H555

O9H167

O9H177

O8H411

O9HO52

O9H324

O9HO38

９
７
９
１
７
０
５
７
３
２
４
８
４
８
７
２
０
８
４
５
４
４

８
６
７
８
２
０
２
４
８
５
１
８
８
９
１
４
０
３
１
６
７
９

２
０
０
０
０
２
０
２
２
０
３
０
０
２
１
０
３
２
２
０
２
Ｏ

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

３
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
４
４
５
５
４
４
４
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

五条二坊六町

五条二坊十六町

五条三坊一町

五条三坊十町

五条三坊十三町

五条三坊十四町

五条四坊二町

五条四坊十一町

五条四坊十一町

五条四坊十二町

五条四坊十六町

六条一坊五町

町
町

一
ハ
ー
ー

坊
坊
一
一
一
一

条
条

一
ハ
ー
ハ

六条三坊十一町

町
町
四
六
坊
坊
四
四
条
条

一
ハ
ュ
ハ

七条一坊五町

七条二坊十二町

七条三坊四町

七条三坊十四町

七条四坊三町

七条四坊七町

七条四坊十一町

七条四坊十五町

八条一坊十五町

下・高辻通堀川西入富永町671,675-4

下・四条通油小路東入傘鉾町53，55

57，57－2．3

下・綾小路通西洞院東入矢田町～

下・四条通西洞院東入郭巨山町地先

下・室町通仏光寺上る白楽天町522-1、

仏光寺通室町東入釘隠町245番

下・烏丸通松原上る東側因幡堂町

699番地

下・仏光寺通烏丸東入上柳町333番地他

下・綾小路通東洞院東入神明町243

他3筆

下・柳馬場通仏光寺下る万里小路町179

下・柳馬塲通仏光寺下る雁金町157

下・麩屋町通高辻下る鍵屋町224番地

下・寺町通四条下る貞安前之町588番地

下・中堂寺鍵田町2－1，2－8，24－4、

25-6

下・中堂寺壬生川町12番9他

下・万寿寺通西洞院東入月見町57-1、

59

下・醒ヶ井通五条上る小泉町～

五条通烏丸西入醍醐町地先

下・間之町通五条下る大津町8

下・五条通烏丸東入松屋町～

五条通麩屋町東入本覚寺前町地先

下･夷馬場町30-23

下・油小路通七条上る米屋町167．

168番地

下・七条通新町西入夷之町695,695-2

下・東洞院通正面下る笹屋町269-1、

269-2,下数珠屋町東洞院西入橘町85－3

下・下珠数屋町通間之町西入西玉水町

283-4,283-5,294-3、312-1

下・富小路上枳穀馬場上る唐物町440

下・土手町通正面下る紺屋町396番地他

下・木屋町通正面上る鍵屋町188

下．歓喜寺町35-1他

5/12～15

10/15．16

9/24～11/10

9/10．14

10/21．23

6/23．25．

26．29

7/27.

28．30

10/27～11/2

9/10．14

9/10～18

10/27～29

4/2．8

11/6

4/7．8．13

11/19

7/23

7/13～17

7/23～12/4

8/17．19

10/30、

11／13．

16．18°

20．26

6/29

12/21．22

8/24～9/1

10/23

7/13．15．

17．21

5/21～6/1

4/15

NQ1;BM-1.33m、平安中期～室町の包含層

(土師器皿）。-1.58m以下、明褐色砂泥の地山。

NO2;BM-0.82mで平安前～中期の包含層（土

師器皿、緑釉陶器椀、黒色土器）を切って平安

後期～室町の土坑（土師器皿、須恵器椀、瓦器

椀）。-1.3m以下、褐色砂泥の地山。NO3;BM

-1.1m以下、褐色砂泥の地山。Nq4;

BM-0.77m、平安前期の包含層（土師器皿）

-0.22m，近世以降の包含層。

-0.95mまで現代盛土。

NO1;-1.8m、平安～室町の包含層（黒色土器、

土師器皿、須恵器鉢、瓦器火鉢、輸入青磁）

NO2;-0.7m、近世以降の包含層。

NO4;-3.2m以下、暗灰黄色細砂の地山。

Nol;-0.62m、近世以降の包含層。

NQ2;-0.85m、江戸の氾濫堆積（土師器皿）

NO1;-1.0m、江戸中期の包含層（肥前施釉陶

器椀、砥石）。-1.5m、飛鳥～奈良の包含層

(土師器甕)｡NO2;-1.34m，時期不明の土坑。

NQ3;-0.55mでにぶい黄褐色砂泥の地山を切っ

て時期不明のピット（土師器）

-1.75mまで現代盛土。

-1.5m，室町の包含層（土師器皿、輸入青磁）

-0.8m，近世の湿地状堆積。

-0.85m、江戸前期の包含層（土師器皿、伊万里

青磁皿）。-1.75m以下、暗褐色砂礫の地山。

-2.1mで暗オリーブ色砂礫の地山を切って室町

の土坑（土師器皿、焼締陶器甕、石製品硯）

-0.3mまで現代盛土。

-0.9m以下、オリーブ褐色砂礫の地山。

-1.06m、室町の包含層（土師器皿）

-1.18m以下、褐色細砂の地山。

-0.7mで黒褐色砂泥を検出。遺構、遺物は検出

できず。

鎌倉の包含層を検出。本報告67ページ。

-0.64mまで盛土のみ。

NQ1;-0.3m、近世の包含層。-0.5mでにぶい

黄榿色砂礫の地山を切って時期不明の落込。

NO2;-0.5m以下、褐色砂泥の地山。

No3;-1.0m、平安末期～鎌倉の包含層（土師

器皿、須恵器甕、輸入白磁壷、平瓦）

NO5;-1.15m，平安の包含層（土師器皿、須恵

器甕）。-1.7m以下、にぶい黄褐色砂泥の地山。

-0.95m、近世以降の包含層。

-0.9m、近世の包含層。

平安前期～中期の落込を検出。本報告68ページ。

BM-0.17mまで現代盛土。

。
◎

込
込
落
落
の
の
明
降
不
以
期
世
時
近
ｍ
、
７
５
４
８
０
０
－
－
２
３
恥
恥

-0.8m、オリーブ灰色粗砂の氾濫状堆積。

-1.04mまで現代盛土。

O9HO33

O9H304

O9H285

O8H149

O9HO62

O8H241

O9H246

O9H155

09H154

09H259

O8HOO2

O9H336

O7H598

09H192

O9H179

O8H566

09H180

O9HO92

O9H260

O9HOO5

09H419

O9H210

O9H307

09HOO6

O8H486

08H545

HLO54

HL272

HL241

HL227

HL106

HL155

HL286

９
８
５

２
２
８

２
２
２

Ｌ
Ｌ
Ｌ

Ｈ
Ｈ
Ｈ

HLOO6

HL302

１
８
１
１
Ｏ
３
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ

HL152

０
３
４
５
１
１
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ

HL186

HL292

８
６
１
５
１
３
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ

HL197

HL284

HL141

３
８
６
１
０
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｈ
Ｈ

5

４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
４
４
５
４
５
５
６
６
７
７
７
７
７
７
６



平安京右京(HR)

－80－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

八条二坊三町

八条二坊九町

八条二坊十五町

町
町
町
町

八
六
十
五

坊
坊
坊
坊

三
四
四
一

条
条
条
条

八
八
八
九

九条一坊十六町

九条一坊十六町

九条二坊五町

下・猪熊通塩小路下る二丁目南夷町

176－1，178－1

下・七条通油小路西入土橋町204

下・木津屋橋通油小路東入南町576-1、

577

下・七条通新町東入夷之町723-2

下・下之町56番地

下・上之町他地内

南・八条源町、四ツ塚町地内

南・大宮通八条下る九条町621-6

南・八条通大宮西入九条町621番38、

621番37

南・西九条川原城町28

6/8．9

7/31、

8/5．7

7/8

6/30～7/3

11/9

4/23～5/19

11/27

4/21～

5/8

5/29

12/21

平安後期の井戸を検出。本報告10ページ。

NO1;-0.5m，時期不明の包含層（青磁鉢）

-0.9m、室町の包含層（土師器皿）。-1.2m、

平安中～後期の包含層（土師器皿）。-1.35m以

下、暗灰黄色砂礫の地山。NO2;-1.5m、平安

中期の包含層（土師器皿）

-1.0mまで現代癖十一

-2.0mまで現代癖士。

-1.3m以下、にぶい黄褐色砂礫の地山。

-0.98m以下、灰オリーブ色砂礫の地山。

-0.58m，近代以降の包含層。-0.82m、褐灰色

泥土の湿地状堆積。-1.35m以下、黄灰色砂礫の

地山

Nn2;-0.37m、時期不明の包含層（土師器）

NQ3;-0.35m、室町の包含層（土師器皿）

-0.3mまで現代癖士。

-0.15mまで現代盛士。

O9HO72

O9H143

O9H126

O8H554

08H424

08H511

09H247

O9HOO9

O9HO26

O9H400

HLO87

HL164

HL131

０
４
２
７

２
０
３
２

１
３
Ｏ
３

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

HLO29

HLO73

HL353

６
６
６
７
７
７
６
６
６
６

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

町
町
五
四
坊
坊

一
一
一
一
一

辺
辺
北
北

一条二坊三町

一条二坊七町

二条二坊一町

二条四坊六町

三条一坊三町

三条一坊五町

三条一坊八町

三条一坊十一町

三条三坊十三町

三条四坊九町

三条四坊十一町

三条四坊十二町

四条三坊九町

四条三坊十一町

四条三坊十二町

町
町
四
八
坊
坊
一
一
条
条
五
五

五条二坊六町

北・大将軍川端町3番

北・北野西白梅町43番

上・上ノ下立売通御前西入大宮町

488-2.3.4,488-6の一部、483－1

の一部

上・堀川町527-3

中・西ノ京両町1－42，1－43，1－44

1－23

右・太秦安井馬塚町6番6の一部

中・西ノ京栂尾町3-14及び2－15

中・西ノ京小倉町3番地

中京区西ノ京星池町17-51

中・西ノ京東月光町32番地19他

中・西ノ京島ノ内町～西ノ京桑原町地先

右・太秦安井西沢町2番地の一部

右・山ノ内五反田町～山ノ内大町地先

右・山ノ内西八反田町4番4，5番4の一部

右・西院金槌町8番地、13-1,13-2、

13-4,10-16、国有地（未登記）

右・西院春栄町39番地他

右・西院乾町75番の一部、78番、

82番、82-1番

中・壬生松原町19－2

中・壬生高樋町24-8,24-9

中・壬生西桧町19

4/6

9/24．28

4/23．28．

30，5/1．

4．8

9/29

9/9

5/25～29

6/10～7/7

10/13～19

10/5．9

7/13．15

11/24~12/21

7/9．13

5/11～6/15

6/3～5

12/14．17

4/15．22．

24

12/21．

22．24

12/16

11/30、

12/2．4

11/24～

12/24

-0.94mまで現代礁十、

-0.27mで灰黄褐色砂泥を検出｡遺構、遺物は検

出できず。

NO2;-0.5m･-0.7m、時期不明の包含層（土

師器)2｡No3;-0.94m以下、オリーブ褐色砂

泥の地山。NQ4;-0.6m、中世の包含層（瓦器、

丸瓦）。-0.8m、鎌倉の包含層（須恵器甕、瓦

器羽釜、丸・平瓦）。-1.25m以下、にぶい黄褐

色砂泥の地山。

-0.55mで黄褐色微砂を検出。遺構、遺物は検出

できず。

掘削深-0.2mまで盛土のみ。

-0.25m、時期不明の包含層（土師器、須恵器）

-1.45m以下、オリーブ褐色砂礫の地山。

-1.1In以下、黄褐色砂礫の地山。

-0.1m，近世の落込（土師器、平瓦）

-0.86m以下、明赤褐色砂礫の地山。

-1.0mまで現代需十。

-0.68m以下、黄灰色粘土の地山。

-0.9m以下、にぶい黄色粘質土の地山。

-0.3mまで現代礁十。

-1.0m、時期不明の落込。

NOl;-1.53m以下、明褐色砂礫の地山。NQ2;

-1.1m以下、黄褐色砂泥の地山。試掘調査済地点。

-0.9mで灰オリーブ色砂泥を検出。遺構、遺物

は検出できず。

-0.35mまで現代盛十・

NQ1;-0.55m以下、暗オリーブ色細砂の地山。

No2;-0.45m、近世以降の包含層。

-0.63m以下、褐色粗砂の地山。

-0.2mで黄灰色砂礫の地山を切って時期不明の

土坑。

O7H490

09H251

O8H397

O9H191

O9H237

09HO59

09HO16

09H168

09H241

09HO65

09H371

09HO30

09HO51

09HO73

09HO28

O8H198

O9H405

O9H361

09H149

O9HO29

９
０
０
４
Ｏ
２
Ｒ
Ｒ
Ｈ
Ｈ

HRO34

HR250

HR226

６
３
８
８
２
４
５
３
２
２

６
９
６
５
４
２
３
５
８
４

０
０
２
２
１
３
１
０
Ｏ
３

Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

HRO23

HR357

５
９
４
２
３
３
Ｒ
Ｒ
Ｈ
Ｈ

HR323

９
８
９
９
９
８
９
９
９
９
８
８
８
８
10

10

10

11

11

11



洛北地区(RH)

－81－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

五条二坊十二町

五条二坊十二町

五条三坊三町

五条三坊十二町

六条一坊十五町

六条二坊三町

六条二坊六町

六条三坊一町

六条四坊五町

七条一坊七町

七条一坊十四町

七条二坊十三町

七条三坊二町

七条三坊九町

八条一坊八町

八条二坊八町

九条一坊十町

町
町
町
町

三
三
四
七

十
十
坊
坊
坊
坊

一
一
三
四

条
条
条
条

九
九
九
九

右・西院平町3番地

右・西院平町35

右・西院矢掛町10番1

右・西院久田町～西院太田町

下・中堂寺庄ノ内町51-1,51-3、

51-7の一部、76，77の一部

下・中堂寺栗田町他地内

右・西院南高田町～下・西七条赤社町

地内

右・西院西寿町18－4，18－5，20－1

右・西京極東大丸町26番の一部

下・朱雀分木町78番地

下・西七条御領町10

下・西七条北月読町78番38

下・西七条名倉町地先

右・西京極北庄境町21

下・朱雀裏畑町58番地

下・西七条南西野町39番1の一部、

43番の一部

南・唐橋門脇町36番12

南・唐橋西寺町69番地

南・唐橋西寺町69番地

南・吉祥院中島町16-2

南・吉祥院宮ノ西町28番、37番

4/27～5/21

6/1

8/17．19．

24

5/18．19°

21．22

6/24～30

6/5～7/22

10/13～

11／10

7/7．9

9/18

6/25～7/3

6/24

7/2

4/23～5/25

7/8．9．

13．15．

17．22

10/9．

13．15

7/6．8・

9．13．15

5/28，6/1

7/17～29

8/11．12

9/14

7/31，8/5

-0.8m以下、黄褐色微砂の地山。

-0.32mまで現代盛土。

-0.32m、時期不明の包含層（土師器）

-0.72m以下、明褐色砂泥の地山。

NQ1;-1.2m、オリーブ黒色泥土の湿地状堆積。

NO2;-0.9m、時期不明の包含層（土師器）

-1.15m以下、褐色砂泥の地山。

-1.3m以下、褐色砂礫の地山。

NQ2;-0.4m、近代の包含層。

-0.55m以下、明黄褐色粘土の地山。

NO4;-0.25m以下、灰オリーブ色粘土の地山。

-0.23m以下、褐色粘土の地山。

NO1;-1.0m以下、灰褐色微砂の地山を検出。

NO2;-0.9m以下、にぶい褐色粘土の地山を検出。

－0．9m以下、にぶい黄褐色砂泥の地山。

-0.05m以下、にぶい黄褐色砂泥の地山。

-0.9m以下、にぶい黄褐色砂泥の地山。

巡回時、工事終了。

-0.63m，暗オリーブ灰色泥土の湿地状堆積。

NO1;-1.9m、時期不明の井戸（土師器）

NQ3;-1.35m以下、灰オリーブ色砂礫の地山。

NO4;-1.05m、時期不明の包含層（不明土器）

-1.4In以下、灰オリーブ色砂礫の地山。

NQ5;-0.77m、時期不明の包含層（土師器）

-0.9m以下、黄褐色砂泥の地山。

-0.5m、時期不明の土坑（土師器、平瓦）

-0.73m以下、にぶい黄褐色粘土の地山。

NQ2;-0.5mで暗緑灰色泥土を検出。この層の

あげ士から平安前期の土師器皿・喪、須恵器喪．

鉢、緑釉陶器、黒色土器小壷、丸・平瓦を採集。

恥3;-0.21m、近世以降の包含層。

-0.35m、室町の包含層（土師器皿）

-0.15m、平安の包含層（土師器、須恵器蓋、

丸・平瓦）

BM-0.5mまで現代盛土。試掘調査済地点。

-0.25mまで現代盛土。

-0.4mまで現代盛土。

-1.02m以下、にぶい褐色砂泥の地山。

O8H520

09HO11

08H573

O9HO74

O8H425

O8H501

O9H273

O8H457

O9H182

08H547

09H112

08H489

O9HO31

09HO35

O9H256

O9HO90

O9HO23

20NO77

21CO25

09HO69

09HO95

７
６
５

３
７
８

０
０
１

Ｒ
Ｒ
Ｒ

Ｈ
Ｈ
Ｈ

HRO58

HR112

HRO85

HR267

HR130

９
４
３
２
３
２

３
１
１
２
３
３

２
１
１
１
Ｏ
１

Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

HR263

HR124

HRO71

６
３
２
５

４
８
３
６

１
１
２
１

Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

11

11

10

10

11

11

11

10

10

13

13

13

12

12

13

13

13

13

13

12

12

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

公家町遺跡

御土居跡．

寺町旧域

寺町旧域

寺町旧域

寺町旧域

上 京 遺跡.

室町殿跡

(花の御所）

上・京都御苑3番地の一部

北・出雲俵町地先

上・寺町通今出川上る表町31－1，31－4

上・寺町通今出川上る表町27，28－1

上・高徳寺町355－10．28

上・室町通今出川上る築山南半町

240番

7/28～

12/9

4/30～6/4

6/15．17

9/4

10/19～12/1

9/8．9。

14

東西方向の石組溝を検出。丸川義広『公家町遺跡』

京都市埋蔵文化財研究所調査報告2009-5に掲載。

NQ3;-0.39m、褐色砂礫の落込。

NO4;-0.2m、にぶい黄褐色砂礫の落込。

NO6;-0.23m、褐色砂泥の落込。

-0.85m、江戸後期の包含層。

-1.7m以下、にぶい黄褐色砂礫の地山。

-0.48m，時期不明の包含層。

-0.2mまで現代盛土。

NQ1;-0.7m、室町の包含層（土師器灯明皿、

丸瓦）。-1.0m、時期不明の包含層（土師器皿、

焼締陶器播鉢、焼土塊)｡NQ2;-1.5m･

-1.8m、時期不明の包含層（瓦器壷、焼締陶器）

2．出土遺物は共に2次焼成を受けている。

O8S164

O9SO20

O8S471

O9S156

09S320

09S107

８
０
９
３
５
９

５
４
９
１
７
１

１
０
０
２
２
２

四
四
四
四
四
四

１
１
１
１
１
１
一
一
一

０
０
０
０
０
０

２
２
２
２
２
２



太秦地区(UZ)

－82－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

相国寺旧境内

御土居跡

今宮神社

大徳寺旧境内

大徳寺旧境内

植物園北遺跡

植物園北遺跡

植物園北遺跡

植物園北遺跡

上 京 遺跡

上京遺跡

上

上

京

京

遺跡

遺跡

聚楽第跡

御土居跡

香隆寺跡

特別史跡．

特別名勝鹿苑寺

(金閣寺）庭園

八幡古墳群

八幡古墳群

八幡古墳群

八幡古墳群

本山古墳群

大宮北山ノ

前瓦窯跡

大宮北山ノ

前瓦窯跡

上・室町通上立売上る東入柳図子町

339,339-3、上立売通室町東入上立

売東町46,45-1の一部

北・紫竹北大門町～紫竹竹殿町地先

北・紫野今宮町94

北・紫野大徳寺町

北区紫野大徳寺町83－1

北・上賀茂向縄手町9

北・上賀茂池端町

左京区下鴨北園町5－6

北・上賀茂高縄手町12

上・大北小路東町481番地

上・堀川通上立売下る西入山名町

807番地

上・大宮通寺ノ内上る前之町

448，450，452

上・一条通大宮西入下石橋南半町39－1

北・衣笠荒見町20-1他計4筆

北・等持院東町53

北・金閣寺町1番地

左・岩倉幡枝町535-4

左・岩倉幡枝町601-78,540-13

左・岩倉幡枝町保留地25-4

左・岩倉幡枝町535-6,601-76、

601－77，601－33

左・岩倉幡枝町347番地

北・大宮南山ノ前町5

北．大宮北山ノ前町27

7/30

4/1～6/22

8/3．5

7/1

9/9．10．

24

5/7

5/20．22．

25～27、

6/1．8～12

7/10．13．

15．16

9/1～4．7

4/1．2

4/15°

16．20

10/1．9．

14

9/9．14

8/6

12/8～24

8/12

9/16

11/26

12/4

12/16

7/10

9/9～10/19

10/20．21

BM-0.47m、江戸末期の包含層（施釉陶器蓋、

染付皿・椀、不明土製品）。-0.92m～-1.4m，

江戸後期の包含層（土師器皿）2.-1.53m，時期

不明の落込。-1.57m以下、明黄褐色泥砂の地山。

-0.5m以下、黄褐色砂礫の地山。

-1.7m以下、褐色粘質土の地山。

-0.33m以下、黄褐色砂泥の地山。

黄梅院書院床下で、建物地業に関する遺構と石

列を検出。本報告12ページ。

BM-0.06mまで現代盛土。

NQ6;-0.48m、古墳時代後期の落込（土師器

喪)｡NO7;-0.56m，オリーブ褐色砂礫の地山

を切って時期不明の落込。

NO1;-0.28mで暗褐色砂泥を検出。NO2;

-0.5mで時期不明の包含層（土師器）を検出。

NQ3;BM-0.27mで幅0.73m，深さ0.26mの士

坑（土師器皿）を検出。

縄文晩期の包含層と土坑を検出。本報告20ページ。

-0.45mまで現代盛土。

-1.3mでオリーブ褐色砂礫を検出。遺構、遺物

は検出できず。

NO1;-1.62m、近世の包含層（施釉陶器天目椀、

木製品曲物の底）。-1.86m，時期不明の落込。

NQ2;-0.8m、中世の包含層（土師器、輸入褐

釉陶器壷）。-1.1m、時期不明の包含層（土師

器）。-1.25m以下、黄褐色粘土の地山。

-0.62m、近世以降の包含層。

-2.5mまで現代祷十。

-0.6m以下、黒色粘土の地山。

-0.19m、時期不明の整地層。

-0.7mまで現代礁十．

巡回時、掘削終了。

-0.17m以下、明黄褐色砂泥の地山。

-0.2mまで現代盛土、

BM-0.01m以下、にぶい黄色砂泥の地山。

-0.4m以下、黄褐色砂泥の地山。

-0.15でオリーブ褐色砂泥を検出。遺構、遺物は

検出できず。

O9SO91

O8S568

09S187

09S157

09SO79

O8S556

09SO63

O9S135

O9S199

08S539

08S493

O9S178

O9S102

O8S290

09S150

21CO28

O9S262

09S358

09S366

09S352

O9SO76

09S231

O9S275
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

井戸ヶ尻遺跡

御所ノ内町遺跡

上ノ段町遺跡

常盤仲之町遺跡・

広隆寺旧境内

右・太秦井戸ケ尻町18-32,18-31、

18-19

右・太秦堀ケ内町32番地7、

32番地17,32番地23

右・太秦帷子ケ辻町35番8

右・太秦蜂岡町9番の9の一部

8/11．18

8/21．

25．31

5/1

8/25

-0.43m以下、オリーブ灰色砂泥の地山。

NQ1;-0.14m，時期不明の包含層（土師器）

-0.73m以下、明黄褐色砂礫の地山。

NO2;-1.1m以下、オリーブ褐色砂泥の地山。

-0.8mまで現代癖十・

-0.75mまで現代需十、

O9S141

O9S183

O8S546

09S193

UZ182

UZ194

UZO41

UZ198

16

16

16

16



北白川地区(KS)

－83－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

常盤仲之町遺跡・

広隆寺旧境内

常盤東ノ町古墳群・

村ノ内町遺跡

森ヶ東瓦窯跡

仁和寺院家跡

清水山古墳

村ノ内町遺跡

多藪町遺跡

太秦馬塚町遺跡

嵯峨遺跡

嵯峨遺跡

嵯峨北堀町遺跡．

嵯峨遺跡．

宝瞳寺境内

史跡・名勝嵐山

鳥居本古墳群

右・太秦東蜂岡町地内

右・常盤村ノ内町1番地3，2番地12

右・太秦森ヶ東町地先

右・宇多野長尾町11-5

右・太秦松本町7－23，42－16，5－102

右・常盤北裏町2番3，2番5

右・太秦堀ヶ内町地先

右・太秦宮ノ前町1-4

右・嵯峨天龍寺油掛町

右・嵯峨二尊院門前北中院町2－7

右・嵯峨北堀町他地内

右・嵯峨天龍寺芒ノ馬場町66番地

右・嵯峨鳥居本北代町21-1,21-2、

21－3，22－1

7/13．

14．16．

23．27

5/26．28、

8/19

12/9

12/14

8/26

8/19～21

6/15～17．

19．26

7/29．30

4/13～6/11

11/18．

20．27

5/29～9/1

7/29

6/23．

26．30

NQ3;-0.24m、時期不明の土坑（土師器、平瓦）

-0.3m以下、明褐色砂泥の地山。

NO4;-0.3mでオリーブ褐色砂泥の地山を切っ

て時期不明の土坑（土師器）

-1.22mまで現代盛土。

-1.9mまで現代盛土。

-1.8mまで現代盛土。

-0.3mまで現代盛土。

NO1;-0.5mでにぶい黄色粘土の地山を切って時

期不明の士坑。NO3;-0.5mで榿色粘土の地山を

切って古墳後期の土坑（土師器、須恵器杯身）

NO4;-0.41mで榿色粘土の地山を切って時期不

明の土坑。

-0.5mで明黄褐色粘土を検出。遺構、遺物は検

出できず。

-0.5m以下、褐色砂泥の地山。

-2.1mまで現代盛土。

-0.3mで明黄褐色砂泥の地山を切って室町の落

込（土師器皿、壁土）。試掘調査済地点。『京

都市内遺跡試掘調査報告平成20年度』に掲載。

NO1;-0.45m以下、褐色砂礫の地山。

NQ2;-0.3m，飛鳥の包含層（須恵器喪）

-0.6m以下、明黄褐色粘土の地山。

NQ6;-0.3m以下、黄褐色粘土の地山。

-0.85m～-1.13m、室町の包含層（土師器、灰

釉陶器古瀬戸輪花鉢、焼締陶器肥前摺鉢、平瓦）

3．あげ士から巴文軒丸瓦、丸瓦（室町）、士

師器皿、菊丸瓦（江戸）を採集。

-1.4m以下、明黄褐色砂泥の地山。

O3S294

O9SO49

O9S394

09S357

08SO28

09SO56

O9S122

O9S173

08S480

08SO26

O8S499

20N080

O9SO24

UZ139

UZO68
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４
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１
１

Ｚ
Ｚ
Ｚ
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Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｕ

UZO98

UZ160

UZO19

UZ316

UZO74

UZ161

UZ108
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16

16

16

16

16

16

16
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21
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

岡崎遺跡．

延勝寺跡

岡崎遺跡

法勝寺跡

岡崎遺跡．

法勝寺跡

岡崎遺跡．

白河街区跡

白河南殿跡

白河南殿跡

白河南殿跡

白河街区跡

北白川廃寺

一乗寺西浦

畑町遺跡

修学院月輪寺町

遺跡・月林寺跡

左・岡崎成勝寺町1－8

左・岡崎法勝寺町113-1

左・岡崎天王町地先

左・岡崎徳成町27

左・二条通川端東入上る石原町281-3

左・聖護院東寺領町地先

左・聖護院蓮華蔵町地先

左・岡崎入江町8番地他

左・北白川山田町65番3

左・一乗寺西浦畑町7－1

左・修学院月輪寺町11-1,21

辻田町8－6，17

7/21，8/5．

18．20．21

4/7．8

7/6

4/22，5/15

6/3．4

5/26．28

7/6．7

7/7．8

7/31

11/9．26

9/16．17

10/1

-1.5m、平安末期～鎌倉の包含層（土師器皿、

丸瓦）

-0.4Jnまで現代盛土。

-0.7m，近世の包含層（近世瓦）

NO1;-0.9m，鎌倉後期の包含層（土師器皿）。

-1.1m以下、黄褐色砂泥の地山。

NQ2;-0.9m、江戸後期の包含層。

-1.2m以下、黄褐色泥砂の地山。

NQ2;-0.88m、近世以降の包含層。

-1.04m、時期不明の包含層（土師器）

-0.7mまで現代盛土。

-1.7mで浅黄色粗砂を検出。遺構、遺物は検出

できず。

-0.4m，近世以降の包含層。

巡回時、工事終了。

BM+0.39m，時期不明の包含層。

-0.5m以下、にぶい黄榿色粗砂の地山。

O8R476

O9ROO8

O9R145

O8S538

O8R479

O9R131

O9R130

O9S162

09S340

09S188

O9S217

KS147

KSO12

KS126

KSO31

KSO69

KS125

KS129

６
５
５

６
０
３

１
３
２

Ｓ
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Ｓ

Ｋ
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KS254
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17

17
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洛東地区(RT)

烏羽地区(TB)

－84－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

法成寺跡・

御土居跡．

寺町旧域

上・新烏丸荒神口下る新烏丸町～

荒神口通寺町東入荒神町地先

5/15～

6/12

NO4;-0.4m～-0.8m，時期不明の路面及び整

地層

NO10;-0.65m以下、オリーブ褐色泥砂の地山。

O9SO64 KSO55 24-6

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

御土居跡

御土居跡

四条道場跡．

寺町旧域

清水寺境内

法住寺殿跡

法住寺殿跡

法住寺殿跡・

六波羅政庁跡．

方広寺跡

法住寺殿跡

六波羅政庁跡。

方広寺跡

六波羅政庁跡．

方広寺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

法興院跡．

寺町旧域

旭山古墳群

旭山古墳群

旭山古墳群

元 慶寺跡

山科本願寺南殿跡

山科本願寺南殿跡

山科本願寺南殿跡

中・河原町通蛸薬師下る塩屋町330、

331

中・河原町通三条下る二丁目山崎町

235,237

中・新京極通四条上る中之町569番3他

東・清水1丁目294番地

東・今熊野北日吉町他地内

東。三十三間堂廻町642,657

東・馬町通妙法院北門前妙法院前側町

424-9

東・茶屋町527

東・茶屋町527番11

山・東野舞台町97-63（11号地）

山・勧修寺西金ヶ崎294番

遇
瓢
番

０
－
０

２
８
５

崎
町
崎

ケ
越
ケ

金
打
金

東
野
東

寺
栖
寺

修
栗
修

勧
東
勧

●
●
●

山
山
山

山・東野森野町51－1

山・勧修寺西栗栖野町232,233

中・新椹木町通竹屋町上る西革堂町187

３
３
－
－
９
９
１
１
町
町
山
山
旭
旭
山
山
花
花
上
上
山
山

山・上花山旭山19番3

山・北花山寺内町17-5

山・音羽伊勢宿町33番66

山・音羽伊勢宿町38番6

山・音羽伊勢宿町38－8

4/27

10/13

5/7～6/2

4/10．

15．17

5/28～6/18

9/25

6/15～17

6/8，7/1．

2．6

11／10

5/8

6/1

6/18

10/9

10/20．22

11/6～16

11/18

8/6．7．11

8/27

10/9

10/29

12/16

7/22

8/18

9/7

-0.55mまで現代需十。

-6.5mまで現代礁十”

中世の埋甕群を検出。本報告32ページ。

-1.3mで灰色細砂の地山を切って時期不明の東

西方向の石垣。

-1.15mまで現代驍十。

-0.9mまで現代礁十．

方広寺の整地層を検出。本報告38ページ。

平安後期の溝・土坑、方広寺の整地層を検出。

本報告41ページ。

BM+0.58～+0.13mまで現代盛土。

-0.8mでオリーブ黒色砂泥を検出。遺構、遺物

は検出できず。

-0.3mまで現代礁十。

-0.2mまで現代盛土。

-0.28m以下、にぶい黄褐色泥土の地山。

BM-0.39mまで現代盛土。試掘調査済地点。

BM-0.29mまで現代盛土。試掘調査済地点。

-0.3mまで現代癖十一

-1.0m、暗褐色砂礫の氾濫状堆積。

-1.1mまで現代盛土。

-1.6mまで現代盛土。

-0.76mまで現代礁十。

-0.3mまで現代盛土。

-0.3mまで現代礁十。

-0.9m以下、暗灰黄色砂礫の地山。

-0.13mまで現代癖十。

O8S571

O9S248

O8S361

O8S535

O9SO19

08S331

09S116

O9SO75

O9S345

O9NO37

O9NOO2

09NO97

09N279

09N234

09N124

09N349

O9SO85

08S542

09S175

09S127

09S341

08S474

09S190

09S220
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡．

鳥．羽遺跡

烏羽離宮跡．

鳥羽遺跡

伏・竹田中内畑町98－1

伏・中島中道町地先

伏・中島鳥羽離宮町66，67

伏・竹田中内畑町134-2

伏・中島中道町地先

伏・竹田東小屋ノ内町67番

伏・竹田田中殿町86

7/21

8/4～11

10/1

10/5

10/30～11/4

12/8～14

4/10

BM-0.1mまで現代需十。

-0.68m，暗緑灰色砂泥の湿地状堆積。

BM-0.02-mまで現代盛土。

-0.16mまで現代鱒十．

-0.7m、暗オリーブ灰色砂泥の湿地状堆積。

-1.1mまで現代礁十”

-0.82m、灰オリーブ色砂泥の湿地状堆積。

O9TO98

09T208

O9T287

09T222

09T342

09T347

O8T467

４
７
５
５
９
３

１
１
２
２
２
３

８
１
３
７
１
７

祀
配
祀
配
、
配

TBO14

１
１
１
１
１
１
１

－
一
一
一
一
－

２
２
２
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２
２



伏見・醍醐地区(FD)

長岡京地区(NG)
図版調査NC受付番号調査概要

-0.5mまで現代盛土。

所在地

南・久世殿城町316-1

遺跡名

左京北辺二坊十四町・

戌亥遺跡

左京北辺三坊十六町・

大藪遺跡・

大藪城跡

左京一条三坊十二町・

東土川城跡

09NG239ING244122-2

09S233ING282122-2

9/25

-0.5m以下、黄褐色粘土の地山。島伍鳴埠十01梱10/22～

12/10

南・久世大藪町地先

08NG533INGOO7119-0.87m以下、黄褐色砂泥の地山。4/2．3．6南・久世東土川町152

－85－

－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一口一一一一一

遺 跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

鳥羽離宮跡

鳥羽遺跡

鳥羽離宮跡．

鳥羽遺跡

鳥羽離宮跡

鳥羽遺跡

唐橋遺跡

深草遺跡

伏・中島秋ノ山町124

伏・中島堀端町5番地、6番地

伏・中島堀端町138

南・吉祥院清水町38

伏・深草野田町15－2，15－3，15－24

5/21

5/26

8/27

9/1．2

6/23．

25．29

-0.2mまで現代癖十一

BM-0.35mまで現代盛土。

BM-0.12mまで現代盛土。

-0.88m，暗黄灰色砂礫の氾濫状堆積。

-0.53mでにぶい黄褐色砂泥の地山を切って時期

不明の落込。試掘調査済地点。

09m54

O9TO57

O9T144

O9S218

08S468

６
７
０
０
１

０
０
２
２
１

４
０
２
８
０

泥
祀
疋
畑
、

１
１
１
４
６－－

２
２
２
５
５

２
２
２
２
２

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 受付番号 調査No． 図版

太閤堤

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

金森出雲遺跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

極楽寺跡

正覚寺跡

醍醐古墳群

寺本城跡

深草寺跡。

深草坊町遺跡

深草坊町遺跡．

貞観寺跡

深草坊町遺跡．

貞観寺跡

法界寺旧境内

伏・向島善阿弥町2番地3

伏・桃山毛利長門東町34-87

伏・桃山毛利長門西町51番1，52番

伏・桃山毛利長門西町53

伏・鍋島町24

伏・桃山毛利長門東町～桃山町三河

地先

伏・鷹匠町35他

伏・鍋島町21

伏・周防町333-1,333-2,324-1

伏・桃山町金森出雲3－1．2，8－7

伏・桃山町丹後24-4

伏・桃山町下野27番9

伏・深草大亀谷五郎太町地内

伏・桃山町板倉周防他

伏・深草直違橋九丁目180－1．2

伏・深草南明町～深草願成町

伏・醍醐御所ノ内83-2～5

伏・深草西出町7－6，7－7

伏・深草田谷町73番地、72－2番地

伏・深草瓦町43-1の一部

伏・深草西伊達町1番地西伊達公園

伏・日野西大道町8－1

12/17．18．

22．25

6/23

3/5、

９
４
２
２
一
一
１
２
２
２
ノ
ノ
６
７

7/8～7/31

7/28～30、

8/4．18

9/1～3

9/29～10/22

11／16

9/18

5/29

8/31

6/1～9/14

10/20～11/9

10/13～20

8/10～27

10/1

4/21～27

11／19．

26,12/17

4/24

9/24

6/1

-0.42mで灰黄褐色粗砂を検出。遺構、遺物は検

出できず。

伏見城期の石垣を検出。本報告55ページ。

伏見城期の東西方向の柱列、東西溝を検出。本

報告50ページ。

伏見城期の石垣を検出。本報告45ページ。

指月城の石垣を検出。本報告57ページ。

-0.9m～-1.24m、時期不明の路面及び整地層。

-1.24m以下、浅黄色粗砂の地山。

-0.7mまで現代祷十。

BM-0.63mまで現代盛土。試掘調査済地点。

-0.1mまで現代盛土。

-0.35m、時期不明の包含層（不明土製品）

-0.78m、時期不明の整地層（平瓦）

-0.85m以下、榿色粘土の地山。

BM+0.3m～+0.05mまで現代礁十．

BM-0.87mで褐色砂泥を検出。遺構、遺物は検

出できず。

-0.39m以下、黄榿色粘土の地山。

-0.22mまで現代癖士。

-0.13m、近世以降の包含層．

-1.65m以下、黄褐色砂泥の地山。

-0.9m以下、明褐色砂泥の地山。

-0.2m以下、灰色微砂の地山。

BM-1.33m、時期不明の包含層（須恵器喪）

-0.2mまで現代盛土。

-0.4mでオリーブ黄色細砂の地山を切って時期

不明の土坑。

-0.1m以下、明黄褐色砂泥の地山。

O9S402

09F022

08F乳56

O9FO40

09F119

09F148

O5FO87

09F255

09F311

09F109

O8F323

09F202

08F524

09F301

O9S305

09SO34

O9SO70

09SO18

09S269

O8S419

O9S197

O8S430

FD355

FD157

FD101

FD149

FD133

FD159

FD209

FD248

FD310

FD237

５
７
７
０
０
２
，
Ｄ
Ｆ
Ｆ

０
７
６
９
２
０
９

８
７
６
７
５
３
１

０
２
２
１
２
０
３

ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ

FDO35

FD242

FDO78

14

14

14

14

４
４
５
６
６
６
６
７

一
一
一
一
－

４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
３
３
５
５
５
５
５
５

１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
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ふりがな

所収遺跡名
ふI）がな

所在地

コード

市町村 遺跡番号
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

へいあんきゅう

平安宮
ちょうどういんあと

朝堂院跡
じゅらくいせき

聚楽遺跡
へぃあんきょう

平安
－.p三

泉
さきようさんじよう

左 京 三 条
いちぼうはっちょうあと
一 坊 八町跡
■一q■■ーー一一一一一一一■■■一一ーーー一一

へ ぃあんきょう

平安
■一二

泉
さきようはちじよう

左京八条
にぼうさんちようあと
一
一 坊

一
一
一 町 跡

■Iーー一一一一一一■■■ーーーーー一一一一q■

だいとくじきゅうけいだい

大徳寺旧境内

一一一ー一■Ⅱ■■ーーー4■■■一一一一一一一ー一■

しもがもはんぎちよう

下鴨半木町
ぃせき

遣跡

きょうとしかみぎようくじゅらくちよう

京都市上京区聚楽町～
なかぎようくにしのきょうこぼりちよう

中京区西ノ京小堀町他

地内

きょうとしなかぎようく

京都市中京区
にしのきょうしきぶちよう

西ノ京式部町

51－1，51－2，51－5

きょうとししもぎようくいのくまどおり

京都市下京区猪熊通
しおこうじさがるにちようめ

塩小路下る二丁目
みなみえびすちよう

南夷町176-1，178－1

きようとしきたくむらさきのだいとくじ

京都市北区紫野大徳寺
ちよう

町83－1

きようとしさきようくしもがもほんまち

京都市左京区下鴨本町
しもがもかしわぺちよう

～下鴨膳部町地先

26100

－－一一一一一一一一ー口

26100

－一一一一ーーーーーーー

26100

ID

26100

26100

2

237

1

一一一一一一1■■■■■一一ー一一ーーー

1

378

167

度
分
秒

５
０
９

３
０
４

度
分
秒

５
０
７

３
０
４

度
分
秒

４
９
８

３
５
０

度
分
秒

５
２
０

３
０
３

度
分
秒

５
２
４

３
０
３

135度

44分

33秒

135度

44分

41秒

135度

分
秒
５
２
４
０

135度

44分

44秒
一一一一一一一一一一一一一一

135度

分
秒
６
７
４
１

2008/10/6～

2009/2/9

2009/4/20～

2009/4/27

2009/6/8～

2009/6/9

2009/9/9～

2009/9/24

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1■■

2009/3/2～

2009/4/23

一一一一一一一一一一一一一一一

配水管工事

共同住宅

一一一一一一一一ーーーー一一一

マンシコン

排水処理

－－一一一一一一一一一一一一一

配水管工事

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

平安宮

朝堂院跡

聚楽遺跡
■一一一一一■■■I■■､ーーーーーーーー一一一一

平 安

左

一

京

京

三条

坊八町跡
＝■■■ーーーー一一一一一一一一一一一一■■■■Ⅱ■

平 安

左

二

京

■一

界

八条

坊三町跡
■■ーーーーーーーーーーーーーーーーーー＝

大 徳寺旧境内

一一一一ー一一一ーーー一一ーーー一一ー■■

下 鴨半木町

遺跡

宮殿跡

集落跡

都城跡

＝ーーー■■■■■■ーーー■■■ーーーーー■■■

都城跡

ーーー■■■ー■■■一一一一q■■■一一一一ー

寺院跡

I■■一一一一一一一一一一一ー一一一

集落跡

平安時代

ーー一－一一ーー一一一ーー一一q■■一一一ー一－－1■■

江戸時代

一一一一一一一一一一一一一一一■■■ー■■■■■■ー■■■■■■ーー

平安時代

一一一一一一－一－－－－－－－－－－－－■■■－■■■■■

江戸時代

ーーーー■■■一一一一一一一ー一ー4■■■一一一一ーーー＝

整地層

■■■■ーーーーー一一一ーーーーーーーー一一ー一一一一一一一一一

石敷遺構

ーーーーーーーーーー■■■ーー■■■ーーーーーーーーーーq■■ーーーー■■

井戸

■■■■■■■■■■■■一一一一一一ーーーーー■■■一一■■■ーーーー一一一一ー一■■

石列、地業遺構

竪穴住居跡

瓦類

一一一一一4■■■一■■■ー■■■ー■■■1■■ーーーーーーー一一一一一一一一■■■■■■一一ーーー

瓦類

■■ーーーーーー一一一一一一一ー一一一■■■ーーーーーーーーーーー一一ー一ー

土器類

ーーーーーーーー4■■P■■■■■■■■■I■■ーーーq■■ーーーーーーーーー■■■ー■■■一一一■■■■■■■■

土器類

＝一一一一一一一一一ー■■■一ー一一一一一一ーーーー一一一ー－1■■

■■－－－－－ー一一一一一■■■■■■q■■ーーー一一一一一一■■■ーー■■■ーー

ーーーーー一一一一一ー一一一一一一一－一一一一一一一一■■■■■■＝
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ふりがな

所収遺跡名
ふりがな

所在地
コード

市町村 遺跡番号
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

いせき

遺跡
つえんきた

園北
しょくぷ

植物

おぐらちようぺっとうちよう

小倉町別当町
い せき

遣 跡

しじようどうじようあと

四条道場跡・
てらまちきゅういき

寺町旧域

ほうじゅうじどのあと

法住寺殿跡・
ろくはらせいちょうあと

六波羅政庁跡・
ほうこうじあと

方広寺跡
ほうじゅうじどのあと

法住寺殿跡・
ろくはらせいちょうあと

六波羅政庁跡・
ほうこうじあと

方広寺跡

きようとしきたく

京都市北区
かみがもたかなわてちよう

上賀茂高縄手町12

きょうとしきたく

京都市北区
きたしらかわひがしおぐらちよう

北白川東小倉町

35番地
きょうとしなかぎようくしノ

京都市中京区
しじようあがるなかのち

四条上る中之

569番地3他

ーーーー

ー一一一一一一一一一一

しんきょうごくどおり

新京極通
よ

＝

つ

町

きようとしひがしやまくうままちどおり

京都市東山区馬町通
みようほういんきたもんまえ

妙法院北門前
みようほういんまえがわちよう

妙法院前側町424-9
■■■■■■■■ーー■■■ーーーーーーーーーーーーーー一一一一一一一一

きようとしひがしやまくちゃやちよう

京都市東山区茶屋町

527

26100

ーー一一一一一一一一一一

26100

一一一一一一一一一一一一

26100

26100

＝一一一一一一一一一一一

26100

146

400-2

■■ーー■■■■ーーー一一■■■ーーー一一一

476

170

546

540

541

546

540

541

度
分
秒

５
３
２

３
０
１

度
分
秒

５
１
９

３
０
４

度
分
秒

５
０
５

３
０
１

度
分
秒

４
９
０

３
５
３

度
分
秒

４
９
４

３
５
２

135度

分
秒
５
６
４
３

一一一一一■■■ー■■■ーー一一ーq■■

135度

分
秒
７
７
４
２

■■一一一ーーーー一一一一一ー

135度

分
秒
６
５
４
０

135度

分
秒
６
４
４
２

一一一一一一一一一■■■ーー■■■1■■

135度

分
秒
６
７
４
１

2009/9/1～

2009/9/7

一一ー一一一ーーー一一一ーー一一一一一一一

2009/3/17～

2009/3/18

一一一一一ー一一一一一一一一一一一ーーーー

2009/5/7～

2009/6/2

2009/6/15～

2009/6/17

ー■■■■■■■■■一一一■■■ーー■■■Iーーーー一一一一一一

2009/6/8～

2009/7/6

■■ーーーq■■■■■■■■ーーーー一一一ー

ﾛ■■－－－－－－一一一一一一一ー

■■一一一一一■■■ーーーーーーーー

■■ー■■■ー■■■■■■■■■ーーーーーー－－

共同住宅

ーーーーー一一一ー一一一一■■■1■■

住宅

一一一一一一一一一■■■ーーーーー

店舗

ーーーー一一一一一一一一一一q■■

住宅

一一一一一一一一一■■■ーーーー。■■

新館建替

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

植物園北遺跡

ーー■■■ー■■■ーーー－－－ーーーーーーーー一

小 倉町別当町

遺 跡

一一一一一一一一ー一一一一一ー■■■一一■■■q■■

四 条道場跡

寺町旧域

一一一一一一■■■ー■■■■■■一一■■■■■■ー■■■■■■■■■■■■ー

法 住寺殿跡

六波羅政庁跡．

方広寺跡
一一一一ーーーq■■F■■■ワーーーーーーーーーー■■■

法 住寺殿跡

六波羅政庁跡．

方広寺跡

集落跡

集落跡

■■■■■ーーーーーーーーーー一一一一

平城跡。

寺院跡

ーー4■■■ーーー一一一一一一一一一＝

寺院跡・離

宮跡・都城

跡・邸宅跡

寺院跡・離

宮跡・都城

跡・邸宅跡

縄文時代

一一■■■ーーーーーーーーーー一一一一一一一一ーーq■■

縄文時代

－－－－－－－■■■■■■■■■■■■ーーーーー一一一一一一4■■■4■■

鎌倉時代～

室町時代

近世

平安時代、

近世

土坑

■■一一ーーーー1■■■■■ーーーー一一一ーーーーー■■■一一一一一ーー一

包含層

Ⅱ■■ー■■■■■■■■■ー一一一一一ーーー一一一4■■■一一一一一ー－ーーーーー

埋甕遺構

整地層

溝、士坑、整地層

土器類

一一一一一一■■■ーーーーーー一一ーーq■■■ーー一一一一一一一一一■■■ーー－－－

土器類

一－一一一一一一一■■■■■■■■■■■■q■■■■■■■■■■■ーー■■■ーーーーーーー一一一一一一ー1■■

土器類

ﾛ■■一一一一一■■■－－一一一一一一一一一一一■■■ーー■■■ー■■■■■■■■■■■■ー一一一一一

土器類、瓦類

土器類、瓦類

一一一一ー一一ー一一一■■■■■■■■■ーーーー■■■ーーー一一一一一一一一

－－－－－－－一ー一一一一一一一一一一一ー■■■ー■■■ーーーー一一

一一■■■■■■－－■■■－■■■一一一一ー－－－一一一一一ー■■■■■■■■■■■■ーーー

一一一一一一一■■■■■■ー■■■ーーーーーー一ー一一一一ーーーーーーー
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ふりがな

所収遺跡名
ふりがな

所在地
コード

市町村 遺跡番号
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

ふしみじようあと

伏見城跡

一一一一一一一ー一ー一ー－－－－－一一一

ふしみじようあと

伏見城跡

■■ーー一一一一一一■■■■■■一一一一一一一一一

ふ しみじようあと

伏見城跡

一一一ー一一一一一一一一q■■、一一一一一一一

ふしみじようあと

伏見城跡

一一一一一ーーーー一一ーーーーーーーー1■■

かわしまやかたあと

革嶋館跡

きようとしふしみく

京都市伏見区
ももやまもうりながとにしまち

桃山毛利長門西町53

ーーーーーーー一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一

きようとしふしみく

京都市伏見区
ももやまもうりながとにしまち

桃山毛利長門西町

51番1，52番
きようとしふしみく

京都市伏見区
ももやまもうりながとひがしまち

桃山毛利長門東町

34-87
一一一ーーーーーー一一一一ー■■■■■■一一一ー一一一一一一一一

きようとしふしみくなくしまちよう

京都市伏見区鍋島町

24

I■■ー■■■一一一一一一一一一一ー－ーーーーーーーーーーー■■■1■■

きようとしにしきょうくかわしまたまがしら

京都市西京区川島玉頭
ちよう

町37-1,37-14,37-

15,38-6,38-2他

26100

ーーq■■■■■■■■一一一一一一一

26100

一一一ーーーーーーーー1■■

26100

26100

26100

1172

一一一一一一ーーーー■■■一一一一一

1172

一一一一一一一一一ーーーー■■■■■■。■■

1172

＝■■■一一一ー一一一一一q■■Fー■■■ーq■■

1172

ーー。■■F一一1■■一一一一一一一ーー｡■■

997

一 一一一

一一 一一

一一 一 一

度
分
秒
一
度
分
秒
一
度
分
秒
一
度
分
秒
一
度
分
秒

４
６
３
’
４
６
２
－
４
６
９
－
４
５
９
’
４
８
９

３
５
１
－
３
５
１
－
３
５
０
－
３
５
５
－
３
５
２

一 一

一』

一一 一

一一 一一

135度

分
秒
６
５
４
０

135度

分
秒
６
７
４
０

135度

分
秒
６
５
４
０

135度

分
秒
６
５
４
０

ーー■■■■■■■■■一一一一一一一一一

135度

分
秒
２
８
４
０

2009/7/22～

2009/7/24

2009/3/5～

2009/6/29

2009/6/23

2009/7/8～

2009/7/31

2009/8/6～

2009/11/16

ーーーー一一一一一一一一一一一

マンション

一一ー一一ー一一ーーーーーーー

宅地造成

ー一一一一一一一一一一一一一一

住宅

一一ー一一一一一一一一ー一一一

共同住宅

一一一一一一一一一一一一一一一

宅地造成

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

伏見城跡

一一一一一一一一一一ーーーーーーーーーq■■

伏 見城跡

ーーーー■■■ーーq■■■■■■■■■■■■■■ー一一一一一一一

伏 見城跡

ーー■■■■■■■■■■■■ーー■■■ー■■■一一一一一一一一一

伏 見城跡

＝一一一一一一一一一一ーーーーーーーーq■■

革 嶋館跡

平城跡

I■■ー■■■一一一一一一ーーーーーーー

平城跡

一一ーーーー■■■■■■一一一一一一一ー

平城跡

一一一ーーー■■■■■■ーq■■ー一一一一.■■

平城跡

ー一一一一一一一ーーーー一一■■■1■■

平城跡

近世

近世

近世

ーーー－－ー一一ーーーーーー一一一一一一－●■■一一

桃山時代

一一一一一一一一一一ーーーー■■■一一一一一一ー一一

古墳時代､

近世

石垣、溝、路面

石垣、路面、柵列

石垣

ーーー■■■■■■ー一一一一一ーーー■■■■■■■■■ーｰー－ー－－－－－－■■■1■■

石 垣

■■ーーーーー一一一一一一ーー■■■■■■一一一一一一ーー－－ー■■■－1■■

竪穴住居跡、濠跡

一一一ー－－ー■■■ーー■■■一一一一■■■一一一一ー一一一一一一ー一一－－ーー■■■

ーーーーーーー■■■■■■ー■■■ー4■■■■■■■■一ー一一一一一一一一ーーーーー■■■■■■■■■■■■q■■

■■一一一一一ーーーーー■■■■■■■■■■ーー■■■一一一ー一一■■■一一一一一一一一一一1■■

土器類、木製
口
口口

土器類

一一一ー■■■一一一ー一一一一一一一ーーー一一一一一一ー一一ーq■■

I■■一一一一一一一一一ー一一一ー一一ーーーーーーーー■■■■■■ーq■■1■■

ーーー■■■■■■ー■■■■■■一一一一一一一一一一一一ーーー－－－－－－1■■

－－ー－－－ー－ー一一ー一一ーーーー■■■一一一一一一一一一一q■■
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ふりがな

所収遺跡名
ふりがな

所在地
コード

市町村 遺跡番号
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

へいあんきょう

平安京
さきょうろくじよう

左京六条
しぼうよんちようあと

四坊四町跡
へいあんきょう

平安京
さきょうしちじよう

左京七条
しぼうさんちようあと

四坊三町跡
ふしみじようあと

伏見城跡

一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一

一
一

一一一

一一一一一一』

のまちどおり

之町通

8

ししもぎようくあい

市下京区間
さがるおおつちょう

下る大津町

うと

都
毎
条

埜
皐
垂
五

きようとししもぎようくしもじゆずや

京都市下京区下珠数屋
まちどおりあいのまちにしいるにしたまみず

町通間之町西入西玉水
ちよう

町283-4,283-5他
きようとしふしみくなくしまちよう

京都市伏見区鍋島町～
ぶんごばしちょう

豊後橋町地先

一一一一一q■■、一一一一一一一一一一一ー■■■ーq■■ーーーーーーー

26100

一ーーーーー一一一一一一

26100

一一一一．■■一一一ーー一一

26100

＝■■■一一一一q■■ーーーー一

－一一一一一一一一一■■■1■■

1

－－－－－■■■一一一一一一一一■■■1■■

1

一一一一一一一一一一一一一一一一

1172

一一一一一一一一一一一一一一一q■■

度
分
秒
一
度
分
秒
一
度
分
秒

４
９
３
－
４
９
５
’
４
５
１

３
５
４
－
３
５
２
－
３
５
５

135度

分
秒
５
１
４
４

135度

分
秒
５
２
４
４

一一一一■■■一一一■■■－－ーーー

135度

分
秒
６
５
４
０

一一一一■■■ーーーーーーーーー

一一一一一一一一一一一一一．■■

2009/7/13～

2009/7/17

2009/8/24～

2009/9/1

一一一ー1■■Pーーーーーーーーーー一一ー一－4■■

2008/8/22～

2009/4/24

ーーーーーーーー一一一一一一一一一■■■一一q■■

ーーー■■■ーーーーー一ー一一一一一一一一q■■1■■

一一一ーーー一一ーーーー一一一

ーq■■ーq■■ーーーーーーーー一一一

ーーーー一ーー一一一一一一一一

＝ーーーーーーー一一一一一一一

耐震改修

一一一一一一一一■■■ー一一ー■■■1■■

住宅

一一一一一一一一一一■■■ーーー。■■

電線共同溝

一一一一一一一一ーーーーー一一

一一一一一一一一ーーーーーーー

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

平安

左 京

ロー

泉

六条

四坊四町跡
■■ーーーーーー一一一一ー一一一ー一一ーー

平 安

左 京

京

七条

跡
一
跡

一

訓
一
城

坊
一
見

四
一
伏

一一一一一■■■■■■ーーーーーーーーー一一一一

一一一一一一．■■一一－1■■■q■■ーーーーーーーー

都城跡

都城跡

一一一一一一一一一ー一一ー－－ー

平城跡

一一一ー一ー一一一一q■■ー1■■■■■■■■1■■

鎌倉時代

平安時代

一一一一1■■rーーー一一一一一一一一一一一■■■■■■ーーー

江戸時代

ーーーーー一一一ー一■■■B－4■■D-q■■一一ー一一一一一一

包含層

落込

一一一一一一一一一一一一一一一■■■ーー一一ーー一一ーーーー■■■ー

一一■■■一一ーーーー■■■ーーーー一一一一■■■ーーーーーー■■■ー一一一

瓦類

土器類、瓦類

土器類

■■q■■ーーーーーー一一一一一■■■ーー■■■d■■■■■ーーーーーー一一一一一一一ーー1■■

＝一一一一一一一一一一一q■■ーーーーーーー一ー一一一一一一一1■■

＝一一一一一一一一一一一一q■■一一ーﾛ■■ーーーーーー一一一一一1■■

＝ーー一一一ー一一一■■■■■■■■■ーーーーー一一一一一一一一一一■■■■■

■■ー一一一一一一一■■■一一ーーーーーーー一一一一一一一■■■ーーー
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凡例

△------.2009年1～3月期（平成20年度）詳細分布調査地点

▲-2009年4～12月期（平成21年度）詳細分布調査地点
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＝‐ゔ と＝i，
･島「三~1－：－4－

:1唾一:弓皀
八条大路

~言宜

ご

洞 ｜
「
迫
雨
庫

［
原一ｺ－ｺI tJ、

匙,
J7．
－－1i

~一琴一

￥1
71

完宗玉

1

f

I

可,‘畔；
）‐l

針小路 ロー…唾

1[ニュコ

篝｣iコ刃

罷差

〃

“
一

九条坊門小路
I

〆
／
‐
〃
叩I

蓼
き〒ご重

信濃小路 ロ
言
齢
準
壷
一

ヨ
コ
ー
’

三
一
憲
一
↑

ー

１
一
・

嘩
憾
訓
言
、
匡

露
》
’
１
１
１
当

螺
憾
皿
雫
ゞ

‐
‐
１
１
．
Ｆ
↑

呼
等
Ｆ
二
戸
』
賑
評
時
一
Ⅷ
一
一
．
『
唖
，
岸

露
炉
沁
謝
、

、
‐
Ｉ
、
‐
、
リ
１
１
‐
、

●
靴
１
，
Ⅶ
い
ぃ
Ⅷ
Ｉ
小
川
八
八
ノ
今

九条大路
、鶏箸診ﾉ優多ご

鱗
小《,．‐￥
蕗、ﾉ誘う

無
差
小
路

西
京
極
大
路

山
小
路

菖
蒲
小
路

木
辻
大
路

恵
止
利
坐
蕗
胤
‐

宇
多
小
路
〆

事
〆
、
毛
‐
‐
．
〕
〆
武
〆

道
祖
大
路

Ｆ
１
俳
妙

嫁 I
窪

＄

、
〆

〆
を
〆

〆
“

〆
、

産



Ｅ
」
一
尋
－
１
延忌

“
、
｜
ワ
｜
身
．
｜
コ

宮
蛤
》
一
〕
』
匹
匡
ｊ
一
．
・
唾
一

「
１
１
珂
剰
．
，
咽
‐
〕
．
ａ
も
一

剣
？
｜

・
尉
一

一
、
１
１
Ｊ
。
．
「
胃
脾
“
酎
砕
１
ｉ
『
判
！
ｂ
△
】

漂
北
剤

一
一
ｉ
ｊ
ｌ
、
．
■
ｌ
若
く
一
』

‐
・
・
畢
」
ｊ
弘
ｒ
“
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ⅱ

画
一
目
１
４
１
宮
３
．
１

戸珍

ご隼同
斗財宝褒

苅〆
と■〆

〆
､

‘
１

寸
刈
叩
川

ｌ
希
西
川

上･『弓マ戸

宣IiIIrmI型
'1



||‘

'’
41
･II

叩
川
Ⅳ
Ⅱ
ｄ
Ｉ
ｌ
ｌ
１
．
．
１
１
．
日
Ｉ

I

／19

巽
幸
』
、
、
、
ヴ
ノ

一
再
ｒ
一
口
一
一
ｂ
一
｛
一
》
一
汗
一

尋▽

11

図版14
｢’
’1／

＃
仰
〃
Ｗ
〃
γ
〃
″

Ffノ'

ル霞’
1{･ﾉに窪

＃屋≠漣

IIj呂鴬量
ノレ,
L÷二

1

ｲ

｜
罰
。

１
－

一

と
ｊ
ｆLエ！ｰL－h－

1．－｣･し｣□
喝－

1－吋E』』い『

崇賠一・亡司･之や.'里〃．j,,--,1

『

／

一

・
。
、

ｆ
‐
丑

《
少

角
季
一

』
１
七
‐
ヘ

ー
，
底
，
，
一
一
』
、
、
一

宅
．
．
．
｝
『
『
‐

と
１
ハ
モ
ー
‐
ｊ
“

一

一
エ
ノ
タ

回

一
・

コ
「
“
－

１
・
・
〃
〃
″
Ｊ
‐
呵
吻
１
１
へ
、
い
“
宛
一

‐
＃
ｒ
ロ
ム
却
菅
橲
剛
叩
縮
咋
咽
〃
“
り
”
″
媚
岬
稚
汗
‐
‐
．
、
．
』

ｊ
『
作
鋤
‐
“
；
〃
＃
Ｊ
Ｊ
‐

．
。
〃
″
″
，
‐
‐
‐
一
「
』

‐
．
い
〃
Ｊ
〃

‐
／
ノ
‐
‐
。
．』

一
一

ｌ
脾
ｌ
」

1コ産 ご丁
＞

－
１

「~､－
1:

賑
底
１
１
９
ｆ
｝ど

も
１

戸
、
〃
１
Ｆ
一

／可

里
Ｉ ／

I挙全‘／
＃..'～￥

‐
ト
ー
■岬
峪
声

ｕ
内
上

海
Ｉ
‐
聖
三

。
》
Ｊ
ｊ
ｆ
↑
‐
】

Ｉ
。

，
，
ダ
ャ
応
Ｉ
Ｉ
Ｊ
ノ

．
‐
』
ノ
苓
ノ
グ
。

､

虻
。

一
Ｊ

ゞ
“
娼
▲
５

１
｜
訂
ね
甑
〃
当
咽
△
報
」
四

／
缶
｝

津
が
砥
；
ｉ
ｉ
鰯
ふ
み
蛎
桝
脚
酢
剛
則

「
Ｉ
牛
掛
一
一
‐
ｒ
〕
皿
ヘ
ベ
）
．

Ｔ
Ｉ
・

‐
グ
ノ

ノ

刊
一
鞘
零
：
Ⅳ
‐
一
‐
‐

：
〃
〆
鐵
〃
△
’
－
３
ゞ

』
ん
〃
ノ
ノ

イ
ー

見
§
ｉ
厭
鱸
１
１
１
Ⅲ
〃
細
＃
＃
唯
一
鐙 、

蜂
昌
輌
》
Ｈ
恥
蛎
釧
釧
鋤
Ⅲ
雌
鵬
駄
罰
Ｈ
１
Ｉ
ｉ
且
訶
１
１
刑
１
１
腿
剛
！
！
‐
９
‐
／
／

ｌ
ｈ
ｑ
‐
１

｜
‐
久
乳
伏
ｌ
｜

。
Ｌ
・
町
、
ｑ
、

即
別

《
‐
削
心
唖
嚥
蝋
寧
、
聖
Ｊ
・
ゞ
！
！
』
“
－
評
・
‐
！
‐
諏
州
帥
鋤
加
州
僻
川
川
州
艸
川
‐
１
１
叩
叫
川
州
州
岬
肌
Ｉ
》
脚
岬
１
岬
．

篭
〒
‐
・
Ｉ

篝
腔

鍔
謁
一

ｌ
い
レ
ー
ト
！|に局

い

Ll
‐
｜
ゞ
『
‐
ゞ
《
狛
欧

ノ
’

△313 /一一～
〆一

,,,/～

′/／△356
/'7_字
／／‐

／桃山古墳群
|(永井久太郎古墳）
｛
、

､~IIT
詩,～生

1．

；し』~'1－．｜‘

'－1J｛

＝‐』J

‘’｣;卜持

丁亡．

I・
TIL‐･〒~1－、ー一
11ｰ－可

／‐

＝、享鶏r戸’’
@窪↓:|-4P 1
－口にエ‘Eゴ"
,~'二1弓筵コー一一．

ﾄ

｢rJ ’1
仁画－コ

に
司三
！ニゴ

1$|

nl]",｣:

〃ら,‘lコ
ボ

亨駒憩
い‘1”

瞳℃j-aj

11gl:At79

御‘
1垂挿'里

ルビ
ロァョ
ノ1陸｡喧蜀

l遭‘.'IL/
〃

1-斗
I

1，｜

;~-・ノ
〆、・

/‘
象､

弓ﾉ：‘

／“

ルー…；

／

/守唄樋．

U

戸耶
I－1
iLl 匡一li

／

1

、

Ii

〔･芳二冒冨1
噺ユ.－．－1

▲101
159

叫
秘
輪
１
１
１
１
１
Ⅷ
副
ｊ
出
翔
荊
‐
拙
洲
椚
淵
稗
Ｉ
Ｊ

Ｒ
〕

‐
ｒ
拝
卜
ｆ
ゞ
ゞ
原
〕
ゞ

Ｔ
ｒ
ｈ
ｌ
ｌ
串
‐

▲157

、
ｒ
Ｌ
・
・
ｌ
》
‐
祉
令
ｈ
Ⅷ
騏
戸
‐
．
‐
、
、
、

墨
煙
一
》
二
三
ゞ
ゞ
既
ゞ
一
小

緊

亘
令
、
、

ゞ
ゞ
、
‐
、
、
、
、
可
ゞ
：
，
‐
；
］
一
寺
」
｜
刊
「

鰕
叶
附
雌
跡
識
唯
芦
憾
恥
削
ｒ
‐
‐
‐
‐
峠
髄
燐
師
‐
Ｆ
一
碓
岼
肥
‐
唯
‐
純
い

１
．
１
０
－
、
〔
一
戸
）
、
・
望

、
一
”
２
那
訓
ｕ
ゞ
Ｆ
；
今
別
ロ
》
く
、

二
・
Ｉ
ｌ
ｌ

Ｊ
‐
円
Ｉ
訂
」
【
・
・
‐
、

I

津
削''，1111‘，一，6

､竜一曇ﾐき-….....．

~＝:言::1.．苔．､2-.二竜二二.雪」．‐-.：

一一

--－一一一一一.一手'烏鴬.ざ:－．

卜’1：ﾐ:二;‘iご宇一

{引指瓦域跡:
Ｉ
。
１
１

ト
ー

マー一－

一一
一

jJ

1g,‐,

･fa宝．一．ー、～

L

一
ｆ
岬
‐
叙
一
》
一

‐
１
１
‐
〆
百

一
〉
か
《
一
一
韮
一

／
か
一

』
閏
』

199△

ﾉー%二塁雲二号－－J:-､一,,ﾆー 凸ー,_
三 二
;多二三

ヒー､，
〔.:司三

『
Ⅱ

〆鐸
〆ゞ 一一

－－勢一圏皐i

… '－

／（Zﾝゴー’5‘］
/、ノハ－，

‐‐号

ヨ
ヨ
引
一

」
、
。

I
〆

捗篝 、，塵〔

／

／

I

笏ぞ 、宮

口．託
叱
呵

い
、
１

．
）
、
／
・

・
閏
ノ
″
″
睡

町
二

叫
二
」
ｒ

ｒ

莞寮
|L二些登』『ノ髭ぞ



I ﾉ

砿
叡
躯
画

,、｢d

1．，ナノ

りお,邦．
、qJII

､〃
〃

.，全身タ

ツ．,W
,．／P〃,

ｼｼ算

司厩姦壌羽

咋L,，’11

12重室。

図版15
､ゆ

？1

、Ⅶ
城
〃

、尋

ル

バ ノ

隈，，曇ミカ 』'1,1hい､!.￥

←-と二

４
４イ
蛸心

言－，J「Fr
･縄句｜』

窪一F浄緯M11も

腿
『
掘Ⅳ

一

尽
一

り
一
一
錘
辛
Ｉ

／ 三一-,‘.「
’一tｰ

mf1I助'Z
ｊ
－
Ｉ
Ｍ
‐

。，、蕊
,'‘~電ｵIli，〃、’

1-J耐､",
一』~1II．

、

〆ﾛｰ'~

1，－』

、

、
、
鋸

、
、
》

、
、
、
、
、
、
‐
、
聯

、
、
．
“
．
、
、
、
課
‐
‐
、
．

．
、
‐
塁
、
、
《
、
‐
心
‐
畑
，
、
公
襖

冒
一
茸
■

↑
、
、
。
、
、
へ
＄
・
釦
蕊
〈
‐
〆
・

‐
．
、
雲
吋
聴
《
、
．
‐
一
・
守
“
…
！
』
、
盈
宍
》
４
班
、
‐
‐
》

。
．
、
‐
．
、
、
、
、
、
…
“
、
ｈ
・
‐
〆
、
、
“

．
、
、
、
、
《
“
聯
、
、
、
》
煮
〆
》

‐
、
《
、
迅
込
や
げ
へ
．
．
、
、
、

ま
。
、
唾
迅
、
ず
‐
。
．
。
“
、
芋
、
、

》
』
、
竃
、
．
‐
雲
上
》
、
、
“

“
、
、
、
、

．
、
、
、
〃
．
．
〃
‐
‐
肉
‐
、
、
、
。

ｊ
》
、
、
、
、
・
４
．
‐
、
、

〆
．
、
レ
ヘ
諺
、
、
声

、
、
芯
、
、
。
、
』
、

、
”

I

犀
，
』 バン

L『千

〔ゴ
ノノ￥一づｰP

､幸彦＝〃．ト
ー
１
．

．
．
１
１
ｆ
‐
’
一

一
一
》
｜
》
一
一
’
’
一

壼
準
、
《
’
一
罰
Ⅶ

11叫

・T､セ

I
一一

、
．

■
ｕ
、
、
、
４１
１
１
Ｊ
Ｉ
ソ
ノ
ー

ノ

町
、
一
桃
・
山
古
墳
群
／
／

ｉ
一
‐
（
永
井
久
太
郎
古
墳
）
｜
《

80j,|
’’
1 ６

‐
ゞ
琴

《

､

I
ノ

ー一

､､fや、
ザ

rt

トー

作
訓氏

｜
耳
寸

伏見城跡

▲207

汗．

一一__易!｛ィ
IPマ

置一,－－－．しご

蕊‘~ R

I…

上丁

I

一
汐
』
‐

、
し
‐

》
し
虻

一
一

ｒ
ｌ
・
』
ｌ
津

君

:』

葺 騨い訂

_ざ=--~~･fr

.~口冒'.

三房一言=弓三弐言藺蕊〒弓>、＝、…‘弓j'‐

竺芸こてユー｣寺‘一宮壹毒-F-一沌＝ヘーー､
ij_,:!''''1-､iJ､!岬．！；､、'’，’”：’ニー、．、、””_!‘:I‘U,'’‐宇亘、ドル‘，‘

、'､、

魏職イル;いけ｢"－、望L,、
．__‐｣ー‘‘:′?、、

--J:"､､/､､、諄翠-,':"&'''1‘!'』:い::嘘に峰i《､好:--=:Lへ、

璋距ざ愚|い帳;§ミ、､ﾐ、

ゴョL

1q

『
・
卜
小

Ｆ
Ｉ
Ｉ

｜
｜
和

一
Ｆ
即

苧謬尋曇伊海皇津割噌登泳逵冨，窪奮'
札

,‘$､'膵

予

惣一…。“…""・
や

'j

蕪堂－，ゞ…軍≦、＝伝-..雫司r言二重。唾ごZ画(壺鐸二】 一



ノ
ー
Ｉ
ｌ
ｌ

Ｉ

ノ

ー
い
よ

と

）

、

~=卜も／
』．、、／

I御堂ヶ池古墳群一｛
､,{…,,1－1‘‘‘:'ﾉ‘升H．．＃．

‐、

、． 《

ミ394
，
，

1

1

1

J

』 ．．．、

J

J

J
〃
〃
〃
〃 ．.．~
1．
1’．

|,

1

1

1

1

、
、 ．、．‘

＄.．,、：．
、?．
、 ､、､:
．、、､、
、．
，．’、「，『

.、．，
『....､､、..，､［._.､.
、‘
、、．

、
、

‐、､、、ノ
ノ

3941
口～ I

． J

r －.，
』．.．，，

-.,Fル『
←更.Iル，

．I.〃

r"lノ
Iルド
ガ･"ｦ､．．．Ⅳ

iL,'_|F

＆－－=f="J"%ff)
F恥

、韻

/ ,｢il－－堂，，
ロ,‘:ぅ～｢‘,#＃『

…/､｣{'噺,…■,へ~K"=二『ル
≦二一い：γ',‘、1，㈲ゞ、;=誌さルル「ル1心
、.j･..!/･.～＜1イ’一～
、．…'，、 ／/

、太秦馬塚町遺跡、-ﾉ』
、

、△16･:『Ⅱ1℃■~、_

、’-----

1.”
一一--－‐】、､､:ﾍｰｰ’一~，～

〆、.’,--．’､--’、

へ‐…‐IL365-----gg＝，’一…l込365－‐、
！’、’～

～
，’、‐‐～

------.-イr,r々 ”、”､：／：

－－－－三割■に2
~’一~~当-’-.---ﾆﾏｰｰﾆ、､:-"

上ノ段町遺跡 ，ヘ'､I､

△360〆ゞごゾI~I､<
一‐,くず-

～ ＼
さ

－‐/、il－
－.？／
-～

’二-ﾄﾐ；
～.=一

－－－ニニーーーー臺二秀訂－－ゞ:/Jrl
二二＝号垂＝ニーニーニニ,--三,,一里と＝ニーーニ,__ヨーー

ーFdq-I

一一一～_--～-ﾐ.

■、△拶麦ご1"d_EL.__=L1/･M,',〆息’
々＝I、こー÷皇一鑿→

広&"｣/1f望‐”ゞ ”~､---

荘
‘､‘「w‘‘-ﾙ"‘

ツ:‘…αJ■〃Ⅷ■L、御所ノ内町遣
'"！，._』

“､、、～1￥‐
、’

昌
争
．
令

舟
、
、
、
，

、
、
、
、
、

、
ゞ

△
｜
も
〉

一
一
史
跡

一
一
１
．
４
Ｌ

Ｔ
‐
’
１

、』一
零

ｒ
１
Ｊ
１
ｈ
Ａ

史
跡
仁
和
寺
、
御
所
跡
一

1

1:

1

l･
／

｜
ｌ
崇
司
ｌ
｜
一
了
！
丸
「
二
吋
秋

‐
‐
峠
他
「
‐
抗
で
↓
｜
↑
。
－
‐
‐
一
一
一

－
１
・
■
」
■
■
。
ご
■
Ｆ
■
｜
Ｐ
・
’
’
’
１
．
０
１
１
１
１
１
．
１
■
１
判
’
１
１
１
１
」
！
‐
一
‐

。
’
１

１
１
１
‐
１
１
９
１
１
１
日
ｌ
ｑ
１
１
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
１
一

一

守
一ノ

ノ
／
／
，
Ｉ
、

一
一
‐
｝

一
．
。
．
‐
一
‐
，

３
：
刊
仁
和
寺
院

一
｝
‐
《
‐
‐
ハ
ヰ
・
伊
卜
一

コ
〕
・
杣

一
一
▲
一
：
α
‐

・
・
酋
・
．
・
・
界
恥
｝
ィ
・
》
。
。
！
‐
》
・

へ
』
・
鄙
《
。
↑
‐
／
／
‐
、
“
、
，
‐
．
。
；

、

‐
｜
Ｙ
、

一
：
－
Ｊ
ル
ノ
／
、
、

一
‐
、
１
‐
１
１
が

戸
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

l

ロー＝』日P～bF－

､｡'〒~蕊『~---_＊
I‐,'---,___‐

一一一一一一一一一

鳳
仁
和
痔
院
家
跡
“
；
一
口
↑

Ｉ
瓶
潔
金
咋
一
い
Ｔ
順
ｆ
い

ふ
一
‐

，
家

〆
一

／

一‐
／

誰
Ｊ
‐
普
一
‐
｝
．
｜
」
／

刀
４
“
｜
ヨ
ー
。
’
ロ

‐
『
一
．
一
一
一

－
１
１
１
Ｆ
汽
一
闇
禮
い
座
瓠
ｊ
″
｜
〆

、
、
、
》
ノ
確
竹
，
！
、
Ｙ

－

、
，
／

／
Ｉ
、

、／

、

Ｌ
’
九
ヘ

。
Ｉ

、
Ｊ
Ｊ
Ｉ
１
１
‐
砿
ｌ
‐
１
１
｜
〉
一

１
Ｊ

、

ｋ
、
、

、
、

〆

／
］
↑
Ｌ
‐

‐
（
一
一
‐
‐
１
＄
訓

一
．
一
一
一
亘
一
一
宮
亘
亘
’
’
一
‐
、

：
．
．
ゞ
Ｉ
〃
。
。
《
・
〆
・
・
’
一
可
》
一
勺
・
・
．
’
“
蝋
、
ゞ
‐
、
鯉
操
．
〉
．
』
ゞ
。
（
Ｕ
：

！
‐
ｉ
↑
ノ
ｆ
●
！
、
Ｙ
“
：
，
ゾ
・
ゞ
″
《
一
《
一
宇
＄
・
拳
（
・
ゞ
一
ｗ
、
｝
型
随

綴
唾

‐
・
一
〆
〆
｜
一

丸
Ｉ
》
へ
〃
》
｛
一
輔
《
〉
巨
〆

！
《
Ｉ
１

１
１

／

、
，
、
、
１
‐
ノ
／
、
一
『
．
・
ノ

，
１
１
．
、
１
１
，
１
‐
・
ノ
／
一
一
Ｆ
”
〃
，
伽

．
、
、
Ａ
、
、
、
、
：
＃
一
三
一
、

Ｉ

、
‐
‐
』
、
、

。
．
・
世
・
・
“
一
・
・
・
・
１
．
．
鋸
鯉
●
．
‐
、
、
、
、
、
、
、
、
．
・
・
動
↑
繕
、
‐
ゞ
ゞ
一
・
恥
二

、
↑
Ｊ
圭
司
払
訓
７

一
三
州
犀
訓
ぃ
賊
Ｉ

／
Ｉ
聯
、
町
一

「
、
之
一
ゞ

Ｊ
課
》
、

仲
一
一

：
。
“
Ｉ
．
」
、

盤
Ｔ
▲
配
一
、

．
・
ヘ

ー
ｉ
ｆ
：
‐
一
、
常
訓
》
》
鋪
一
一
く
、
、

↓
葱
ｉ
：
鱒
，
，

,‘一一-二二‐－－
〆 、

〆

Ｒ
〕
‐
一
Ｄ
Ｊ
〃
子
，
‐
』
篭
．
‐
韻
」

ｕ
｜
，
｝
Ｃ
ｌ
‐
冠
Ｉ
》
ノ
Ｊ

‐
－
１
Ｊ

１
１
イ
小
Ｉ
１
１
「
１
１
呈
〆
！

弱
‐
‐
計
ｌ
化
弐
：
一
”
一
斗
一

弓
Ⅱ
Ⅱ
。
．
〕

一
一
、
、
と
内
、
境

一
、
口
Ｈ
宅
》
宅
一
宮
唯
一

、
計
‐
《
率
》
全

一
、

８
－
，
、
隆
睾
一
《

Ｊ

１
、
、
、

Ｊ
４
〃
Ｊ
０
，
１
．
１
″
Ｊ
Ｕ
Ｉ
０
ｊ
Ⅱ
１
１
１
０
６
０
■
口

、

～

、‐！ニ

ー1－_‘‘ー

1婆
JJR

鰯iゲー三段s､‘!’
j』j

和泉式部町遺跡7
…＝”－1／『‐

、止一f:茎ど一気‘I
｜’'’'1,克圭一

奄
一
．
‐

一
‐
州

一
‐

一
宮
い
一一

一

》
’
一

印
恥
一

、
１
１
１
ゞ
Ｉ

井戸ヶ尻遺跡クーI～

｜
』
こ
」
一
ノ
ハ
辛

二
鋤
〕
一
三
ゞ
‐
シ
一
一

ｆ
ｌ
１
－
凹

町
．
〔
ゞ帝
“
〃
ざ

薮
ｒ
器
”
、

些
一
、

一
》
《
〉
一
、
、
、
、

心
、
、
、
‐
Ｊ
‐
‐
、

ｒ
ｒ
Ｉ

・
＼

、
、
、
、
、
ｒ
‐
‐

、
１
１
１
、
』

Ｉ

、
尚

、

篭
一

一
’
７
、
、
此
ゞ
甲

一
γ
㈹
、
３
‐
勢
刊
ｒ
ケ

一
一

、
町
‐
‘
？
一
号
昏
司
’

「
・
‐
ヴ
命
、
い
く
宮
ｒ
一
｝
堀
．

↑
｜
Ｉ
↓
乖
昼
辱
一
一

”
８非
‐
｜

詮
ｌ
ｙ

、
》
』

『
、
一
垂
宮
一

一
一
一
畔

、

ア
１
１
．
Ｅ
、
へ
‐
Ｉ

／

／ ～‐／口＝・雪

／

－－－－－－

『
祁
凹
！
》
一
‐
《

■■

i 墓

/六〈胄水山古墳

鑓＞



樹「
掴｜
|言~iL

■牢

１
１

《～

1－画；

圏;ロ
､!｢'口!¥1，

一

乱

１
．
、
‐
△ ／

図版17
. 叫

二
：
’

１
４
９
１
１

一一、

冒
冒
冒
冒
Ｉ
》
ｑ

１
１
１
１
１
１
１
１
ゞ

｜
宮
口
冒
一
‐
Ｐ
設
岬
ｑ
一
一

一
鮨
周
一
；
「
Ｊ
「
減
‐
一

一
称
《
一
が
ゞ
可
‐
！
’
｜
‐
一

一
北
白
川
廃
寺
一

一
、
。
‐
‐
』
ｌ
１
ｌ
Ｉ
－

ｒ
ｌ
１
．
．
１
１
‐
１
１
’
‐

I_

‐
、
ｑ
串
亘
‐
甥
子

宮
・
冒
寸
ｑ

‐
１
１
辿
坐
↑
、
副
Ｊ
ノ
ノ
－
｜

周
川
ゞ
具
Ｍ
‐
一
三
／
‐

ゞ
一
ｊ
三
一
跡
琢
：

川
屋
毒
仁
一
Ⅶ
言
乏
了
心
雌
Ｌ
〃
一
ゞ

‐
一
〆
Ｉ
岬
硴
一
△
一

§
一
、
／
倉
妬
一

：
／
４

一
］
、
’
一
一
、
‐

、
一
ｉ
ザ
「
１
口
Ⅱ
Ｈ
１
・
毎
〃
〃
毎
㎡

！
》
差
／
〆
ノ
ー
ｉ
‐
Ⅸ
‐
ｆ
ｉ
１
Ｊ
、

Ｔ
ｌ
舞
可
砧
Ｉ

一
牛

：
｜
』
一
詔云
跡

一
一
も
宮
、
ヨ

一
ゞ
’
一
週

一
町

！
｜
一
分
”
や
‐

Ｉ
一
『
串

追

一
刈
、
画
頷
叩
Ⅶ
叩
．
‐
。
‐
‐
４
，

一
ｍ
副
一
》
：
、
‐

‐
Ｊ
‐
一
』
・
｝
○
ユ
ン
ー
〕
‐
‐
Ｐ
‐
』
。
．
』

。
・
咄
‐
－
１
・
當
春
‐
・
『
Ⅱ
『
。
’

二
一

．
‐
胆
一
歩

『
」
■
宮
一
一
斗
■

幻
、
一

諏
’
一
葬
’
，
穿
元
／
ゞ
《
〃
『

牙
訂
誓
ず
〃
唾

ｅ
《
屑
鐸
〉
。
．
』
一
一
一
唇
鋤

垂
【
）
〉
》
，
麺
ウ
ゾ
〃
１

１
べ
一
軸
７
皇
『
も
．
《
、
．

一 ．ノ

簿_／
牛上

。、.l

I

I

坐:-')1

l"

I:

‘l":l

ノ

､ノ

ーノ-

／‐：

／ Ｆ
Ｊ

グノ
』

P

ノ
ーノメ
i1
．:1

『』い
!=li"
叉‘1‘
*モミ1‐

fLjf刑
',ゴ!､一f~

一“

~豊
言

ム

弧

M

腿
．

職農
｣LL人ノロ
鰭『&
!W,7
F4イ

可 一
剖．廷

に！

叢蕊置
熟睡:参‘､鍾愛、
亨溌ず”号=-噂1'1己,

I

鰹解
江．ロ

!Z｣雨』

'過哩'何

侭鰯島隠｡1弾ﾉ、＝、＝一一一一〆〆ﾆﾆ''

一一一一ロー一､』~.:.

三三1琴訓I郷"』

PI

』
．

W三二二

三二
＝

一
吋
一
ゞ
』
一
｛
礼
ｉ
垣
一
一
一

晶
一
〕
１
コ
・
一
、
一
釦
一
ｒ
・
・
聖
》
》
替
・

二
一
二
【
デ
ー
ｉ
４
，
１
１
．
等
，
‐
‐
。
。

二
ｍ ｜

〔
引
彗
一
＃
、
一
一

－1~bh

一一h.ヨー

脅症
__:'I,

』
・
て

一
Ｙ
ｌ
コ
マ
‐

諺
ユ
舅
↑

》
諺
騨

霊
管
要

皇
画
一

言
濤
〕
『
一
・
一

１
１
‐
Ｌ
窪

ｒ
ｆ
Ｌ
ｌ
１
Ｉ
ｋ
」

宮
■
１
１
‐
０
１
０
１
４

「
刈
凶
範
亜
Ⅲ
Ｌ
｜

迩
蝿

一
部
ｉ
ｊ
。
’
一

Ｌ
－
．
コ
帥
・
封

」
律
‐
Ⅵ
肘
型

】
一
肉
可
ｊ

鮨
二
面

」
ｌ
Ｌ
－
↓

ｒ
ｌ
い
山
川
、

ｎ
回
’
庁

判
何
］

。

ノアノ
』

一
‐
－
１
１
１

Ｆ
Ｌ
や
芦
“
Ｆ
ｉ
１
・
‐
‐
玉
Ｉ

学

，
ト
ー
其
４
‐
鋪

一
一
一

一P向

』Lニグ

r､黄j－，
烏＝~

儲j暇r
二

f域』1斗
ﾛ症§蜜，1

←｛

熟
目

弓
.-’

5

L,‘11
戸－－Jー
一二J＝ 一

一
二

一
一
芋
今
・
一

幸
興
一
ユ

」
毒
害
画
灘

Ｔ
１
ｊ

空
「
‐
一
へ
堂

証二冒

て

：‘｜－

－一~－－~－－｜

髄;I

■

‐
一
一
‐
宮
一

声
竺
干
’
・
一

詞
証
鱈
封
．

、
可
三

－
４
‐
』
叩
椰
‐
跡
冊
卸

一
斗
‐
ｌ
胆
恥
”
６

」
Ｆ
ｌ
ｌ
．
１
』
グ
ー
今
』

｜
｜
ゞ
匡
酔
な
司
誕
‐
野
区
ｉ
‐
恥

一
一
｜
：
街可

，
令
令
〃
″

一
｝
白

一
・
一
‐
‐
Ｉ
ｊ
。
．
↑

一
．
脚
‐
‐

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
Ｊ緬

一
一

三
「
操
一

ｒ
と魂
室

ｉ
二
厩

ｒ
Ｌ
詞

。
二
一

一
●
一
一
黒

橲

内境
「
４
１
１
ｊ
Ｌ

寺
－
８
一

明
一
説
｜

光
一
一

錘
岸
‐
脈
ｌ

ｊ
則
・
Ｉ
ｊ
・
ユ
』

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
・
Ｉ

弓‘｢完-号－1
，1』‐乍畢一J
学レーユ一

ｒ

街‘区

'i[|早'］

-将｣▲166
一
函
‐
ｑ
ｌ
ｑ
ｗ
‐
恥
内
一
〒
』
．

｜
岨
副
洋
一

１
１
１
１
１

１
‐

一
噸
一
血
一
エ

一
‐
Ⅷ
炉
い
‘
岬
‐
一
面
恥
一
一
Ｉ
１
．
．
‐

一
一
咽
却
罫
眼
窄
二
訓
一
』
↑
主
眼

一
・
“
ｌ
｝
・
必
｝
砥
一
刊
一
・
．
・
。
．

綱
判
料

蛤』

「

｣

■

I 畠

一
「
罪
、
陸

‐
、
‐
１
－
、
逐
一

詮
Ｉ
・

’
’
１
１
１
０
．
１
１
８
－
１
１
日

＃
一
町
細
碧
・
一

，
ｊ
蟹
↑
一

室
１

首
・
ｏ
ｒ
品
出
一
団
－
４
‐
昌
一
宅

一
・
露
‐
一
手

．
・
世
Ｌ
・
一
『Ｆ￥
ｌ
・

↑
州
，
ご
口

癖
、
当
ｎ
ｕ

「
一
？
｝
」
．
［
一
一
一

－
戸
一
』
‐
《

価
一
節

Ⅷ
一
画
ユ
ー
ー

岬
劃
一
唖
‐
脾

一
へ
Ｌｉ
－
γ
一
ｒ

ｊ
部
一
吟

一
Ｆ

１
」
一

”
一

‐
、
冠
・
詐
珂
一

赴
一
．
↑

鐘
ン

，
一
『
一
・
一
・
｜

球
ハ
〕
一
↓
匙
・
‐
‐

詞
一
句
、
』
〆
｜

了
・
・
・
一
／

－
１

ｒ
‐
“
‐
．
ゞ
》
弓
／

;-4--=-E--f---|n，
r

ノ
･126

'‐二:．§/や ／

| ‐／
▲12：‐

｜／｜，、△420ミネ，

''’法勝寺跡｜／？
’“，／

・
・
一
一
一
一
鍔
。
｜

］
■
罹

ｌ
↑
１
１
引

．
｜
、
〃
｝

一
、
｜
’
Ｉ
Ｌ
Ｊ
一
』

’
一
一
一
一
一

－
１
に
ト
ー
脈
腓
一
’
一
劃

_－1

‐－｜

_』’

二－’
一一」

１
－
１
．
１
１
１

|可

|／
オ

』|‐

11
1－－

｛＃-ご-』‐ロ、_‘

|:1：白河南殿跡
|I'．、

l鰹

「
ｌ
ｌ
ｌ
－

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ

ｊ
１
ｌ
ｌ
、

ｊ
Ⅱ
１
Ｖ
。
ｈ
■
咄
刊
一
‐
、

口
。
』
’
二
。
』
《

11"WI26':L;"_-"1_~A69tL:_",-▲169

m馬鳥ri庁

Ｄ
Ｉ
Ｉ
一

／

／

／
↑
ゞ

〆
ソ
〃
Ｉ
計

“
、
一
・
一
“
・
‘

・
‐
三
一
、
戎

弘
二

鏥
一
△
一
三

一
一
二

可
１
１
１

Ｆ
Ｉ
Ｉ
」
吋

可
ｌ
‐
・
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
晉

一
Ｌ
輔

一
部
崖

Ｆ
１
冊
Ｌ
１

「
刊
川
Ｊ
｜
南

一
○
０
１
卜
か
一
Ⅱ
Ⅱ
８
０
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
－
１
．
・

１
‐
ｌ
ｊ

’
蹄
一
一
皇
一
、

一
、
、
－

１
可
１
１

↓
一
コ
『
，
》
電
一
声
胃
ロ
、
ロ
測
加

礫
竺
ゞ
ご
塵
蜘
↓

、

・
ず
』
円、

慎

一
戊
陰
順
詐
弓
副
認
画
一
ゞ
い
“
、
・
・
‐
“
肩

臨
篝
一
課

〕
Ｊ
‐
ｊ
ゞ
’
百
；
＃
忌
壱
↓

ｌ
Ⅷ
』
．
Ｆ
，
Ｌ

座

い
牌
Ⅵ
脈
号
一
弐
一
到
霊

‐
〔
三
・
三
一
・
一
‐
．

|一
』

､i‐Z 」
－－－一一二

三'

醗 壷）



コ
ワー

F1”／’
静

、



］

二

ご＝

‘｜‘
－1

&2g3_li
職巽wx-A150

‘室至鎭！；‘
|i'

‘ニテニコ｢:#'|,
△395「‘

鴎
唖
『
亡

脚
ｈ
予
・
七
「
’

一
謡
露

ご
弾
ｐ
Ｌ
Ｆ
・
型
‐
銅
ｔ
望
司
脚

》
、
．
－

《
’

I
FU



‐
．
、
、
一
、
＃
、

・
稲
‐
‐
一
「
抓
哩
、
、
、
、
、
、
、
、

“
。
。
‐
一
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
ｒ
‐

‐
．
、
咄
計
‐
‐
ヘ
‐
・

、
．
‘
Ｌ
、
‐
へ
‐
、
、
Ｉ
巡

珍
？
■
？
Ｌ
口
弾
鈍
姦

Ｉ
」
、
心
。
、
馥
・
．
『
》
・
“
。
、
、
、
、
、
字
・
・
‐
．

蝋
人
が
望
艮
匡

範

冒
串
‐
』
ｌ
亀

ｉ
Ｉ
ｉ
・
‐
黒
・
‐
、
１
．
１
１
，
吃
‐
１
ご
．
…
・
当
１
．
．
．

‐
ト
州
〆
・
一
‐
叩
〉
‐
｜
・
Ｊ
－
Ｌ
Ｊ

－
ｌ
》
・
‐
１
返
日
１
戸

‐
１
１
‐
ｌ
ｌ
ｊ
Ｉ
‐
‐
．
！
‐
‐
‐
！
堵
」
｝

、、～一""rj
下鴨半木町遺跡：392‐

も■I

'，‘1

図版20

iL'|,

亘
Ｉ
Ｌ
ト
ー
、
何
】

健
一
↑
“
雪
‐
」

’
一

剴

_に鬘lj_JLC並

寺
：

ク
毎

ｒ
４
エー
ｑ
、
ニ

フ陽フ；

し
一
］
ｕ

唾
諦
迅

Ｒｕ
■
１
，

万
Ｗ
艶Ｅ

４
１
】平
姦
辿

↓
“
へ
一
三
戸
．
‐
乱
斗
一
‐
一
コ

ｌ
‐
‐
、
へ
）
卓

〈
ｕ
》
、
』

ヨ
ー
１
，
ｒ

ヘ

一
三
Ｉ
Ｆ
』
ト
ー
．

署
計
「
一
『
認

、
、、

、、、
、、

、、:､

・、、“

、、

、ヘ､『
‐、、

、、

1--J､l<F、、…‐
I、、
III

rlll

I|､､［"~

一－1~l｣← 、、
"－一I

、、
、：、

雪｜ 、、

廸
辱
ｑ
鄙惠卜』L，

層ロー罰
｜'ロⅡ←

1

1
晶
勵
且
画ﾄ4

一
Ｊ
。
斗
ｒ
南

ｒ
ｆ
１
１
・
・

〔
､

棚

磯
子異

呂'

'一

『宅、17~

1（－コ
い‐ｰ

FF誇二

上＝-

！‐,11．7

〆

ﾛ

8

11両

』 『
‐
‐
１
Ｊ

い‘鯵I

、

「聖－1
ｌ
’

ｊ
配
‐
一
Ｆ
望
ｒ
ｒ
‐
し
」

｜
『
引
雫
「
］
『
１
画
？
、
蝉
Ｊ

玉
口
堤
丙
旦

一二ユ

I

一1

。
、
、
．
‐
１
１
１
肘
』

、
・
＼
、
．
．
．
‐
・
瞳
一
Ｊ
い
叫
“
・
’
一
．
￥
‐
。

、
Ｉ
’
私
‐
‐
《
ｉ
｜
、
一

、罪
Ｌ
１
，
．
三
．
、
●
｜
・
・
‐
、
恥
“
一
・
．
‐
‐
Ｊ
‐
！
‐
“
『
、
．
・
・
‐
」

“
宮
一
一
函
‐
Ｉ

雲
、
Ｊ
一
小
祁
ゞ
一
》
峠
１
－
副
：
岬
群
‐
一
ｈ
一
川
坪
γ
Ｌ
一
一
‐
ず

一
加
一
一
：
‐
‐
一
ｉ

十
一
一
凧
邦
叫
荊
い
ぶ
舅
口
一
‐
ゞ

一
言
一
轌
一
歸
守
咋
一
弓
粋
一
皿
〆
垂
〈
見
一
二
』
幸
》
二
’
一

一
－
１
１
‐
『
Ｉ
ｉ
Ｌ

間
ユ

一
法
一
一
九
叩
落
蜘
咽
い
ぬ
紅
一
旧
Ｆ
一
士
姉
一
〕
｜
』
唾
一

”
話
し
－
二
‐
，
〉
‐
‐
‐
Ｔ
’
１
１
１
‐
！
‐
’
’
’
’
１

。
－
‐
・
‐
－
１
‐
手
‐
‐
‐
‐
１
‐
‐
７
・
‐
匙
銅
」

言
，
串
・
‐
．
。
［
罪
－
．
判

一
川
↑
．
‐
・
ｉ
‐
》
』
．
‐
、
｜
‐
‐
、
．
｜
ゞ
・
二
．
一
．
一

‐
｜
Ⅱ
同
‐
↓
↑
｜
ｌ
缶
跡
‐
泡

《
Ｆ
↑
‐
‐
１
‐
ｌ
竜
。
‐
磑
望
ゞ
‐
｝
‐
た
雫
一
》
‐

原
ｒ
ゞ
Ｉ
一
聖
Ｊ
芦
峠
睡
一
岬
↑
一
一
」
一
一
｜
‐
一
假
皇
．
｜
一
週
↓
〉
’

一
一
’

一
壬
．
’
一
』
‐
寺
一
い
Ⅱ
‐
・
所
１
Ｊ
吋
辱
・
・
↑
・
‐
《
！
》
、
‐
』
｜

｛
示
す

，
戸
』
・

詞
酷
。
．
Ｆ
、
一
局
‐
》

．
」
・
言
ご
”
》
一
一
上
、
震
一

｜臣 ~'

、

、、

|I

瑚
ｌ
‐
‐
割

一
認
岬
一
計
一
一
」
一
命
一
屋
こ
一

Ｌ
‐
：
可
湾
宕
聴
対
｝

Ｊ

、
肌
Ｉ
Ｌ

、

い…-止
唱-行列

炉
巨
《
動
野
討

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

‐
｛
」

《
山
“
紅
・
一
皿

「

．
」
“
二
一
一
一
・
、
．
／

《
’
一

‐
‐
Ｆ
一
｛
Ｉ
一
一
一
宮
一
一
杳
亘
亘
亘
一
‐
諏
・

・
託
減
慥
炉
獅
Ｉ
１
笠
仙

亘
亘
一
亜
『
‐
（
崖
〔
抑
）
‐

１
Ｗ
玲
測
部
１
‐
１
‐
１
１
１
１
１
１
‐
！

、
《
、
、
、
《
〆
‐
’
；
旧
９
‐
‐

＆
試
、
寺
仰
凧
岨
悔
朧
伽
Ｊ
ｒ
型
卜
１
１
‐
‐

↓
”
↓
γ
ゞ
》
、
、
、
、
↑
‐
。

、

、
、
‐
、
、
↑
［
剛
・

《
、
、
；
い
、
一
：
〉
；
ｌ
‐
ｌ
‐
’
１
１
三
斗
ｒ
‐
昨
‐
－
」

《
、
、

バ
ン
盛
、
、
、
、
、
、
ゞ
、
、
へ
ｌ
－
１
・
‐
』
‘
‐
ト
‐
稲
」

Ｆ
、
、
、
、
／
字
画
跡
〒
：
為

、
、
、
、
、
、
二
ゞ
一
｜
一
一
一
」
一
窪
“
１
１
１
‐
ｌ
Ｌ
坐

羊
、
、
、
、
《
↓
．
、
式

五
く
；
、
？
二
一
一
工
キ
ー
準
型
『
Ｆ
’
一
一

。
、
“
．
、
、
、
、
。
ｊ
鄙
鈩
・
辞
・
毎
〆
・
・
。
｜
｜
’
直

α
》
》
、
、
勢
》
》
美
一
ゞ
一
跡

ゞ
一
、

韻
Ｌ
〆、

可I‘．

｜｣
'｜、

’1
11

｜と
II_
l‐

｜‐

L』二

｜芦

,｜上

～

■

L

ｒ
二

二二

覇
雌
「

‐
ゞ
校
一

町
一

二
ゞ
新
汀

|門一

国 寺旧 境｜内
ノ

背

、
●
‐
司
与
Ｊ
ゞ
１
１
－
“
紗
」
号
『
’
二

一
一
Ｆ
』
脈
降
順
二
Ｊ
ゞ
ル
ー
一
〔
三
￥
！
⑭

雰
小
則
・
・
，
ガ
リ

｜
里
日

1唾
ｑ
１
１
４
、

蛙
、
外
剛
舟
画
冒
・
】
１
！
‐
－

１
１
１
１
１
１
１
１
Ｇ
句
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
。
＆
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
Ⅱ
Ⅱ
０
．
日
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ

2聖，帥“，'｜［壷コ
ー上'＃.1|_1
尋’.．L､．．..こ‘1－－．．．－､･･今ﾉ:

駕跡||声壹
吃の御所)ゞ1:,『峰一言ご宝

璽
一

二
で
茎
一
一
『

一
一
・
宮
共
罪
慰
、
－

１
．
」

Ddlh’ 十-三旨羊割÷

土，｜〒--一三｜トヘル!一」,］’＝一'一
室'一田子

,(花の
J'IU,IE
l-|

l'･､、

,一軍盆が
再1-－－･吾皐可

・可-コ上三u‘
可

I
|||,Ⅷ言,%fA219¥:
l=､"､!!y：‘…1篭‘ﾉ，

．..､.i･_L､、菖弓．,,-‐宙、
頚罫
薗産に竃

対
「
！
《
・
急
｛
煙
Ｉ
｜
〔
卯

さ
学
・
・
、
｜
ｌ
附
一
’
二
一
毒
〃

８１
い
』

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
４

〕
「
’
一
！
一
・
、
・
ゞ
，
一
鍔
・
岬
．
一
詞
川
Ｊ
》
．
心
●
申
》
、
・
沌
・
‐
｜

凸
ｂ
二
一
一

萱
一
・
｜
働
叫
汀
、
｜
‐
〕
一

戸
一
《
｜
《
一
、
作
》
』
ｕ
一
壱
一
鼎
処
岬
丹
南
蘂

▲
司
一
１
－
且
■

１
－
一
副
《
鼠
一
判
ザ
，
函
：
↑
一

画
↑
二
鼠
職
卑

一
ｒ
‐
丘
叩
盈
“

_1.唾

1』
公家町 道 両

門
口
国し

叩
凸
一ロ■

‐
１
１
Ｆ

､::ご::_皇1ゞ
｣ーにfにr

1.k．:-:__』J－l
』-､ﾛｰｰ､

-'弓-~¥こくデー「-
‘-＝~~‘－，1_…__､-.
L･』:'..,乳.,ゼ
キーーーミとf､q

I

一
一

臼
桃
臼

l［

号
『
１
０
１

』
函
卜
‐
・
一
手
浬
一
‐
Ｉ

ハ
ノ
ー
－
１
，

‐
一
，
。
‐
『
：
▲
‐
－
１
』
：
“

一
郡
橲
１
乱
！

、
。
．
一
“
．
。
‐
Ｆ
辰
一
嘘
．
。
“
’
鰻
群

。
．
。
、
鍔
．
一
・
．
｛
凶
”
・
可
‐
‐
．
一
千
〆
‐
、
‐
．

『
‐
一
‐

境
一
報
，
ｊ
一
》
《

ゞ
‐
ノ

・
一
昏
市
、
‐
。
一
．
”
‐
ｌ
』
』

旧
一

～
一

「
．
‐
‐
、
｜

Ｈ
細
彗
Ｉ
」

寺

ヨ
ー
ー
坐
徳
可
い
や
一

大

ｒ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
』
一
‐

や
’
’
’
二
一
一
‐
、
‐
．
‐

‐
０
ユ

ノ
Ｊ
Ｊ
▲
、
Ｊ
Ｉ
Ｂ
’
一
ｆ
‐
‐

心
一
一
、
‐
《
‐

嚴
綴
、
／
一
：
叶
一
鋤
杣
、
釣

』
．
‘
へ
〃
Ｊ

、
。
｜
礼
へ
革
‐
‘
“
華
，
・
・
，
“
》
、
》
》
一
１
１
１
．
１
叩
‐
．
・
１
１
０
１
１
、
ｌ
↑
‐
、
‐
‐
。
．

ｆ
、
や
．
ｒ
’
’
○
ｈ
１
ｕ
６

１
｜
】

ｌ
『
１

手引乳
，｜

I．

!､_h
デー、画

｜トー

ll_
1

K222II"I
"I

'f1

虹’‐｛

御土居跡一
一

一

一 一
.一

一号一
一

一‘

9
－

|’

ﾛ■

、

、
、

、
、

〉
、

一

◇
一
一
‐
‐
、
《
‐
｜

昇
一
‐
ｌ
‐
ゞ

』
一
．
一
一
‐
‐

ト
ー
〉
一
．
叩

、
Ⅱ
。
‐
・
・
一
ｒ
ｉ
Ｉ
－
、
乢
‐

・
ゞ
一
『
一

“
‐
‐
‐
一
応
笥
卜
〆
・

ゞ
一
一
”
ゞ

‐
・
一
一

一
一
、
ゞ
州
ゞ
勝
一
‐
‐
‐
｜
岬
‐

１
｜
：
｜
州
一
左
承
ル
似
皀
Ｊ
２

■■■■■■■■■■■■■■■

．2’

|_二.|､､’恥111

卜

卜画｝

’．l汀
詩I

巳

■ |息‘」



L～ 一

へ、､i"、､．---一
田
。
、
、
、

■
１
１
‐
０I/

／：、／ 〆、、
ダ』ｲ

史跡賀,茂別雷神社境内イー、、

､八℃J■/7j､､J<ﾐﾆﾐ■I,､、《
、

l

〆／／~、一

｝ノロア≦圭多/""jm<､~上、？■な父ﾉｮ‘、、’
II，ハ』つ匡○36R36R

….1

図版21

、

、
、‘’、”1－

､‐/．
且､.≦‘．..一－－
～･-－～～

～
)壼該 186 ー＝

－

～

′ 、，‐．：:か｜‐“

、~≦:､二一二Ⅷ≦:Ji#[､｢f-,:伽…＃1ヅ刊[､｣|･･,‘…、‐［］…,I,j.J・',:'J』轡43、’’

､、-‘i--11L:当‘‘狸.,･=r;E-i:;[|'1厚－．il‘,,｢1-倍}、….'－－‘r；Lifj「‘「｢’1晴ロ；’｜

、《、‘，－－．，，_『‐(-l--Jr=".F:J!
’，鰻：．、、‐‐‐て訂-吉丁弓Iニー‐’:！
､､

、、＆：，；
、－

、二可‘．’坐;､.'二、 市
、、

、j､『''.&
､もﾉｰ､ドゼ～~ril‐‘

、- 、

I !、ざ蕊､Li:｣::"'1'--、‘，1」｜‘
≦、，ムji三｜

”．■』〆、叫停巳'､”;'｝植l[吻個"北遺跡に＝
'里晶

や，，-，言一1，，二←，‐;葺書！‘‘;
､｡、

、‘‐善もI42101¥fFL'．州、『忠，．．、′‘〃，
､が 、 息、ゴ

コT戸-…へ,帯":．"べ』？‘ﾙﾛベ舟AHf#…△39§’、←
;ゞ』"橋:;"[-ゴ′好ゞ､､･JJIr塔一“肥＝:『Ⅳ'']…J－－‐
『;‐､酒－'Lg''≦*_*､:ゞぷぅ~い、;|,|jE)E:，↑卜』』｣'庁…､j-｣TIL-Ⅱ、‘"(々『､､;｢､い…ド噛騨l-'m,'l"'.~燈．I｜

‐Ⅷゞ-､?》《■Jﾊ『－4と■好Ⅷ＆■．■ゞ1%に凸島■，!》｡
!|ﾛ,

-L,q割'珀倶－

1．．3－，．!､‘､L

.,=|_L「‘く､、･､Y:、．，…‘字【-‐．・豈

邑､､faf"":U"i#-'-“士，…瓢辰‘§．‐‐竃-.豆‐･‐シ､-ぐこ‘、Tl‘”~一~~‐
.:l－a1.‐！､。．

-門ﾙｰﾆﾆｰｫ“准嘩"、‘':-'〆'
/111~
L-－

’1二11-._=JliI'6,：-
、’‘･“~~司

三＝1W加,画子心､建榊ti""…口坐－急､-Y･ノーI M|、~、
HD1弘~､ﾛ",

、 ‘「1‐
I1C'fi-国孟－－i"､[IInご匡言~iluい､（､*、i
i.iX､h--jj:～…豈,註。‘、、：．､ヤや.---:~''一-－
_j_-'聖、、‘贄く‐、・--、

～

〆

、
扉

。
、

脚
‐
・
曲
‐
Ｌ
、
動
、

‐
・
～

べ
．
△
１
１
１
１
．
．■■■■■■■■■

~:61
～
～■一一

、

△408

一
；
北
！
‐
ｌ
河
，
ｌ
Ｊ
ｆ
‐
Ｉ

Ｉ

Ｌ
一
、
に
ご
可
心
乳
罰
測
一

〆

ｊ
Ｉ
ｊ
Ｉ
Ｉ
‐
し

、

、
‐
芒
鼠
一
沁
齢
二
一
↑
窪
一

‐
Ｉ
Ｉ

Ｌ
１

言］

'.~i
l1

司呼l一寸』1

埠鈩り-』L￥1L

四ｺ閲唱｜
雷I』‘’
′’I

一一

う1

圃

！

〉
・
１
，

｜
女
ゞ
Ｆ

］
－
１
１
－
】

Ｌ
一

昨
一
ゞ
一
、

一
一

・
国
－
０
－

《
旧
一
一
尋
筥
埠
‐

一
一
４
口
一
一
一

‐
｜
」
恥
一
ｉ
Ｋ
「
一

一
“
一
師
《
’
｜
《

『
Ｉ
Ｉ
ｑ
ｌ
ｌ

‐
▲
１
’

１
‐
‐
一
一
日

｜
ｎ
馴
叫
一
甲

３
－

』
テ
レ
一
Ｊ
一

一
■

ｒ
‐
’
一
‐

－
１
”
‐

一

旦
ざ
‐

、

、
一

世

蓑
禰

佃

《
群

１
１
１
墳

、、
ｅ
古
△
旦
寺
一
『

：
》
、
、
■
唖
、
覚
、

〆
一
知
『
、
、
‐

〆
ｊ
・
や〆
・
ゞ
‐
、

、

、
大

〆
‘
↓一
ゞ
、

Ｐ
、
、

世

、

、
Ｌ
一
●
“
、
、
‐
、

、

、

一
計
一
か
，
咄
い
、
、

》
『
。
Ⅱ
ｒ
・
一
睡
。
。
｜
‐
。
ｉ
叩
１
Ｎ
、
Ｉ
Ｉ
Ｏ
０

－
』
｜
“
‐
｜
Ｌ
』
恥
も

岸

べ
・

一

、
、

、

、

、

、
、
１
１
１
１
１
１
－
／
滝
●
ゞ
“
》
．

』
一
、
、

一
～

－
８
８
８

Ｌ
Ｏ
１
ｌ

ｌ
へ

詞
訓
副

一
一

妙
△
△

一
一
一

１
１
一
‐
一
‐

罐

び
り
恥
－
－
ゞ
一
、
ゞ
一
‐
．
‐
ゞ
、

利
一
言
↑
↑
１
１
１
１
１
１

－
、
｝
冨
七
ゞ
一
○
１
１
１
１
１
１
』
、
‐
、
（
○
ゞ

壼
訓

Ｉ

群
》
：
、

／
▲

墳
一
一

古

い
Ⅷ
響

参
‐
一
本
許
一
望
一
壹

涼
居
］
Ｍ
澱
一
＃
、

》
一

、
Ｉ

、
↑
鳥
昭
、
‐
一
、
。

（
一
辱
一
い
一
一
●
〕
〉
一
割
当
・
端
。
．
・
・
・
“
．
へ
↑
、
咽

Ｌ
」

｝
０
１
１
１
８
０
，
、
‐

‐
一
・
０
０
皿
菖へ
《
小
声
卜
呈
尽

」
、
、
、
、
‐
一
‐
』

．
、
１
、
》
．
〉
一
こ
‘
Ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
ｉ
‐

￥
や
’
１
１
１
１
、
’
一
ィ
１
１
『
／
蘂
》
‐
い
増

４
１
１
１
１
冊

、

、

、
一
｝
、
、
‐
‐

γ
、
～

Ｔ
一
、
７
グ
、
ノ

ー
－
１
ｊ
～
し
１
入
、

ゞ
、
§
、
一
一
』
、
臘
・
Ｉ
、
、
、

Ｉ

も
１
日
別

１
１

１

１

一

、
、
’
１
１
ユ
２－
↑
、
」
し

。
④

《
、

、
Ｉ
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ

Ｉ
Ｉ

、

画
彦

～

、

≠‐一I『

3691f

Iポ

ゼI

嵯峨遺跡、

－
１

１
し．､~一f~｜iト

ー△369
△318

堂、、

1

k'
、L、△狸二一一==言＝＝二三二三三ﾐﾐﾐﾐﾐﾐﾐ三I
、一一＝一
、 I…諄=＝、
、弓一一､…盲亭淳学ｰ’74

、』#I両。，、、‘…幸三害彦牽
I I

へ＃；、、、~_;参二多窒琴一重lだ‘I’′、←－－－『～；

／妄--ﾆﾗﾆーﾆ皇室二韮溺豊〆“="~A,R,I*-､/_%_I

・I~〒=＝」-ニニ＝=＝手≦ ▲161I
史跡、・名、、勝嵐山I

｛－－勲…イゞ、--.--.---､や---～≦ﾍーｰーﾗﾗｮ脚~崖鼻〆･’’■ゞ、、、､､‘、

、一一一一一一r薊｢寺境内III《嵯峨」
蕊､八

、、〈）‘『/－－｛、

〒一一テー

ーーーー

2

；／。、；｜
〆---．’



i－1．

)･･1
芦馬

／～、 －J

I．；、
！●、

▲333●、
､､3521_
、、卸;ﾉ八幡古墳群

‐
、
、
竃
、
１
，
△
ｎ
回
１
０
ｊ
〃
〃
″
ｆ
ｉ
Ｉ

ｊ

、

鐵
粥
〆

、
一

一
●
●一
●
３
／

群
●
狸
／
〆

墳
●

一
“
ヘ
ゞ
‐
“
ゞ

舞
一
：

一
古
●
設

一

一
山

、

一
本
、、

23節4会韮6

､,〆一~～fや

{‐．､---‐

ヘ

ー？、〆、

瓦窯跡燧
331

～ﾏー

、

栗栖野
一

皇

b,I
’11‘‐‐、

鳴
｜｢〕
ノr

虻匡j－．

大宮北山ノ前瓦窯跡

Urロ
1－，

":-，
巳‘－
．－1」

準:1

１
－
Ⅲ
＃
）一一･プ

E、

1

戸辻ま
！

Ｉ
ユ
ー

/篇、
'W'｢|々ノ！｜
厨、五”3

I

ｑ
》
い
い
‐
‐

‐
‐
‐
‐
Ｌ
私

４
４
｛

’
’
一

言

２

“

Ｊ

巷

Ｆ
‐
Ⅷ
種

弓
「.i

C~fr
iI

wr’毎L司､
’5，J．－1』山

に弐二F割｛&ゴ
、一．【

[‘］

II1

－1D●

Y行

メ

ー､必

巳
、
や
や
Ｊ
１
、
、
ｌ
ｑ
ｌ
ト
ー
｝
〈
‐
・

二
、
１
１
・

惣
懸
一
３
銅
Ⅷ
両
撚
十

八
Ｖ
、
旧

巳
、

、
“
＃
一
》
’
し
‐
・
虫
。

』一

Ｊ
Ｉ
碕
祁
】

・
９
．
ｉ
ｌ
華

奄
奄
ｉ
叱
り
。
，
，
一
》
曲
Ｉ
。
、
一
ロ

・
ｒ
ｌ
Ｌ

ｆ
Ｉ
｝
１
１
１
‐
Ｔ
…
・
△

‐
ロ
再
重
ゞ
岸
風
Ｆ

荷
鐸
一
一

．
可
’
一
利
ヰ
ー
ぽ
・
罪
、
↑
」
ト
群

ｎ
判
Ｉ
Ｆ
卜
Ｊ
』
‐
‐
１
：
唱
噌

、
ｉ
Ｊ
．

Ｅ
・

訂
一
汗
鵬
Ⅲ
【
Ｊ

↑
「
、
皇
ご
酬
い
恥
峰

弔
１
’
Ｌ

ｕ
ｎ
Ｊ
櫛
一
〆
｜
‐
轡
固
へ
彗

驚
一
劃
‐
Ｊ
”
↑

〔
い
、
一
一
・
・
望
邑
．
Ｔ
》

｛
一
一
Ｆ
歌

一
》
惟
曙
§
爵
：
繩
・
一
１
房
－
１
・
‐
‐
！
‐

祠
易
一
望
‐
・
判
鴫
司
処
旧

睡
‐
一
諏
‐
到
一
”

Ｉ
』
折

Ｉ
Ｌ
幸

Ｌ

ｊ
ｌ

烈
脅
》

一ル
ー
ｉ
押
拾
戦
ｕ
く
ぎ
班
鐸

１
１

軒
一
一
一
企
一
・

‐
’
１
１
１
４
三
、
堂

守
卜
乃
ｊ
ｌ
』
一

一
’

二
』
ｊ
９
、
》
１
１
－
”
町
Ｊ
、
‐

庇
諒
到

雇
岩
Ｌ
肘
１
１
１
１

壬
。

Ｆ
卜
三
」
伺
い

、
‐
４
↓
．
ｐ
ｎ

ｌ
こ
－
．
』
河
川
ｒ

ｌ
Ｙ
、
１
－

１
Ｉ
伊
ロ
、
１
１
．
暉

舗
１
１
Ⅶ
』
鍼

７

‐
ｌ
‐
Ｉ
″
Ｉ
／

Ｊ
〆

．
一

一
函
。
．
、
へ
印
へ
。

‐
七
岸
率
一
一

ｆ
騨
仏
一
一
一
１
７
Ｊ

‐
・
ｒ
二
」
，
『
‐
－

，

１
１
４
－
操
、
凸

可
凸

叶
い
謁
望
Ｒ
ｕ
ゞ
〕
》
Ｔ

Ｆ
Ｌ

一
へ
。
鱗》

ｒ
』
、
可
Ｊ

、
。
｛
．
舟
、
、
江
、
．
《

牛
・
弓
岬
軽
典
討
、

鍵I窪：
,》／
bJ

(.-､

｝
Ｅ
Ｊ
ｌ
ｊ
一

両
芦
〕
一
｝
、

利
言
哩
↑

》
Ｆ
ｒ
ｊ
Ｆ
‐
Ｉ
ｉ
ｌ
、
、

、

、

｡シ､､廿ノ

息脅,へ〃
V

掌至鯖一
h－

fl

÷－－国子

,γ岳一函
-7

ノートh#Eｺ
ﾉｧ｛＃…”

ﾊ榊嚇↓｛!､＊
；ナ.。

~｜』F1

無謝常’』L-:1‘『
．L'2ずLルーゴ
’』色

洋一1－T、執一

秤-製『‐為一一虻一一.－－Ill,T
マLL,･ヶキー･-ゴ↓･'L一‘

1，熟調l.｢即恐
…A・、、公司’．LJ

!rf号芥･寺廿f｣IL

'1
'」

rf

修学院月輪寺町遺跡
－－r_一

一

１
１
１
Ｊ
ノ

ー
ノ

ー
》
｝
↑
ｒ
》
辱
》

一
。

『

P'

‐
．
》
》
‐
．
１
１
‐
一

一
・
。
《
し
厚
↓
曄
郎
‐
．
｜
・
｜
廷
ｊ
り
吋

卜
｜

諭
洲
一
一
ゞ

、
計
；
＃
ハ
ー
ｉ
＃
＃
‐

‐
，
一
旬
、
ｔ

／
二
林
峠
↓
》
１
－

壷
謬
；
」
一

辞
、
‐
』
Ｆ
－
‐
、
、
》
《
一
一
・
節
一
一

刃
‐
し
一
［
口
“
評

－

７
足
、
‐
一
、）‐

‐
Ⅷ
．
、
部
伽
岬
嘩
》
一
．
帝
」
激

、
し
／
Ｌ
い
、
、
雲
）

－－乗寺西浦畑町遺跡一
，~：－－．．．

'/／▲23§いふテト
.ゞjl｣:脈 鈴‘

．＝鳶’‘畠’“『へ

、』"｝跡，
1．．．.'J〃
J､H'もﾛ宅埼『●

一
口
｜

配
叩
‐
，
』
州
禰
脚

ロ
』
谷

』
朝
。
叫
卸
ｆ
一
昨

Ｆ
門

涯
筍
宮
‐
’
１
－
可
ろ
１

戸
『
Ｆ
ｊ
Ｉ
異
一
一

，
』
』
」
｜
、
卦
ご
ｌ
｛
『
セ

エ
ー
ｉ

遥
造
調
諜
Ⅷ
ｊ
‐

４
戸
・

洞
四
勲

了￥

踊
琴
》

ア
》

一
や
１
－
二
三

毛

ｒ
Ｌ

卜
↑
匡
蝿

訓
鷹
《

〈ノ
等一一.〆』
上皇4計'｣~‘
蔀→,言1．，1

一

一一

墨』q
Lil画

伯
ロ

》
《
ヘ
卸
〕
《
空
癌
．
ロ

垂
４－

亨
了
汀

’
一
率
ご
心
誹

「
』
、
醐
汀
‐
↑
上

舜
蝋
獅
謝
可
可
脹
通
知
－

４
↓
口
９
４
‐
ゞ
一
可

■年

陛
篭
、

催
吟
蕊
』

Ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
ｆ
ｌ
ｒ
玩
舎
吟

，
℃
、
ｊ
ｌ
ｐ

耳
’
川
仏
’
岬
，
，
‐
Ｉ
Ｌ
１
診
‐
ト
ー

ｒ
Ｔ
１
ｉ
‐
一
十
」

UE 5

八

毫
側
嗽
蜜
轆
吟
岬
料
ｉ

」

遥
鐘

－
１
４

噸
Ｌ
；
司
一
鐙
司
塞

『
瞳
一
↓
」
寺
一
町
１
回
一
一
Ｆ
唾
『
峰

Ｊ
１
’

１
１
１
１
Ｌ
Ｉ
卜
１
に
畦

１
１
１
↑
篭
写
矧
畦
罐

玉
華
埋
走

一
で
室
』
星
一
二

哨
三
。
》
剴
岬
‐
．
↑
．
〕
、
》
．
コ

ー
１
．
Ｆ
毎
写
’
声
，
４

－
盃
切
言

一
雨
．
罰
劣
“
函
‐
園
画
帳
一
壱
祠

雪
亡
戸
ト
ー
１
５
軸
〆
旧
ｒ
Ｉ
Ｌ
戸
〒

筐
一
一
Ｐ
脂
１
１
０
１
‐

』
。
‘
一

弼
獺
溌

一
、
１
■
ｑ
日
‐
ｃ
ｑ
１
１

野
・
圭
‐
雌
如
下
肥
（
縛
判
Ｅ
－
．
趾

郡
柵
‐
営
丁
津
Ⅷ

恩
缶
娠
烈
静
迦
蕊

１
１
１
町
－
■
１
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
ｒ
Ｈ
８
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
Ⅱ
仙
刈
訓
田
即
日
戸
仙
が
趾
Ｊ
ｒ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

幹，

塗’
Ｆ
Ⅲ
川
川
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
耐
川
叫
い
‐
叫
川
Ⅱ
い
が
１
１
１
１
Ⅱ
１
１
』

等
王
野
舞
奮
兎
三

』
匡
一
昌
一
歪
苫
罹
囎
＊
型
娘
也
臘
瞳
ｊ
十

戸
御
主
居
跡
僻
調
詳
録
一
身
エ
Ｊ
：
話
、
さ

一

室
猛
州
辿
辮
派
脾

論
噸
熟
」
阿

箒
Ⅲ
Ｅ
『
里
ｒ
，
』
《

。
‐
叫
脾
Ｉ
Ｄ
Ｉ
斗
杢

血
寺
山
Ⅱ
１
『
川
北
釦
ｒ
‐
‐
１
１
・

芦
，
Ｆ
‐
ｒ
Ｌ
ト
ｉ
『
１
．
１
・

芦
刈
‐
、
１
－
‐
つ

茎
騨
岸
笥
唾
巨

ル
ー
、
ｌ
｜
に
缶
一
此
心
Ｉ
‐

Ｊ
・
『
『
‐鐵
珊
Ⅷ

｜
、
、
傘
一
ゞ
暇
‐
』
｜
，
函
ｊ
●
．
．
唇
『
一
二
一
一
勵
唾
虹
Ⅲ
一

脂
《
Ｉ
に
と
ｌ
陪
暇
ド
肱

‐
」
』
『
一
・
｜
‐
一
識
浄
『
‐
鼎
一
‐
‐
一
、
一
員
』
．

，
Ｆ
１
‐
．
Ｆ
ｆ
‐
‐
Ｆ
４
‐
１

段
‐
‐
門
誤
ｒ

Ｔ
１
町
・
小
一
一
Ｊ
淘
‐
】
恥
一
一

・
Ｕ
吋
科
君
嵐
恥
電
唇
野
嘩

脇
蝉
峯
弛
峠
艫
謹

凧
幟
酔
叫
雌
耐
》
Ｌ
ｆ

Ｉ
耐
国
園
里
”
↓

剖
刺
漂
旦
造
正
澱
》
堂
‐
塔
‐

』
Ｊ
一
口
一
一

号
」

’
Ｊ
肝
『
Ｊ

叫
守
地
院
ｕ
，
寺
一
一
》
叩
‐
帥
、

］
耐
山
㈹
璽
当
‐

蕎
聾
餡
》

一
部
‐
。
牙
叱
一
単
座
が
蓉
．
》
（
睡
目
昼

pr

-'｜

一1L

一
岬
〆
’
一
吾
一
》
、
幹
一

一
ｒ
』
帽
鈩
》
一
“
一

言
一
Ｔ
守
忽
争
刈
、

‐
‐
１
１
１
恥
卜
ｒ
上

司
『
割
煙

一
姉
一
ｒ
叩
一
七
Ｆ
一

一
品
↑
ふ
一

声
一
斗
一
蝉
一
劉

陦
浮
泙
ｆ
』

6



：邸';-T|{．
’1－

61

トー－

K．コニjfL－に』－－－

1
!T‐塚一

一←_-芝－1『-舎営”

｜
昌l弓･

味轍－

す

山 科｢-f慣型ド,､－二l
i_f-ihl

雷蕊蕊錨「LノI§

過""IJJ
＜I

l－U

市

ビ

旗願寺跡|l.
‘／時ゞ 、

＆257／／」／
／

壹二会』溥誇:『三一〆多…
-,'､ぺ.‐
蛭鍔-"罠､'K

r一一一，一

図版25『；

晋公

:._..E.''i一一一一・一一
／

/!l，､
、

、
／『一、，

I､ 、
←/{J・

I
／

I
/:4-j'

旭山古。墳群、

！‘:

1▲351
－－矛

願
’
７詣
一
一
阜

本
△
’
一

俄
‐
’
一

元慶寺跡
ニー

ナーヨ

『･I
ﾋーヨ

〆

l－

／

／

／

／

／

／／・－イ

－

菫ニーニーニ

〃
″
ク
〃
‐
・
岬
偽
‐

亡
応

ノ

ノ

吾
牙
Ｌ

》
『

／
ゞ

罰
イ
川
ノ
ノ

ロ
／
・
…

〒
へ
ざ

一
』
一
、
唖
．
、
一
正
岬
！
』
《
』
‐
《
“
、
’
１
全
一
《
、
ゞ
伊
州
副
い
－
》
一
ト
ー
十
鍼

‐
Ｉ
１
Ｊ
ｌ
缶
ｂ
・
等
．

《
碕
湾
諭
‐
｜
一
｛
ｒ
Ｌ
《
ゞ
ゞ
盤
‐
‐
“
↑
‐
１
，
鼻
！

、
１
，
１
Ｔ
千
・
・
１
．
４
尋
・

垂
一
歩
咄
’
ｊ
’

一
》
《
，
‐
．
｜
｜
‐
－
；
↓
Ｉ
、
一
・
吋
即
一
＄
‐
劃

ゞ
、
二
．
判
刊
〆
！
・
ぞ
．
・
・
、
．
今
．
．
、
、
醤
γ

‐
‐
；
『
‐
‐
》
．
§
↓
，
雪
覗

上
ｌ
酢
■
、
一
℃
・
Ｌ
ｒ

恥
謝
Ａ
對
熱

鄙
↑
’
１
．
剖
’
唾
川
一
町
‐
｜
｝
１
戸
ｒ
罪
》
『
‐
，
虫
上
・
９
‘
「

堯
坐
一
毎
℃
一
一
一
Ｊ
－
１

《
…
‐
↑
ゞ
劃
工
ｉ
｜
》
’
４
耐
一
‐
恥
ゞ
幸
一
謬
套
時
堅
》

声
一
↓
羊
●
》
・
ゞ
・
識
一
》
函
吋
吋
一
諦
一
仁
』
｜
》
・
一
恥
響
派
琴
隼
一

や
》
幸
黒
、

▲

蕊
腱
筐
歳

群
戸
吋

Ｆ
・
１
．
１

雫
・
ｆ
ｊ

ｌ
Ｊ
‐
‐
４
尾
』
〔
〕
「
川
一
馴
勺
｝
４
．
Ｌ
Ｌ
四
一
匹
ｊ
一
・
、
｜
‐
１
『
一
Ｊ
判
Ｉ
ｒ
剤
・
＃
４
才
‐
｜
‐
’
一
一
了

『
一
ゞ
』
，
ご
〆
《
圭
一
河
舞
一
↑
旬
ゞ

・
彊

９
●
今

一
帳
声
》
￥
一
雫
《
へ
》
》
《
〕
言
イ
弐

一
録
霊
混
一
《
↑
‐
１

－
Ｆ
Ⅱ
｜
Ｌ
一
一

／

／
ｘ
／

／

-訓
.－－－J

胴
卿
Ldー1，

265X

／
､

、′

、

ｌ
、
ノ

P一

口⑬

－－1宝夛‐
「‐‐命

や．｡L．、言‘_._-1i

胴、‘1-,首くり岸

／ 。
＃
Ｉ

2／〆

／

／L一一～一一一

一
距
離
幾
塁
雌
熟

ｌ
一

宮
ｂ
‐
Ｔ
、
ハ
、
帰
設

と
‐
ｐ
ざ
一
・
咽
札
蛆
ｆ
Ｂ
ｆ
‐
可
引
‐
・
Ｌ

ｌ
電
Ⅲ
川
Ｍ
和
圭
哩
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ
Ⅷ
‐
ｌ
‐
雫
・
’
ず
．
．
‐
‐
．
‐
‐
・
’
桶

叩
一
‐
｜
宮
‐
屯
‐
Ｊ
・
‐
夕
｜
‐
可
亘
一

一
一
Ｆ
〔
ｊ
可
－
Ｊ
。

Ｅ
『
‐
！
お
期

ｆ
’
零
．
｜
‐
可
．
！
．
“
品
‐
齢

『
ｒ
同
Ⅲ
ｕ
串
『
ざ
１
１
，
‐
‐

‐
凸
邑
ｕ
ｌ
ｌ
一
山
‐
‐
・
掴
１
日
ｒ
弔
柳
ふ
む

ｌ
‐
１
１
Ⅲ
澗
川
Ⅱ
，
可
Ｉ
‐
１
コ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
罰
Ⅲ
．
。
。
ｉ
１
‘

！
“
．
」
〆
１
一
・
《
．
“
“
川
．
ｖ
州
ゞ
７
Ｊ
猟
〃
》
．
、
幽

一
〆
当
△
‐
、
叩
に
０
Ｊ
い
か
１
鼻
ｆ
’
何
Ｗ

｜
‐
ロ
Ⅲ
１
１
‐
Ｆ
卜
Ｐ
・
’
１
・
・
・
１
．
・

‐
」
一
１
・
‐
‐
『
、
磯
‐
噸
ｒ
，
｜
惣
脈
抑
銅

一
・
Ｆ
｜
‐
恥
１

Ｊ
‐
仁
：
恥
，
〃
弘

》
』
”
亨
山
誘
一
＆
柵
ゞ
到
柳

ｌ
認
》
劃
ｒ
｜
‐
マ
ｒ
Ｉ
‐
市
Ⅳ
‐
ｑ
出
剖
、
晒
浬

Ｉ
Ｌ
Ｉ
６
Ｉ
４
Ｐ
３

ｌ
ご
Ｉ
、
。
‐
’
叫
争
‐
Ｐ
・
・

‐
二
・
・
‐
‐
・
Ｆ
Ｊ
０
Ｉ
Ｌ

Ｆ
１
毎
州
Ｌ
画
・

マ
Ｌ
『
一
ｍ
ｒ
ｏ
ｌ
、
罰
Ⅲ
ト
ー
州
卿
Ⅱ
‐
“

画
巽
剖
、

諜
周

海
恥

覗
瑚
溌
罰
糾

止
１
Ｊ

’』､'’'1
31冊I』占雪-]
｣,、－．↓
'三'ざ~,_

j，-－

~I

r
写
い
Ｌ 服

I
Ｆ
』 lイーー

ー晋

炉

濁
壬
Ⅶ

Ｆ
１
‐
』
‐
と
，
』
言
‐
串
ト
ー
・
‐
ざ
９
８
■
‐
乎
凸

学
非
弐
脅
際
悪
ゞ
一

耀
謬
‐
零
錘
顕
一
坤
到
（

＃
Ｉ
ｊ
ｐ
別
』
ず
、
‐
１
＃
。
＃
ｌ
Ｊ
０
Ｌ
承
望
も

蕊
離
協
蕊

誘
穂
‐
ゞ
「
・
‐
‐

‐
‐
．
《
‐
い
嗣
尹
《
秘
癌
》

。
ｌ
ト
ー
宮
。

１
，
糸
」
沖
鈩
嘆
□
一
画
［
．
。
・
・
野
．
．
．
｜
‐
咄
主
一
〆

三雄．
吋
日
Ｊ
刀
。
▽
－
－

唇
‐
毫
砦

－
Ｊ
Ｆ
Ｌ
Ｆ
ｌ

ｆ
劃
‐
《
ｒ

一
Ｊ
一

､篭
'.『

"6157)
再-〆一 ｜
:l-▲151

､｣1『山科本願寺南殿跡I

IF-~T|！‘Ll
I

、､----.---.－．－－‐′~~~一一

i､-|r"_!,!|,|[1,1~rl''｡4…｣IFIII"n/
鱈'1､.[!!~i'|､－’，”Ⅲ‐……Ⅶ］

≦て醐創1唐橋遣d職晦二〃皿；に■
弩榊1泡パﾘ劇#>〃』 F弓Z

;(,んn.岬1型1%｝

簿"別引『伽に？｢&≦崎沁と1ﾂ｛､ﾂﾉ､....．.i－．K．1!．
‘園41-~LIb

／
１
１
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ノ

跡
ゞ
一

７

－

１

几
又

ｊ
判
‐
訓
屋
７

・
ず
”
ｉ
ｌ
ｒ

抑
顎
”
昨
↑
・
・
・
浄
癖
口
《

Ｐ
～
心
酔
に
『
毎
可

叩
》
Ｆ
‐

Ｉ
Ｌ
一
宮
宮
ｈ
ｆ
Ｉ
ｂ
宮

：
‐
愚
Ｉ
。
、
咄
￥
．

‐
‐
‐
‐
、
‐
み
“

手
‐
、
点
！
叡
９
シ
・
〆

‐
が
・
貼
ざ
に
鍔
嗣
』
．
《
‐
訳
し
串
言
‐
《
》

、
夢
・
〆
／
‐
！
￥
吟
砦
守

‐
ダ
ダ
↓
》
．
、
寺
、
ぎ
ぎ
グ
金

７
．
１

岼
踊
鰹
跨

浄
喝
地
温

戯
碓
蝶

爆
踊
蝦

蕊
黙
簿

’

へ，'~
唖､,'増

、K

、諺’~---,,イョト』．上､、

，,､'‘､迦秘左

織｝
ぜ

§鍾一←_、

§譲璽‘ゞ
::誰署喬蒔

､

塔
《
鎌
〉

、
シ
埼
恭

』
．
シ
“
必
Ｌ
Ｌ

‐
ｈ
此
ｆ
笛

蕊
ヂダグ

扇身くへ

~,‘1

里
セ

廷.､．

､､● L_，凸－よ己

襲；澪Tljl
｝皇」＝戸丁

巨
哩
‘
』
『
四
！

」
一
“
・
望
・
一
ｍ
啓
’
“
罫

一
“
》
’
一
吋
柵
一
彗
一
吋
偶

雲
孑

↓
「
昨
些
〔
二
ゞ
唯
年

剖
ゞ
、
｜
了
匡
「
琿

産
齢
；
‐
鳫
皇
ゞ

和
琴
郭
玉

唾
伺
い
川
‐
‐
．
一
一
・

巴
Ｉ
Ｉ
Ｌ
』

箕
ｆ
＆

、
》
師
葱
惟
一
一

漁
↑

川
里
－
１
‐
‐

Ｉ
ｔ
Ｊ
・
’
牝

ロ
ー
町
哩
、
「
三
へ
、
．
。
一
一
‐

Ｉ
・
↑
‐
．
王
間
一

・
寺
ｈ
Ｉ
ｌ
ｌ

望
拝
律
・
北
１
・
“
」
十
斗
耐
里
一

ｆ
リ
》
律
・
迄
Ⅶ
一
劃
！
、
量
一
斗
‐
・
一

恋
一
震
砂
雫
ぃ
〔
〉
ゞ
も
↓
一

Ｆ
１
１
０
手
．

．
気
心
い
ゃ
Ｌ
‐
鋸
、

》
。
、
評
一
一
〈
‐
ヘ
．
」
．

１
－
ｈ
町舜
郡
唖
公
／

、
小
町
、
、
匂
唖
勺
《
“
《
・
》
》
滝
・
好
繰
〕

▲
、
．
‐
訓
、
ヘ
‐
へ
．
、
４
〔
盲
‐
、
、
鈴
、
、
、
．

．
日
〆
Ｄ

《
・
“
●
ず
》
一
ゞ

冊
‐
〃
〈
、
●
シ
、
‐
、
。

、
ベ
》
緋
．
ヘ
、
３
－
．
季

、
．
》
ｑ
砧

宮
イ
〆
守
宮
‐
“

‐
分
辱
、
●
．
・
・
、
《
〃
。

、
叫
、
、
・
・
●
吋
妙
》
“
〈
平
や
恥
〉
“
》
〃
ｒ
〉
ず
・
部
．

き
、
。
》
〃
叙
鋒
幾
審
ハ

羊
“
三
式
余
、
、
帥
１
韻
・
＆
、
’
か
、
鈩

把
‐
屯
、
宮
宅
心
酔

４
Ｊ
、
‐
．
今
マ
、
》
‐

‐
上
同
竺

、
乱
凸一

一 一

二I．il
ILJ

¥
汀

/にご丁 ！3 4
：｢F蕊≦

七〉．、

1

庭諦｜向 r.､-，
一
〕
府
一

一
一

一
・
》

||屋三f鯛，1
，，．WF『銅

与背く
誼′

;~ll
1

－1
遺跡I
ハ
||

耐｡!’
'-F〃劃I

シイ『T1

Ｇ
１
Ｉ
１
１
ｌ
ｌ
。
Ｏ
も
○
今
ル
ノ
源
一
一
“
や
《
、

二
千
・
・
・
、
、
画
‐
皿
・
一
．
〃
〃
〃
｜
、
一
一
一

》
●
一
。
、
：
、
炉
・
ソ
；
》
’
一
〆

ゞ
｜
｛
一
、
｛
‐
④
和
ｉ
Ｊ
ご
》
杉
〃

【
‐
牛
〉
／
“
。
弓
．
．
‐

↓
』
蛍
／
ゞ

一
鴫
、
、
翻
郡
恥

．
‐
、
串
《
・
″
″
グ
・
寺

却

マ
・
ず
、
、
“
一
幸
．
〃
″
″
〃

』
‐
．
・
卜
・
一
『
“
ロ
、
〃
〃
／
訓、

一
二
一
．
一

二
‐
〉
￥
●
し
ｉ
１
１
隙
い
、
Ｉ
…
〆
１
１
１
ト
ー
Ｌ
》
喝

‐
』
Ｉ
ｖ
ｒ
Ｌ
“
・
堂
』』鑿

、
一
ル
諒

一
‘
ｌ
Ｌ
－
』
．
ｆ
－
．
，
、
一

ｒ
》
歎
廷
一
》

室
Ｌ
〔
唾
一

心
《
《
言
ゴ
．

才

』

一
ゞ
茜
臺
邑
予
、
提
』
｜
、
。
《
・

一
や
『
’

愉
口
叱
津
堰

二
、
室
犀

一
一
農
産
皿江

草
‐
｜
丞
一１

望
型
『
Ｉ
深
化
‐
蕊
蕊

空
司
症
や

弓語、

ー一ツ
「一

｜
冠 ／

,30~4-=-｜「 ／一一 LJI産唇!｣Lノ
ーーjデー戸I流‘fI

~』f-%,

動き~-=輻．..i冒雷蔦宝
､-.-‘----津‘

ｉ
１

ｆ
１
２
Ｊ
４
■

’
’1

＝デ
一、､.〈，、

2521シーノﾇ§、
／．､倉

〆ゞ〆〃／

<__シ醍醐古墳群

'-----琴当二
｜‘‐

|＃津1_1}
II'1
，深草寺跡1

1厄

’．､ 、

｜≦－－－－－－－
ｰ一－一一一一

｜
貞
一
”
非
ｌ
‐
ゞ

ｒ
ｌ
‐
Ｉ
‐
１
１
‐
’

I

‐
ず
似
膠
隈
ｌ
＃
首
ｒ
ｊ

〃
，
ｊ

↑
。
、
曇
参

一
一

と
聖
、

仏

ｂ
辰
「
》
一
訓
言
ロ

Ｌ
八
／
』
々
”
一

〉
《
ゞ
俸
鋤

■
。
二

、
群
□

！
小
』
！
‐
、
戒
謎

Ｌ
聖
域
ノ
辞
ｈ

‐
・
、
も
、
〆
“
．

、
小
、
浄
〆

L

１
１

、

5
．
、

、
《

■一

;Ⅷ"蝿剴
ヒーーー』‘手筈二，、ノ'

gEF'ff-
~'~･卜~.-f}YI
ミーテニ、ア、ム
ーーーー圭一-'

,｡~苧一一b，
↓-

エーーーーJ，
l

r－－7o曇．．､

、
Ｊ
ｒ
１
Ｊ

〃
な

、
，
、

歩‘
壬
上
乱

』
・

』
理
一
一
式

』
１
牌
〕

》
〆
卜

』

｜P』茨．
／

1ゾ‐
１
尋

『
‐
』
。
．
｜
８
Ｋ
・

ｒ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｉ

戸
，
Ⅱ

Ｉ
ｚ
Ｉ
Ⅱ
８
日
ｌ
■
・
Ｉ
Ｉ
ｌ
－

ｊ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
〆
《
’
一
へ
一
“
ア
モ

△
ウ
・
ロ
【
・
一
〃
，
Ｊ

一
画
ｒ
・
熟
．
．
－
峨
羽
、
一
吋

刑
息
－
－
了
１

，
Ｉ
Ｉ
Ｌ
、
酔
附
一
．
《
－
－
・
只
）７

Ｊ
、
●
蝉
．
が
坐
、
，
、
▲
！

‐
唖
－
－
１
１
１
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｆ
Ｏ
ｊ
ｌ
９

等
０
功
ｆ
Ｆ
。
．

〃
灸
‐
。
．
。
〕
・
・

岬
〃
〃
“
．
。〃
↑

：
／
峠
、
を
〃
。

／
〃
″
。
．
〃
〃
〃
〃

ｰ可←

=．

■

－－－1肝戸一~一丁
一一Jー－－－-一

壱”き-寺~1

毒
一
罪
コ
ー

ェ
奉
匡
↑
一

1
１

、

″

、、

恥---望戸～蚕－

3ぐ≦‐
子
‐
製
Ｆ
い
‐
一
二“ご

『
、
Ｊ
一

Ibへ

〃 ｜
迩
袖
、

丁
寺
、

す
‐
！
‐
界

．
‐
８
法
舌
声
ミ
ー
ー
ー
Ｉ

レ

７

、
，
、
▲
！

「
で

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
、

↓
釧
勺
・
一
ｒ
（
狐
咋
蝿
一
俳
御
ｖ
Ｌ
。
、
、
、
Ｉ

ノ

一

《
〕
。
｜
｜
『
．
一
§
〆
！
〃

１
卜
・
９
十
，
‐
‐
・
鍔
ｆ
苧
Ｆ
」

参シ

7脚-－
、〃

ジ/：

跡

ノ
ベ

ー
ー
ド
ト
ー
１
１
ｒ
‐
１

－
１
一
’
１
１

乏
零
一
？
『

一
一
一
弄
一
毎
誰
寺
王
』

蕊
毎二
一
７

｜
』
里

。
」
『

／

一
一
．
一
・
ゞ
《
／
ノ
ブ
孝
該

法 界寺旧境内

L3M.
、、､〆,ザ了

佇~.~ヘ

薄●－"ム＞′、‘こ]i_,
圭一一一草

ﾄー ._fL…f=
t,＝._ﾕﾆー 些.、．．．‐・鎧.j

画襲垂蝉ぷj1,1｢T,；

ノ

〆

》
聖

8
〈
一
一
一
一
一
三
㎡
孝
幸

ﾉ

〆

、



、

J

江山古墳群

○:‘＝……

一一
〆

図版26

▲261

，鍔狗12

１

１
。
“
Ｂ
５
ｎ
Ｉ
６
Ⅱ
０
Ｊ
‐
心
刈
’
－
１
砥
０
■
Ｊ
Ｊ
４
凸

↑
‘
口
．
、
４
冊
晒
刊
‐

、
１
１

１
、

〃
泡
い
、
Ｉ
」
へ

、
、
、
嵐
山
谷
ケ
辻
子
町
遺
跡
一

、
竈
、
、
２
詔
〆
〆

頴
舎
山
▲
▲
犯
へ
《
《

ヘ

、

一
一
風
、
Ａ

一
．
ゞ
，
、
、
、

，！；」、’／

▲59｢/l.l

跡名|勝
-.､、▲81，

鉦"|，:｛
301州1

，1

､295A
、、､"、

や、
、、

史

、、、§､●
、、

〃～、、、
．‐、QL)ノ？

大江山古墳群

1 2

！ 句

794i■ll
1，

｜、ilL－lil
l’'2，←可
|||

l'
－－一一

革嶋館跡

‐
‐
、
！
‐
‐
‐
’
１
人
・
で
、
竪
芯
〃
ゞ
＆
“

、
卜
。
配
、
、

が
晶

慌
噂
１
面
ｒ
ｆ
今
‐

罰
■
監
守
，
＃
ｆ
り

、
睡
這
、

私
一

一
一

一
一

－
６
」

17（

、

、
‘ノ1
．L

、

I

に

、
一

》
．
、
一

一
へ
一
一
一
そ
一
一
▲
一

‐
一
一
一
‐
池
一

〒
‐
跡
１

－
亘

一
“
‐
’
’
１
匡
哩
‐

一
‐

－
３

－
‐
Ｉ
：
：
１
１
称
：
…
：
一
訂

一
三
↓
二
一
三
津

１
く
・
‘

一
一
．
｜
‐
．
、

下

一
ぺ

一
。
》
‐
。
。

、
／
、
”
墨
声
．
。
、
・
一

一
／
、
：

一
〃
″
″
．
、
、
、
‐
‐
・
‐
．
‐
・

ノ
、

、
Ｉ
‐
‐
・
‐
‐
‐
‐
‐
ｌ
ｉ
’
１
１
ｉ
，
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｐ
ｐ
・
日
１
伯
ｌ
‐
ｌ
‐
‐
Ｊ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
、
‐
‐
‐
．
、
‐

Ⅱ

g"･_
、－禄，
‐…<>協

血]／
ノグ・

胃〃i
‐〃．．

〃’」

ノ鰐I
輪.－．

／

手差コー

＞＝

’1
L

句一
ハ
ー一

；_11
-ﾉ露ﾏ

1．夢1
，Lロ

茜-塁＝｜
~彗亨｜
B_-1

息｡｜
|FⅨ＝1.1

認

3 4
1

秘'－1

一
一

』
一
Ｆ一

ノ

~▲32
、、11(
、.′＄

、‘

、

，！、

〆
空
．

侭
』
、
″
錘
蝉
《
眼
ｊ
▲
》
談
＃
￥
福
、
八
郎
猟

酔
え
》
“
Ａ
Ａ
‐

Ｉ
学
く
『
１
１
Ｇ
１
、
‐
、
、
乱
、
、
、
各
‐
“
‐
‐

ぬ
↑
｜
」
・
雫
訓
，
‘
．

、
、
、
、
。
、
、
、
』
鴫
制
、
、
、
岬

左
一
に
骨
ゞ
い
‐
‐
、
ｌ
、
、
、
、
吋
、
刃
準
、
‐

ノ
″
″
０
１
日
■
ロ
１
１
５
‐
！
‐
‐
‐
Ｕ
Ｌ
、
唖
．
ゞ
．
ぐ
い
‐
ｉ
‐
．
〆
・

鵲
、
割
ゴ
ー
‐
’
１
‐
・
‐
‐
‐
ｉ
、
慨
、
、
ｌ
、
侭
、
〈
＊
↓

覗
一

‐
Ｉ
‐
、
ｑ
１
．
Ｆ

、
‘
可
＊
《
」
γ
↑
『
‐
僻
３
１
詮
＃

子
・
・
一
三
‐
ｆ
’
一

ヘ
《
号
一
・
｝
一
一
．
門
一
》
↓

一
・
Ｔ
：
江

一
Ｆ

一
‐
宿
郷
細
川
Ⅷ
Ⅲ
洲
》

‐
．
一
戸
１
‐
，
ｌ
い
ず
ｌ

‐
一
・
・

“
〆
一
‐殿

r

l

｜
殉「

一

Ｊ
Ｉ
、

『
Ｌ
Ｌ
｝
｜ Ｆ

Ｊ
ｆ
Ｐ

剤
珊
叫
叫
イ
ｊ
ｆ
ｉ
脾
・

／
、
‐
‐
・
ゞ
“
許
」
ゞ
：

跡
／
ｊ
ｉ
ノ

遺
‐
〉
昨
一

世
」
！
ｌ
一
Ｊ
Ｉ
“
‐
一

句
８
哩
５
苣

忌
斑
準
一

一
鐸
縣
洲
涙
蒔
卑
竺

騨
・
一
も
卜
心

罰
荊
鐵
Ｉ
Ｌ闘

い
Ｊ

下
ｌ

ｌ
ｌ
Ｉ
上
１
１
１

下
‐
Ｌ
塀
Ｌ
Ｌ

Ｔ
1

△82

卜.糾久 I

、

I

＊、

．、

、

、

群／、

11雪
〔1-11

■

、w",|420，う

▲256

2ヱー

福〕:西古墳
…『ﾕー津_ﾆｭ

’
１
弓
罰
卜
畠

ｊ
い
、
［
Ⅱ
》
一

',一,1'ﾉｰ

豐・-..-向、_『.

～Pヨー､■

郷此息、:、
’L－t－当jr旦～

、

、
5 :;"',6 、…、r苧一

%、､…蕾：

：、：‘

､寺可F-一一奇

-,鼻で蝦
r卸もr－ず

ぎJh学~~~~

〆.と舅■一一

〆室､念』一再-,､ ｆ
州
州
Ⅲ
撫
淵
碑

”

夢ﾀ
鐸し11
夕

曇
呼
甲
即
好
む
ｊ
〃
〃

ア
〆
よ

』

味
‐
，
・
〆
ゞ
、
《
岸
一
嬢
綱

野
溌

３
一
、

一
臣
子
年
・
Ｐ
一
・
‐
ず
。
１
１
Ｆ

、

「
－
４

ノ
１
１
１
Ｊ
’

一
二

Ｉ

／

、
１
‐
１
１
内

／
串
｛

《
、
ノ
ー
㈱

１
１
全
、
進

境

一
、
一
”
・
掩
評
、
．
、
．
い
い
〃
↑
“
一
一

旧

一
ご
亘
一
‐
亘
亘
一

一
寺
沁

〃
く
Ｊ
１
一
・
小
．
「
ゞ

一
‐
“
持
、
－
聖

ゞ
．
‐
、

／
‐
』
ｌ
７
ｉ
Ｉ
１
ノ
勝
へ
‐

い
／
、
ヲ
ｆ

く

苧苧

．i小塩窯跡群ご
.ー

‐‐〔一イ
〆一~－－-

3,=(錨‘弓、〈葱
一一一_芦寺ニジ

ゞ、、、｡‐、←鳧､i_:_…

･穂産婆で;!=、、ぐﾉﾑ《1
11#，バー

dfIﾉ

､瓠菖ご島妥…、、ぐ／ﾋﾗﾆ’
：､。、／･｢”､--~=ノノ／

‐j守三や炉－．，”ダノ／ノブ

ゾ.．~~.,‘,,',，,L』･〆準･-噸．

〆
､、

『

ｈ
子

ｊ
〆
↓
／

〆
・

少
口
も
』
、
》
Ｌ
〆

竺
〃
ｇ
Ｌ

喜
一
恥
昨
』
『
‐
！
‐
撰
一
《
や
蹴
銅
マ
Ｌ
、
互
一

瞬
魂
共
お
礼
蕊
一

再
一
錘
三

、
＄
．
ｑ
、
一
一
．
、
一
寺
一

詞
季
罪
一
望

く
鮨
捗
罰
一
忽

国
』

、,,,

涌
Ｊ
ｊ

己
些

△
』
一
十
ｒ
ｌ
・
》
｜

了
・
』
少

ｈ
卜
荒
『

8
[

I
一
一
一
《
．

一
三
宮
‐

＝一一．ペガ、
〆ダ

ダ●ず

I



図版27

道

構

伏見城跡(09FD149)南調査区全景（北西から）

伏見城跡(09FD149) 伏見城跡(09FD149)北調査区全景（西から）



図版28

道
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伏見城跡(09FD133)2区全景（南東から）
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伏見城跡(09FD133)3区全景（北東から）
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植物園北遺跡(09RH210)
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30．31植物園北遺跡(09RH210)、32～35小倉IIII-別当町遺跡(08KS415)、51法住寺殿跡・六波羅
政庁跡・方広寺跡(09RT87)、59･63～68伏見城跡(09FD133)
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73．79革嶋館跡(09MK178)、82．82左京六条四坊三町(09HL140)、84左京七条四坊四m］
(08HL197)、85伏見城跡(08FD175)
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